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Ⅰ.巻 頭 昌

誠に残念ではあるが,年報の始めに,細胞遺伝部長竹中要博士の計 (3月 18

日)を記さねばならない.博士は当研究所が財団法人として発足をした時から,

終始その発展と充実に献身した功労者である. 研究の方面では,タバコの細胞

遺伝学的研究のほか,ソメイヨシノの起原と,昭和桜の育成がある. 昭和桜は

宮城に 120本献上されたので,数年後には美しい花を千代田の城に咲かせるで

あろ う.

今年は集団遺伝部の第二研究室の設置が認められたほか,特記すべきものは

ない.

当研究所が主催または世話をした会合は,つぎのとお りである.

1) 文部省所轄の研究所長会議

(10月 29日 当研究所講堂)

2) 公開講演会 遺伝と学術探検 (映画カラコルム上映)

(11月 11日 第一生命ホール)

3) 太平洋学術会議の見学旅行者の来訪

(8月 26日)

海外における学会出席,研究その他の用務で,10名の所員が出張した,訪問

先の国々は,英国,イタリヤ,西独,ソ連,インド,比島,台湾,米国, メキ

シコ,ブラジル,アルゼンチン,チリ,などの 12カ国であった.

学会の受賞には,吉田細胞遺伝部長の日本遺伝学会賞 (染色体の変異と陸揚

の発生および増殖)があった.

卦 /'F,庵



ⅠⅠ. 研 究 室 一 覧 (昭和41年 12月末現在)
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ⅠⅠⅠ. 研 究 課 題

課

1･ 種の分化に関する研究

コムギの起原と分化

イネ属の形態分業員学的研究
コムギ族の実験分類学的研究

栽培イネの進化の研究

膜麺類の種の分化と染色体
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2.有用勤植物の遺伝学的研究

カイコ卵の受精および初期核分裂過程の研究 形質第1
田島弥太郎
村上昭雄
大はi昭夫

ネズミ類の異常形質の遺伝学的研究 細胞第1日㍊ 秀
郎

俊
和

雄性不稔の遺伝学的研究 生理第2滴 激 語
放射線突然変異体の遺伝学的研究 変異第2 松村清二

3.動植物の細胞遺伝学的研究
コムギおよび近縁種の細胞遺伝学的研究 ≧生理第2

ネズミ類における染色体多型現象の細胞遺伝学的研

究

染色体異常の誘発機構
電子顕微鏡による細胞の微細構造とその機能に関す
る研究

4.腫癌の細胞学的ならびに遺伝学的研究

染色体の構造的変化と癌性増殖

プラズマ細胞腫癌の特異たんぱく合成と染色体の関
係

細胞第1

1細胞第1

!生化第3

!細胞第1

:細胞第1
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研 究 課 題

各種要田によるマウス白血病誘発機構

植物癌細胞の細胞遺伝学的研究

*癌の発現機構に関する発生遺伝学的研究

ショウジョウバエの殺虫剤抵抗性

*組織培養による昆虫細胞の発生遺伝学的研究

イネおよび近縁種の生理形態学的研究

植物の左右性

イネの感光性

高等動植物における発育不安定性の遺伝学的研究

･6･ 遺伝物質および遺伝形質の生化学的研究

家蚕における新遅眠遺伝子の研究

高等生物における形質転換の研究

プテリジン代謝に関する遺伝生化学的研究

臓器組織特異性たんぱ く質の発生遺伝学的研究

セルローズアセテ- ト電気泳動法に関する基礎的研
究

植物アイソザイムの遺伝学的研究

*家蚕の色素額粒に関する遺伝生化学的研究

高等生物の細胞分化における遺伝子作用の解析

寒天およびシアノガム電気泳動法によるイネ種子た
んば くの比較遺伝学的研究

*組織特異的再合成物質の発生遺伝学的研究

′7･ 放射横遺伝学に関する研究

禾穀類の放射線突然変異における線量率と RBE

ガンマー線の連続弱照射による放射線障害の研究

本年度新たに研究を開始したものを示す

細胞第 1

細胞第2 :米田 芳秋
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生理第 1

形質第2

生理第2生理第2

応用第2

生化第 3

生化第 1

生化第 3

: ∴ 1

生化第2生化第2

大島 長造

黒田 行昭

(否LuK 忠実

木原 均F.A.LILI-
ELNFELD

片山 忠夫

酒井 寛一
井山 審也
成 瀬 隆
M.S.
ELIBAI.AL

田

和
出
田

和
出

川

川

辻

名
山
辻

名
辻

中

小

n=

U

雄

郎
明
雄

郎
雄

人

光

三
正
光

三
光

恕

恕人

生化第 3

1'∴ -:'

生化第 3

形質第2

辻田 光雄
桜 井 進

(i

田 光雄
井 進

.日':.-l . ･

桜 井 進

黒田 行昭



6 国立遺伝学研究所年報 第 17号

紫外線による致死および突然変異生成機構の研究

マウスの H-2および H-6座位の放射線誘発突然
変異率の推定

マウスにおける RBEの研究

Arabidopsisによる人為突然変異の研究

放射線線量測定

元素変換による突然変異誘発および致死効果

放射線障害の回復機構の生物物理学的考察

カイコを材料とした突然変異生成機構の研究

*高等動物細胞における放射線損傷の回復に関する研
究

放射線誘発突然変異率の線量率依存性に関する細胞
学的研究

8･ 集団遺伝学の理論的および実験的研究

集団遺伝学の理論的研究

電子計算機の利用による集団遺伝学的研究

*人類集団の統計遺伝学的研究

ショウジョウバエSD因子の細胞遺伝学的ならびに
集団遺伝学的研究

ショウジョウバェの生存力を支配するポ リジーンの
自然突然変異の研究

ショウジョウバェの集団の逆位頻度の変化に対する
殺虫剤淘汰の効果

ショウジョウバエの自然集団の有害遺伝子の研究

シ ョウジ ョウバェ集団における連鎖不平衡の効果の
研究

動植物の競争に関する研究

栽培および野生イネの集団遺伝学的研究

9. 育種の基礎に関する研究

雑種コムギの育種に関する基礎研究

育種理論の研究

(変異第2

1変異第 3
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研 究 課 題

ニワトリとその近縁鳥類における遺伝学的研究

家禽の量的形質の発育遺伝学的研究

タバコの発育遺伝学的研究

本邦主要樹種における生産形質の統言t遺伝学的研究

イネの突然変異形質の発育遺伝学的研究

作物の量的形質に対する放射線の影響

有用突然変異の誘発とその利用

10. 人類遺伝に関する研究

人口傾向の遺伝的影響

赤血球酵素の遺伝的変異

*皮膚紋理の発生遺伝学

染色体突然変異の疫学的研究

ヒトの染色体異常

オー トラジオグラフィーによる染色体復製の研究

性染色質と白血球の ドラムスティック

*ヒト血清たんぱ く質に関する遺伝生化学的研究

ll. 微生物の遺伝学的研究

遺伝子微細構造の研究

*ファージ宿主域の遺伝学的研究

細菌の運動性の遺伝学的研究

細菌鞭毛の遺伝学的研究
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遺伝子作用調節機構の研究

12.米国国立衛生研究所の研究補助金による研究

染色体の変化と癌細胞の増殖

13. 日米科学協力研究事業費による研究

日本および米国におけるショウジョウバエ集団の遺
伝的変異性の比較研究
太平洋地域における栽培コムギの系統分化の遺伝学
的研究

14.研究材料の系統保存

イネとその近縁種

ムギ頬とその近縁種

サクラ,アサガオ,ソバキ,ウメ,カニデ

ショウジョウ/べェ

カイコ

ネズミ類

細菌およびウィルス
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研 究 の 概 況 9

ⅠV.研 究 の 概 況

A.形 質 遺 伝 部

この部ではわが国の特色ある研究材料であるカイコを主体とした遺伝学的研究,ならび

に細胞レベルにおける形質分化の研究を進めている.

第 1研究室では,過去数年間にわたり研究を続けていた突然変異発生に対する放射線の

線量率効果逆転の枚借が,昨年度の研究により解決にいたり,この結果をまとめて国連科

学委員会に報告するとともに,1966年 6月開催された第 16回委員会に部長田島は代表

代理として出席し, ｢放射線の遺伝的影響｣に関する報告書の作成に協力した. また同年

6月末イタリヤ国コルチナ ･ダンペッツオで開催された第 3回国際放射線研究会議に出席

してこの研究結果を報告した.

なおこの研究の結果放射線障害からの回復の機構を明らかにすることが,突然変異の研

究に重要なことが判明したので,新に研究班を紅撒して科学研究費による総合研究 ｢放射

線損傷の回復機構に関する研究｣を発足させた.

また田島は,1966年 8月東京で開催きた第 11回太平洋学術会議に出席 し ｢炭酸ガス

処理による蚕の雄性生殖,雌性生殖および倍数性誘発｣について報告した.

第2研究室では,室長坂口文吾博士が6月1日付をもって九州大学に転出したので,大

阪大学理学部助教授黒田行昭博士を新に室長として迎え,この研究室の本来の使命である

細胞レベルにおける形質分化の研究に専心させることにした.黒田室長は6月 13 日着任

し 主としてショウジョウバエおよびカイコを材料として昆虫細胞の培養による形質分化

について研究を進めることになった.

また研究員佐渡敏彦博士は,抗体産生機構研究の目的で,9月 20日米国 OakRidge

NationalLaboratoryに向け出発した.

第 1研究室 (田島)

当研究室では,カイコの持つ遺伝研究材料としての特色を生かした面の研究を進めるよ

う努力している.蚕にユニークな突然変異形質としては,卵色に関するものが挙げられる.

これを利用すれば,個体発生の極めて初期に突然変異を検出することが可能で, しかも突

然変異率の測定も簡単である.このような観点から,専ら突然変異生成機構解明に研究を

集中し,以下のような研究を行なっている.

1) カイコの受精および初期卵割過程の研究 (田島 ･村上 ･大沼): 前年度の研究で,

炭酸ガスが産下直後卵の核分裂に特殊な作用をおよぼし,雄性生殖,雌性生殖および倍数

性誘発などの特性を持つことが明らかになったので,ひき続き,炭酸ガス接触,および放

射線照射などの方法により研究を続け,産卵から真の受精が起るまでの時間,およひ初期

核分裂に要する時間を決定することができた.また初期卵割における核分裂は,第 10回
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日頃まで驚く程よく同調していることもわかった.現在核分裂の進行に伴い,突然変異誘

発率がどのように変化するか,また受精前後の DNA合成はどのように進行するかの点を,

明らかにすべく努力している.炭酸ガスは生物組織と関係の深い存在なので,これがゲノ

ムや染色体の不分離の原因となり得る可能性も考えられ,重要な研究課題となるものと思

われる.

2) 自然突然変異に関する研究 (田島 ･鬼丸): カイコの自然発生突然変異に関し,過

去 10年間に当研究室でえられた性別発生頻度のデ-タについて,クラスターの大きさ,

モザイク的発現頻度などを指標として分析を進め,自然突然変異の発生過程を明らかにす

べ く努力を重ねている.

3) カイコを材料とした突然変異生成機構の研究 (田島 ･鬼丸): 減数分裂前の生殖細

胞と分裂後の生殖細胞とに区別して,Ⅹ線照射,あるいは微生物で作用特性の一応明らか

にされた各種代謝阻害剤処理を行なって,高等動物における突然変異の発生機構を分子レ

ベルで明らかにしようとしている.現在までに明らかになったところでは,マイトマイシ

ンは,DNA の二重鎖の一方に選択的に作用する特性を示 し, また微生物に対 しこれとよ

く似た作用を示すニトロフランは,両鎖に同時に作用する特性を示す.また精子形成が進

むに従って放射線 (Ⅹ線,γ線)は二重鎖の一方にだけ突然変異を誘発する作用をあらわ

すようになる.

4) 高等動物細胞における放射線損傷の回復に関する研究 (田島 ･村上 ･鬼丸): 分割

照射法その他の方法で,照射後の生き残 り細胞再増殖による影響を受けるおそれのない精

子細胞期の照射で,前突然変異状態 (一種の損傷と見られる)が回復する事実を確認する

ことができた.また蚕の保存品種多数について,放射線感受性の選抜をおこない,感受性

が 10倍も異る系統を確立することができた.この系統は,今後この研究を進める上に重

要な材料となるものと思われる.

5) 放射線誘発突然変異率の線量率依存性に関する細胞学的研究 (佐渡): 第 1研究室

で前年度まで,主として遺伝学的方法を用いて研究を進め到達した結論に対し,第2研究

室において,細胞学的研究を進め,その推論を裏付ける証拠を うることができた.この成

果は,MutationResearch(γol.3,No.6)に2篇の報文として発表した.

第2研究室 (黒田)

当研究室では,黒田宣長の大阪大学在任中におこなわれたニワトリ,マウスなどの高等

脊椎動物細胞を用いた形質分化の研究のほか,ショウジョウバエ,カイコなどの昆虫細胞

を用いた体外培養系での研究が始められた.

1) 特異的組織再合成物質とその化学的本性 (黒田): ニワトリ肱の肝臓を トリプシン

処理によって細胞を遊離し,この細胞浮遊液を,一定条件下に施回培養すると,遊離細胞

は,相互に結合しあっで,もとの肝臓組織に近い立体構造を再形成する.このような遊離

細胞からの組織再形成には,細胞から培養液中に出される物質 (組織再合成物質)が関与

していて,この物質は,その由来組織とおなじ遊離細胞にのみ特異的活性を示し,肝臓細

胞から得た培養上清は肝臓細胞に対してのみ組織再合成の活性を示すが,他の組織の遊離
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細胞に対 しては,活性をもたない.また,この物質は,細胞を取出した柾の発生時期にも

特異的で,発生時期の早い性から取出した組織再合成物質は,おなじ時期の腫からの遊離

細胞に対 しては活性を示すが,発生時期のおそい腫からの遊離細胞に対 しては活性をもた

ない.さらに,施回培養液中に, 0･5FLg/mlのアクチノマイシンDや,5FLg/mlのピュ

ロマイシンを添加することによって,組織再合成が阻害されることから,このような組織

再合成物質の形成は,それぞれの遊離細胞の核中に存在する遺伝子 DNAの支配により,

mRNA を経ておこなわれることが示唆される.

このような組織再合成物質の化学的本性をしらべるための実験では,7日目のニワトリ

肱の遊離肝臓細胞 106個/mlを2時間培養した後の培養液上清は,260mFLおよび 280mfE

に紫外吸収をもち,化学的な定量結果では,588FLg/mlのたんばく,143FLg/mlの RNA,

および少量のDNAを含んでいる.この上清は, ミリポアフィルタ-で炉過しても活性の

変化はないが,80oCで 10分間熱処理をすることによって,活性が失なわれ,上清中に含

まれるたんばくが組織再合成に関与 していると考えられる.この上清が,その由来組織と

おなじ遊離細胞に対 してのみ特異的に活性を示すことから,7日目性の肝臓細胞由来の上

清と,心臓細胞由来の上清とについて,その中に含まれるたんばくのアミノ酸組成を比較

すると,肝臓細胞由来の上清たんばくには,心臓細胞由来の上清たんばくにくらべて,セ

リン,グリシンなどが多 く含まれ,逆に,メチオニン,イソロイシン,チロジンなどほ少

ないことが分った.細胞の分化には,細胞相互作用が重要な役割をもち,とくに細胞間物

質や組織再合成物質が分化した細胞の代謝産物とい うよりも,細胞分化の誘導物質として

の役割も考えられ,ニワトリ腔のおなじ遺伝子 DNAを含む肝臓細胞と心臓細胞とで,こ

のように異なったアミノ酸組成をもった組織再合成物質を形成する遺伝子作用の調節機構,

その細胞分化に果す役割等について,さらに研究が進められている.

2) 癌細胞の組織再合成活性の変化 (黒田): 正常細胞の癌化にともない,細胞間の接

触による相互の増殖抑制作用 (contactinhibition)が失なわれることが,多くの培養細胞系

で観察されており,また,癌細胞には,組織特異的な立体構造を形成する能力が消失する

こともよく知られている.このような癌化にともなう一連の細胞特性の変化は,細胞膜表

面の組織特異性,とくに組織再合成物質の変化に関連があるものと考えられる.また,原

発癌細胞が,他の組織に転移する際にも,癌細胞が,新 らしい組織内で定着,増殖するた

めには,両者の相互親和性が,大きな役割をもつと考えられる.

ヒト子宮痛由来の HeLa細胞を用いて,種々の正常組織由来の細胞 との混合浮薄液か

ら,組織再合成をおこなわせ,相互の組織再合成活性の比較,および,細胞選別現象をし

らべた.この結果,HeLa細胞は,外旋葉性の皮膚表皮細胞や,内腔菓性の肝臓細胞とは,

細胞選別現象を示し,それぞれ別個の再合成組織を再形成するのに対して,中旺薬性の皮

膚実皮細胞や筋肉芽細胞,前軟骨細胞とは,細胞選別現象を示さないで,HeLa細胞と,

これらの中旺葉性細胞との入りまじった混合再合成組織が形成された.このように,HeLa

細胞がある特定の組織にのみ親和性をもっことは, 担癌 生体における癌の転移における

癌細胞の組織選択性を示すものと思われる.また ddl系マウスの自然発生乳癌について,
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その乳癌細胞と,正常乳腺細胞とで,その組織再合成活性を比較すると,乳癌細胞のほう

が,はるかに強い組織再合成活性を示す.このことは,性の発生において,未分化な細胞

ほど,組織再合成活性が強いことと関連して,細胞の癌化の過程は,未分化な細胞と何ら

かの共通な因子を獲得する過程であることを示唆している.癌化にともなう細胞親和性の

変化と,遺伝子の結びつきについて,染色体構成を異にする結節性マウス ･プラズマ細胞

腫癌を用いて研究が進められている.

3) 組織培養による昆虫細胞の増殖と分化の研究 (黒田): 1956年以来おこなわれて

きた昆虫組織の体外培養による細胞分化の研究が再開された.すでに,合成培養基を使用

して相当の成果が得られたショウジョウ/I-の性細胞,成虫原基細胞の単一細胞レベルで

Lの増殖と分化の研究が進められている.合成培養基については,すでに使用されてきたア

ミノ酸,ビタミン,無機塩, ブドウ糖を主体に, その各成分の最適濃度,pH,混度その

他の最適培養条件の決定に主力が注がれている. これ までの結果で,総アミノ酸濃度は,

12,800mg/mlが最適で, これは脊椎動物細胞の合成培養基中の総7ミ/酸濃度の約 10

-100倍である.pH は 6.6,温度は 25oCが最適である.無菌的に発育させた3令成熟

幼虫から取出した麺原基,眼触角原基の細胞は,これまでの最適条件下で,約 20-30時

間の細胞分裂周期で,活発な増殖をおこなうことが観察された.遊離細胞の長期継代培養

による細胞株の確立,単一細胞から形成されるコロニ-形態の比較による組織内構成細胞

の分化機能,体外培養系での抽出核酸による形質転換,細胞相互作用や微細細胞環境の人

為的変化による細胞の定方向性分化の誘導,昆虫ホルモンによる細胞の増殖と分化の誘導

機構の解析等,多 くの明確な遺伝的標識をもったショウジョウバエ,カイコなどの昆虫の

遊離細胞の利点を生かした体外培養系での研究が進められる予定である.

B.細 胞 遺 伝 部

細胞遺伝部は,3月に竹中部長が逝去されるという大きな変動があり,7月末日まで所

長が部長代理をつとめられ,8月より吉田室長が部長となった.米国留学中の森脇研究員

が 7月31日に帰国し,また年末には米田研究員が帰国し,この部も従来の姿にもどった.

第 1研究室では前年度にひきつづいて,ネズミ類を材料としての腫癌の細胞遺伝学的な

らびに生化学的研究をなした. この研究は,主に米国 NIH より与え られた研究補助金

(CA-07798-03),および文部省科学研究費癌特別研究費によってなされた.病的細胞を研

究するときは,それと平行して,正常な細胞の染色体を,より精密に観察する必要がある.

このため前年度よりひきつづいてネズミ類の染色体多型現象,およびアリ類の系統分化と

染色体の関係が調べられた.ネズミ類の純系および変異系統の維持と開発は,この部の重

要な仕事で,従来どおり全員の協力によってなされた.

第 2研究室では米田研究員が,米国 Manhattan大学の植物学教室で,アサガオを材料

として茎の伸長とホルモンの関係などについて研究をなした.この部でなされた主な研究

内容はつぎのとおりである.
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第 1研究室 (吉田)

1) マウスプラズマ細胞瞳癌の誘発と原発陸癌の染色体(吉田 ･今井 ･右田*): さきに

米国国立癌研究所の Potter博士より入手した 16系統の移植性マウスプラ7:7細 泡腫癌

の,特異抗体産生と,染色体の関係について報告した.

これ らの陸揚は高二悟性をもつ MOPC-3lC の 1例を除いて,他は全部低あるいは高

四倍性の核型を示すことを知った. しかしこれ らはすべてかなり長い間,累代移植を経過

した細胞について研究したのであるから,原発におけるプラズマ細胞掻揚の染色体と,

γ-グロブリン産生の関係を知る必要が ある. この意味で, われわれは,mineraloilを

BALB/C系マウスに注射 して,5頭にプラズマ細胞陸揚 (三島 MSPC系となづけた)杏

生ぜ し軌 それら腫痔の ｢グロブリンおよび染色体を調査 した. 5系統 のうち 1系統

(MSPC-1)のみ:ま, 原発で 2n -40を示 し,他は高2倍性または低 4倍性を示 した.以

上の研究から,発生初期のものでは,2n性のものも存在 し得ることを知った.

2) 三島系プラスマ細胞における染色体の変動 (今井 ･吉田 ･森脇 ･右田): われわれ

の研究室で樹iL/:したプラスて細胞腫痔 MSPC-1系は, 原発で 2n -40であったが,珍

植一代目から,染色体数に著 しい変異が生じた.すなわち,初糾 こ一旦倍化 して,ふたた

び減少を始め,低四倍性になって安定する.この系統から,二倍性と低四倍性の2聴系を

分離することに成功したが,二倍性の系統は,ひじょうに不安定で,移植の途中で,四倍

性に変化しやすい.

MSPC-5系は原発で,高二悟性 (S -44)のものが約 72ざらの割合で観察されたが,

移植一代で,高二悟性は約 187乙,高四倍性が 7470に上昇した.さらに移植 2代Ejでは,

高二悟性は完全に消失 し,大部分が高四倍性細 抱となった. これ らは, ともに γ-A が観

察された.

以上の実験からプラスマ細階 ま,二倍性よりも四倍性の方が,強い生存力を示すと考え

られた.

3) 培養マウスプラスマ細胞腫癌の染色体 (志田 ･今井 ･増Ln*･難波*): マウスプラ

ズマ細胞腫蕩 MOPC-31B における細胞の培養に成功 し (難波), それ ら細胞の染色体

と γ-グロフリン産/i=_能について研究した.この腫癌は,invivo および in vitro で,

ともに同じr-F と,過剰の kappa鎖を産生したが, 染色体の構成は, 両者の間でわず

かな差異が観察された.すなわち,invivoで少数の割合でしかみられなかったメタセン

トリック染色体を含む細胞が, invitroにおいていちぢるしく増加した. これは メタセ

ン トリック染色体をもつ細胞が,invilroにおいて適応性があったために生 じた現象で,

γ-グロブリンの産生と,メタセントリック染色体の間には,何ら関係がないと考えられた.

4) 陸癌細胞の特異たんぱ く合成 にお よぼす染色体倍化の影響 (森脇 ･今井 ･吉田):

マウスプラズマ細胞腫癌における, 細胞あたりの特異 r-クロブリン産生量を,二倍性染

色体をもつ腫疹系と,これから派生 した四倍性の系との間で比較 した.担癌動物血清中の

特異グロブリン量を,寒天電気泳動法によって定量 した結果では,両系の間に,細胞あた

+京都大学 ウイルス研究所
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りのグ1,プリン産生量の有意の差は認められなかった.さらに,細胞あた りのグロブ1)ソ

合成能を,放射性ア ミノ酸のとり込みと抗血清によるグロブリン分画の分離 とによって,

より正確にとらえる実験を進めている.

5) プラズマ細胞 RNAに よる グロブリン合成能の誘導 (森脇 ･M.FosTER*):高等

動物における免疫グロブリン合成に対する,遺伝子作用の桟序を知る一つの方法として,

この研究を行なった.マウスプラズマ細胞腫癌か ら, グロブリン合成のための遺伝情報を

もつと考えられる RNAを抽出し,これを,し 系培養株細胞に加へた後, 放射性アミノ

.酸および抗血清を用いて,γ-グロブリン合成能の誘導をしらべた.全蛋白合成に対する特

異 グロブリン合成の比で あらわすと, 培養液中に加えたプラズマ細胞佳痘RNAに, グ

ロブリン合成能を誘導する効果が 認められた. しか し, 同じ RNAをマウス肝およびエ

ール リッヒ腹水癌から調製 した無細胞たんぱ く合成系に入れた実験では, タロプリン合成

はおこらなかった.この実験において,対照 として用いた肝 RNAおよびエール リッヒ癌

RNAは,おのおの同種の無細胞たんぱ く合成系に加えられた時にのみ, たんぱ く合成を

抑制する効果があった.この特異的抑制現象については,現在研究を続行中である.

6) プラズマ細胞腫場における無細胞系 グロブリン合成 (森脇 ･M.FosTER*): マウ

スプラスマ細胞腫癌から調製 した無細胞たんぱ く合成系における,クロプリン合成に必要

な諸条件を検討した.腫癌細胞か らホモジェネ～ トを作るとき,す り合わせのゆるいホモ

ジェナイザ-を使い,ごく温和な条件下で行な うと,よい結果が得 られる.一方マウス肝

か ら抽出した RNase阻害剤の効果は, ほとんど認められなかった. 細胞内の構造を維

持することが,グロブリン合成を行なわせるうえに,重要な要因の一つであると考えられ

る.

7) 放射線および発癌物質によって誘発 した 26マウス白血病の染色体調査 (吉田 ･栗

田 ･鶴田): 放射線および発癌物質 としての methylcholanthlene,および DMBAを注

射 して生 じた 26頭のマウス白血病の染色体を,原発の状態で調査 した.染色体は,骨髄,

碑臓,胸腺,頚部淋巴節,および腸間膜淋巴節などについて調べた.調査の結果,検査 し

た部位によって,染色体数のモ- ドがかな り異なること,DMBAを成体に注射 して生 じ

たものでは,調査全器官において,正常染色体数 (2m-40)が観察されたが,新生児に注

射 して生 じた白血病では,染色体数の変異が観察された.methylcholathlene注射で生 じ

た 11頭の白血病の うち,約半数に染色体数の変異が観察され,また,放射線によって生

じた白血病でも,約半数に染色体数の変異が観察された.発癌の原田と,染色体変異の関

係については,現在研究中である.

8) マウス白血病 DML系における核型 の変動 (鶴田 ･吉田): 発癌物質 DMBAで

誘発 したマウス白血病 DML系の腹水は,原発にて 2n-40で, すべて棒状で あった

が,移植により,核型のいちぢるしい変動が見 られた.すなわち,移植 1代目か ら,染色

体数のモ- ドは 39に減少 し, 移植の経過とともに,37か ら 38に変動 した. 染色体数

37の細胞には,サブメタセン トリックの染色体を2本,染色体数 38のそれ らには,サブ

*MammalianGeneticsCenter,UniversityofMichigan,AnnArbor,Michigan,U.S.A.
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メタセントリック染色体が 1本含まれていた.移植 6代目において,腹水とともに結節性

陸癌を生 C,6代目で腹水性はな くなり,結節性のみとなった.性状が変っても,核型に

は変化が見 られなかった.また,結節性佳疫のばあいには,腫揚槽のほかに骨髄,牌臓,

腸間膜 ')ソバ節などの染色体も調べられたが,これ らすべての組織においても,腫痔でみ

られたような,特異な染色体構成を持った細胞が,かなり多 く観察された.

9) 染色体の変異と腫癌の発生および増殖の関係 (吉田): 癌の増殖過程における染色

体異常の広汎な研究から,腫癌は,普通の生物系でみられるように,変異と選択の連続的

な eventによって,より増殖能の旺盛な方向へ進化すると考えた. また, 腫癌の比較的

発生初期の細胞学的研究の結果とあわせ考えて,正常細胞が癌化する過程 も,癌細胞が増

殖する過程と同様であろうと説明し,細胞癌化を (1)正常増殖期, (2)変異細胞誘発期,

(3)変異細胞選択期, (4)癌細胞誘発期, および (5)癌細胞増殖期の5期に分けて, 癌

細胞の発生及び増殖と染色体の関係を考察した.

10) クマネズミにおける染色体多型現象の集団調査 (吉田 ･森口･島倉*妾**): さき

に日本国内,および韓国産クマネズミ124頭における第 1染色体多型の頻度について報告

したが,今回さらに日本国内の9カ所で229頭,および韓国 Seoul市で 26頭採集 して,

染色体多型の出現頻度を調査 した.日本国内では,札幌,新津,小浜 (福井県)で採集さ

れたものは,全部 T/T 型,その他の地区 (管平,平塚,三島,浜松,芋訊 長崎)で採

集されたものは,18-33% の割合で T/S型が観察された,日本では,ただ 1頭のみ S/S

個体が,浜松集団で採集された. 一方,Seoul市で採集されたものでは, T/S個体が約

5070.および S/S個体が約 15% の割合で発見された.韓国と日本とでは, この染色体

多型についての集団構成は,かなり違 うのではないかと思われた.

ll) 電気泳動法によるクマネズミ血清たんぱ く質変異の研究 (森脇): 野生 クマ ネズ

ミの血清たんぱ く質を,デンプンゲル電気泳動法によって分析 した.日本国内各地から採

集 した 15個体について調べた結果,その中の3個にβグロブリソバソドの泳動度の低下

が認められた.この変異の遺伝様式については,現在実験を進めている.

12) 染色体レベルから見たアリ煩の系統進化 (今井): 温帯性アリ類が,熱帯性 ア.)

類に比較 して, 高い染色体数を示すことはすでに述べた.現在まで,4亜料 37種の日本

産アリ類の染色体観察の結果,≠-9-27の染色体数が示された.染色体数の増加傾向は,

亜科によって異なり,ヤマアリ亜科,カタアリ亜科では倍数関係が,また,フタフシアリ

亜科,ノ､リアリ亜科では主に異数性が示された.核型分析から,倍数性を示す亜科の多 く

の種は,メタおよびサブメタセントリック染色体から構成され,また異数性を示す種では,

低染色体数種にメタおよびサブメタセントリックが多 く,高染色体数種にはアクロおよび

テロセソトリックの増加する傾 向が見られた. 後者における核型変化は, 動 原体開裂

によるものと推定される.倍数性を示す種にも,二次的に異数性を示す例が兄いだされ,

また,異数性を示す種に,核型の倍化 した例が示されるので,アリ頬の核型進化は,倍化

事北海道大学農学部

●●SeoulNationalUniversity,Seoul,Korea
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と,それに引続 く動原体開裂による異数化の傾向をたどると考えられた.

第 2研究室 (吉田)

1) アサガオの生理遺伝学的研究 (米田 ･T.STONIER*): アサガオには,遺伝的に茎

伸長異常をしめす系統がある.この系統では3遺伝子,林風 (B),獅子 (fe),鍾 (dl)ホ

モのときに茎伸長および薬の発達が強 く抑制され,腫病状の外観を呈するようになる.野

生系アサガオについて茎伸長の模作を調べたところ,茎の伸長と IAA オキシダーゼイン

ヒビター活性の間に強い相関性のあることを知った.すなわち,このインヒビターは生体

内における IAA レベルを保持 し,茎伸長を促進すると考えられた.セファデックスによ

る分離操作により,このインヒビターは,高分子性の三分画からなることがわかり,さら

に各分画の生体内における分布が調べ られた.目下,上記の遺伝的変異体における茎伸長

抑制と,IAA オキシダーゼインヒビターとの関係を攻究中である.

2) 遺伝的植物腫癌の組織培養による研究 (米田 ･T.STON柑R*): Nicotiana雑種痛

は,invitroで IAAindependentに増殖する. これに対 し,両親から得たカルスは,

培地に IAA を加えないと増殖 しない. この事実を考慮 して, 発癌組合わせ である Ⅳ.

rustica と N.a廓nisのカルスを混合培養 して,IAA を加えない培地における増殖性の

有無を検討した.また7サガオに関して林風,fhrrTl子,醍,腫湯等の茎切)LT,およびカルス

を培養 し,種々の培地における増殖性,分化能について研究 した.

C. 生 理 遺 伝 部

生理遺伝郡は,遺伝形質に対する遺伝子の発現機構を,生理遺伝学的に研究 している.

第 1研究室では,ショウジョウバェの自然集団にか くれて存在する生理的な有害遺伝子

の頻度と,それらの保有機構の研究を行なっている.4月に,渡辺隆夫が,第 1研究室の

研究員になった.当研究室の主なる研究は,日米共同研究 ｢日本および北米におけるショ

ウジョウバェ集団の遺伝学的研究｣(森脇-Dobzhansky班)の分担である. 大島部長は,

ブラジル国サンパウロ州のビラシカノミで開かれた遺伝学国際シンポジウム(7月25日～31

日)に招待されて出席 し,自然集団における致死遺伝子の保有概横について講演した.約

3週間の旅行中,ロックフェラ-大学の Dobzhansky研究室,サン/くウロ大学の遺伝学

研究室,メキシコの原子力委員会付置研究所などを訪問し,研究連絡を行なった.

第 2研究室では,主としてイネ,コムギ,コムギ族植物を用いて,それ らの生理遺伝学

的研究を行な うとともに,ゲノム分析法,比較遺伝子分析法,実験形態学的研究法などを

使って,種の起原と分化の機構を研究 している.

3月平俊文室長は,早稲田大学教育学部助教授として転出し,それにともない, 4月か

ら,木原均がふたたび第 2研究室長となった.木原室長 (所長兼任)は,4月,第 64次

IOC総会出席のため, ロ-マに赴いた.7月, 木原および阪本寧男研究員は,京都大学

コーカサス地方植物調査隊の隊員として,ソ連の トランス ･コ-カサス地方のアゼルバイ

事LaboratoryofPlantMorphogenesis,ManhattanCollege,Bronx,N.Y
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ジアン,アルメニア,グルジア共和国を旅行し,コムギおよびその近縁種の採集に従事し

た.木原は,途中アルメニアよりモスクワに向い,農業科学アカデミ-の招待を受けて,

講演を行ない,帰国し,ついでチリで開かれた世界スキ-選手権アルペン競技大会に,役

員として参加し,さらに,ブラジルにおける国際遺伝学シンポジウムに出席し,8月帰国

した.阪本は,コ-カサス地方からの帰途,キエフ,レニソグラ- ド,モスクワを訪問し,

アフガニスタン,インドに短期間滞在して,8月に帰国した.研究協力者の中井泰男は,

12月に退職し,京都大学農学部に移った.

第 1研究室 (大島)

1) キイロショウジョウバェの自然集団における有害遺伝子の研究*(大島 ･渡辺隆):

a) 甲府,勝沼 (山梨県)の自然集団に含まれる有害遺伝子 (染色体)の頻度: 1965

年 10月に,自然集団から抽出した905本の第2染色体のうち劣性の完全致死遺伝子を有

するものの頻度は 15.570で,これまでの結果と差異はなく平衡状態にあると考えられた.

しかし実験に用いた標識遺伝子をもつ分析用系統の Ⅹ,第3両染色体は, あらかじめ,

甲府,勝沼集団に由来する染色体と置換しておいた.このような遺伝的背景の状態におけ

る分析の結果,とくに半致死,低生存度染色体の頻度は,前年までの結果に比べるとめだ

って低かった.その理山は,それらの有害遺伝子をホモの状態にもつ--の生存度が,第

2染色体以外の遺伝的背景の-テロ性によって,高められたためであって,ホモになった

有害遺伝子の生存度を下げるような効果が弱められたためと考えられた.

b) 致死遺伝子の甲府,勝沼自然集団における分布と保有: 1965年 10月に自然集

団から抽出した132の致死染色体について,致死遺伝子が同じ座にあるものかどうかを,

総あたり支配法vTLよって調べた.その結果,全集団の allelicrate(同座率)は,1.9570

(交配数 :8646)であった.甲府地区の3箇所の集団内における同座率は 2.7670,勝沼地

区の3箇所の集団内における同座率は 1.62%, 両地区の集団問の同座率は 1.7770であ

った.一万,1964年 10月に,同じ集団から抽出した 79致死染色体との同座率は,2.38

70(交配数 :10428)であった.甲府,勝沼地方の広い範囲 (東西20粁南北 5粁)の自然

集団に分布し,1年以上保有された致死遺伝子は,13種類,52致死染色体 (37.1%)に

見られた.

これら保有致死遺伝子を除いた他の比較的に新生したものと考えられる致死遺伝子間の

同座率は,全集団で 0.4770,甲府,勝沼集団内で,それぞれ 0.43ro,0.8170,両地方の

集団間で 0.3170であった.この程度の同座率は,外国の自然集団において得られたもの

とほぼ同程度である. とくに,1959年および 1963年来,連続的に行なった研究結果か

ら,自然集団から抽出した全致死遺伝子の約 3570のものは 1年間,約 2070のものは2

年間,約 870のものは4年以上にわたって, 同じ集団に自然淘汰をまぬがれて保有され

たものであることが明らかになった.

C) 分離比ひずみ田子 (SD 田子)と保有致死遺伝子との連鎖= 1965年 10月に,

■この研究は,｢日米科学協力事業｣の一つとして行なわれたもので,その遂行にあたって,文部省,財団法人日本

学術振興会の協力,援助を得た.
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甲府,勝沼の自然集団から抽出した420本の第2染色体のそれぞれと,cinnabar,brown

両遺伝子をもつ染色体を-テロにもつ雄における分離比を調べた結果,15本 (3.670)に

SD 因子が存在することがわかった.そのうち7本は致死遺伝子を同時にもち,そのうち

5本にあった致死遺伝子は,1963年以来少なくとも2年間にわたり, 甲府, 勝沼集団に

高頻度で保有されたもの (1401,位置 :47.9)であった.また,この致死遺伝子と SD 田

子をもつ染色体の右腕には,集団内に平衡 (約 2570)に保たれている逆位 (In(2R)C-In

(2R)N.S.)が多く見られた.SD 因子と逆位が,致死遺伝子と連鎖の状態にあることが,

その保有の一つの機構と考えられる.

d) 劣性可視突然変異: 905本の第 2染色体のうちの 89本 (9.8%)に,劣性可視突

然変異遺伝子があった.そのうち,reduced(rd)(胸背部の剛毛が細 くなる)は 63本に,

brown(bw)(褐色限)は 12本の染色体に見出されたが,その他5種類の突然変異遺伝子

が,少数の染色体に存在していた.とくに rd遺伝子は致死,半致死遺伝子と連鎖関係に

ある割合が高かった.また,1964年,1965年の両年,甲府,勝沼集団から抽出した rd

遺伝子間の allelism testを行なった結果,異なる位置にある5群に分けられた.位置の

推定ができた rd-1は 66.9± に,rd-4は 51.8± であったが,他は推定がむずかしか

った.これらの rd遺伝子をホモにもつ--は,剛毛が細 くなるばかりでなく,羽化も少

し遅れるし,生存度も低い.

また,-テロの-工の生存度も,正常なものに比べると,約 7% 低かった.第2染色

体上に位置 して胸背部の剛毛を細 くする優性遺伝子 (Minute)は 20以上もあって,とく

に55.1付近(-テロクロマチン付近)に多いが,劣性のものとしては reduced(rd):51.0

がすでに記載されていて,上記の rd遺伝子と同じものかどうかわからない.自然集団中

にかなりの頻度に含まれている理由には,何かあるであろう.

2) 有害遺伝子保有機構の研究 (大島 ･渡辺隆･渡辺泰*):

a) 長期間保有された致死遺伝子を-テロにもつ-エの適応度の分析: 1959-1965

年の6年間に,甲府,勝沼の自然集団に保有された致死遺伝子 (1404,1407)を-テロに

もつ-工の生存度,寿命と Fl生産性 (productivity)杏,正常な--と比較 した.この

実験は,Cy/l雌 120匹と Cy/n雌 120匹の1匹ずつに3匹の正常な雄 ni/n31を交配

して行なった.毎日,新しい瓶に移して雌の寿命を調べ,その Flの Cy/nに対する l/A

および ni/n3･の比較生存度を推定し,Flの-エを数えて,その生産性とした.その結果,

平均寿命は,Cy/n雌の 23.2日に対し,Cy/l雌は 17.4日であったが,生産性において,

cy/l雌は Cy/n雌にまきっていたが,とくに,羽化後 10日までの若い時期に,前者は

1匹平均 509匹,後者は 460匹の Flを生んだ. また,Flにおける比較生存度におい

ては,i/nが n/nに有意にまきった. このような若い時期の生産性と生存度にすぐれて

いることが,集団中にこの致死遺伝子が保有される有力な機構と考えられる.

b) 甲府,勝沼集団における逆位染色体の分析: 1965年 10月に採集した雄573匹

杏, 1匹ずつ別々に Samarkand系統の雌と交配し,各交配の少なくとも 10匹の Fl幼

事九州大学理学部生物学教室
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虫の唾腺染色体によって第2,第 3染色体の逆位の有無と種類を調べた.6種類の逆位染

色体のそれぞれの頻度から,Hardy-Weinbergの法則によって, それらおよびそれ らの

複合型の期待値を求めて,観察値と比較した.その結果,両染色体がホモの--は,573

匹中 66匹に過ぎなかったし,期待値からわずかに多かった (+1.73)が,いずれかの染

色体の片腕のみに逆位-テロの--は,期待値よりもかなり少なかった (-18.70).これ

に反して,染色体の両腕に2つあるいは3つの逆位が-テロにある--ほ,いずれも期待

値よりも多かった (+16.98).6種類の逆位が,それぞれかなりな頻度 (6-4270)で,辛

衡に集団内に保有されるためには,1逆位の-テロシスよりも,2つ以上の逆位の共存に

よる-テロシスによるものと考えられる.

3) 甲府,勝沼自然集団に含まれる分離比ひずみ因子の研究 (渡辺隆･大島):

1)の C)で述べたが,自然集団から抽出した分離比ひずみ因子をもつ 15本の染色体

は,甲府,勝沼地区に,広く分布していた.SD因子をもつ染色体と, 自然集団から抽出

した約390本の第2染色体のそれぞれとを,-テロにもつ雄における分離比を調べたとこ

ろ,平均分離比 k-の値は 0.77であった.これらの染色体の中には,SD国子の分離比

をひずませる効果を,完全に押える染色体 (k-0.5±0.1)から,その効果を,完全に発

揮させる染色体 (k-1.00)まで, その中間の染色体と種々であった.SD因子ホモの場

合には,分離比にひずみは見られなかったが,SD効果を抑制したりしなかったりする作

用は,SD因子の対立遺伝子の作用と,一応考えられる. しかし分離比をひずませる原因

については,諸説があって,定まっていない.

第2研究室 (木原)

1) ショウジョウバエ眼色素形成の生理遺伝学的研究 (平): 眼色形成に関与する代謝

系が,幼虫脂肪体細胞に分化して存在することについては,これまでに報告した.これ ら

の細胞は,114時間期の師初期に,組織崩壊して数 10個の細胞群になり,それぞれ頭胸

部に移動し,成虫原基細胞の増殖過程の細胞群の中に,混入してゆくことを確かめた.お

そらく,これらの細胞が起源となって,複眼形成中に色素生成の中心となり,オモクロー

ム,およびプテリジン色素を形成すると考えられる.またこれら細胞内の額粒形成の過程

についても,追求した.

つぎに,変態時におけるヌクレオチ ド･プールの変化について,野村総合研の宇田文昭

氏の協力を得て研究した.この結果,嫡期初期および人為的な飢餓状態の初期に,サイク

リック,ヌクレオチ ドが多量に検出され,その同定を行なった.これらの物質は,正常状

態では見出されてないし,また一定の時期を過ぎれば,検出されないことも確かめた.こ

の起源については,現在追求中であるが, おそらく, リボゾーム系 RNA から由来する

ものと,考えている.

2) 栽培イネと野生イネの系統維持と肥棄標本の作製 (木原 ･片山): 現在稲属 30種

4,447系統の栽培種と野生種を,系統維持している.昨年に引続き,保有系統の標本を作

製 しており,現地における作製品と合せて,約 1,500枚を植物牌葉標本室に保管 している.

別に本年は一応採集も終ったので,全系統の戸籍簿の作製を始めた.一系統 1枚とし,-
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面には種名,採集地名,生息環境,種子量,日長性,牌菓標本番号を,他面には生育日数,

草丈,粒重など形態的,生理的形質を多数記載し,研究を行なう場合の基礎資料となるよ

うに,努めている.

3) イネ属の遺伝学的研究 (片山): シッキム産栽培種 14系統 と,indica l系統,

3'aponical系統合計 16系統のダイアレルクロス 240組合せを完了し,その種子を播種

し,発芽率,生育速度,花粉稔性など,30の形質を調査し分析している.シッキム地方

には,典型的 indica型,典型的 japonica型とその中間型が,混在していることが

わかった.また,交配成功率,発芽率,花粉稔性,種子稔性ともに,使用した indica,

3.aPOnicaの Testerのいずれとも,親和性の強い系統が見出され, この辺に indicaと

japonica分化の鍵があると思われる.

4) イネ属の日長性の研究 (片山): 本年度は,短日処理の累積効果,長日条件挿入に

よる前処理消却度,および地理的分布を異にする系統間で,如何なる差を示すかについて

調査した.累積効果は,種や系統でいちじるしく異なり,野生種は栽培種に較べて,比較

的前処理の消却度が大きい.一般に,同じ目数の短日処理でも,初期に与えた場合ほど効

果は大きい.日本のような高緯度地方に分布する系統は,低緯度に分布する系統に比較し

て,長日条件挿入による前処理効果消却度が少ない.この現象は,自然界で,花芽形成適

正期間には,地方によりかなり長短の差があることに,うまく適応した性質と考えられる.

5) イネ属の歴と肱乳の親和性の研究 (片山): イネ属各種の腔を,各種の腫乳に相互

移植し,その養分の吸収状況から,お互いの種間親和性を調査した.実験の結果から得た

知見は,つぎのとおりである.栽培種,近縁野生種,遠縁野生種相互の間には,明確な差

がある.しかも近縁野生種間でも,アジア産種とアフリカ産種の問に,有意の差が認めら

れた.0.sativa 内でみると, 3'aponica の肱は, indica の雁 よりも伸長がよい.

indicaの腫乳は 3'aponicaの腫乳 よりも,系統にかかわりなく,移植されたFJi:.によっ

て,かなりよく吸収される.その他の知見から合せ考えて,栽培種 0.sativaは, ある

ancestor(0.8atit7a Var.SPOntanea)よりindicaが進化 し,その後 indicaか ら

Japonicaが分化したのであり,共通の ancestorからindicaとjaponicaが,同時に

進化したものではないと考えられる.

6) コムギにおける核置換の研究 (木原): これ までの研究で,Ae.Caudata,Ae.

ovata,T.timopheeviの細胞質が,コムギの雄性不稔を引き起こすことがわかっているが,

本年は新しく,木原生物学研究所の村松幹夫氏によって育成 された Ae.umbellulalaの

細胞質をもつ ChineseSpringの雄性不稔系統を用いて,それに普通系コムギ8系統,二

粒系コムギ3系統を交配し,Ae.umbellulata の細胞質をもつ核置換系統の育成に着手

した.

7) コムギにおける雄性不稔細胞質一回復因子系の研究 (木原 ･常脇 ･堀): 雄性不稔

細胞質を利用しての雑種コムギの育成には,稔性回復因子系の発見が必要である.本年は,

Ae･ovataの細胞質をもつ農林 26号の雄性不稔系統に,日本および米国の栽培品種を,

それぞれ 20,19系統交配し,Flでの稔性の回復を調査した.その結果, これら39系
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銃の栽培品種には,Flで稔性を正常に回復するものは発見できなかった.

普通系コムギの1系統である P168は,Ae.ovataの細胞質に対する回復因子系をも

っている.そこで,この Ae.ovataの細胞質をもつ P168の系統に,日本および米国の

栽培品種を,それぞれ8,7系統交配し,A.ovalaの細胞質に対する回復田子系 をもっ

た栽培品種の育成に着手した.

8) コムギ,イネ, トウモロコシ花粉発芽時における花粉核の行動 (木原 ･掘): イネ

科のコムギ,イネ, トウモロコシを用いて,柱頭上での花粉発芽時における,花粉管核と

精子核の行動を観察した.これら3種の正常花粉には,いずれも,1個の花粉管核と,2

個の精子核がある.また,発芽時におけるそれら3核の行動は,同じ型を示 した.すなわ

ち,発芽後,花粉管の伸長にともなって,まず2個の精子核が花粉管内に移行 し,ついで

花粉管核が入る.この花粉核の移行の順序は,ほとんど一定 していると考えられる.花粉

管核が,精子核に先だって移行する現象は,観察されなかった.この原因としてほ,成熟

花粉での発芽孔に対する3核の位置と,精子核の自動性が,考えられる.イネとトウモロコ

シでは,ほとんどの花粉管核が,花粉管内に移行するが,コムギでは,しばしば花粉粒内

に残る現象が,観察された.また,これら3種の精子核には,形態的な差異が認められた.

9) コムギにおける秋播性程度と地理的分布 (中井): 世界のパンコムギ約 1400品種

を用いて,出穂反応を調べ,秋播性と春播性の程度を調査した.その結果,春播型,中間

壁,秋播型の各地域の頻度は, 中央7ジアでは 3101,1370,5670;インド,98%,070,

270;チベットは 10070春播型;中国,279ら,12%,6170;日本,37%,1170,529'o;ギ

リシャ,4470,1270,4470;イクリ-,5270,2C/0,4670;イベリア,3070,470,66C/0;

ソ連,6970,270,2970;北欧,10070春播型;アメリカ合衆国,3370,770,60%;南ア

メリカ,8170,770,1270;オース トラリアでは,97C/Oが春播型で,370が秋播型であっ

た.北欧,チベットのように,極寒の地方では,春播しないと生育しないが,インドやオ

ース トラリアでも,春播型が圧倒的に多い.

10) EremopyrumorientaleとHenrardiapersicaの属間雑種 (阪本): Henrardlla

属はただ1種,Hn.persicaから成るコムギ族の植物で,形態的にも他の群から異なり,

系統的位置は不明である.そこで 1965年,Hn･persica(2n -14)杏,種々な植物と

交雑したが,Er.orientaleとのみ3倍性属間雑種を作ることができた.Flの形態は,

Eremopyum型であるが,穂は長 く伸びてAgropyroTと状になり,熟するとEremopyrum

のようにくさび型に折れる.Flの平均染色体接合は,0.00】Ⅰ+0.42m+20.201で,0-4

の末端接合2価染色体が観察された.Flは完全不稔を示 し, 両種問には, ゲノムの親和

性はない.また Flをコルヒチン処理して,150粒の種子を得た.

ll) Heterantheliumpiliferum,Eremopyrumbuonaparti8および Hordeum sp.

の3属間雑種 (阪本): Heleranthelium 属も Henrardia と同 じくただ 1種,Ht.

piliferum から成るコムギ族の植物で,その形態も特異的で,系統関係はよくわかってい

ない.そこで,いろいろな植物と交雑し,a)m･piliferum(2n-14)×Er･buonapartis

(2n-14)と b)Ht.piliferumxHordeumsp･(2T8-28)が得られた.さらに C)Er･
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buonapartisxHr.sp.も得たので,この3属問雑種について調査したが, どの Fl雑種

も完全不稔であった,a)は2個体のみ得られたが,生育不良で小さく,Eremopyrum型

の穂で,Heteranthelium の退化小穂の特徴は見当らなかった.MIの平均染色体接合は,

0.0如 +13.93Iで,両種間にゲノムの親和性はない.b)は 1個体のみ得られたが,両親

よりも生育は良好で,穂の形質は中間型であるが,1小穂に葛頴2個で,2小花から成

り,Heteranthelium型であるが,退化小穂は全然見当らない.MIの平均染色体接合は

0.00Ⅲ+5.06n+10.88Ⅰであった.C)では Flは雑種強勢を示し,穂全体は Hordeum

型であるが,小穂節あたり,4個の石頴を有する3小楯から成るものが多 く,各小穂は2

小花を含み, 完全な中間型を示 した.Flの平均染色体接合は,0.00Ⅳ+0.00Ⅱ+5.50Ⅱ

+9.97Ⅰであった.a),b),C)の染色体接合からみて,b)とC)に見られた2価染色体は,

Hordeum 親に由来する染色体の同親接合で, この交雑に用いた Hr.sp.ほ,部分的相

同性のゲノムを2つもつ4倍種であることが,明らかとなった. また C)をコルヒチン処

理して,31粒の種子を得た.

D. 生 化 学 遺 伝 部

第 1研究室では,コナマダラメイガ,およびカイコを材料として,DNA の抽出精製を

行ない,これで卵の処理または幼虫体に注射し,当代の体細胞形質転換,および後代の形

質転換について,検討を行なった.その結果,とくに後代の検定結果より,形質の変化の

起 り方は, いくつかの typeに分けられ,それらのうちには,染色体の特定座のDNAが,

置き換ったと見倣される場合もあるが,ただそれだけでは説明できない他のいくつかの場

合のあることが,見出された.高等生物の染色体の複雑性と関連して,その真相を把握す

るための実験が,続けられている.なお名和室長は,ショウジョウ/ミニのプチリン代謝に

よるドロソプテリンの合成に関する実験を行なった.

第 2研究室では小川室長により,筋たんぱく質分化に関する研究,セルローズ･アセテ

-ト電気泳動分析法に関する基礎的研究が従来に引続いて行なわれ,また新たに,血清た

んぱ く質の遺伝生化学的研究が始められた.なお,小川室長は,4月8,9両日,当研究

所講堂で開催された第 16回電気泳動学会春季大会の会長として,その運営にあたった.

遠藤研究員は,放射線により処理された植物芽生における核酸,ならびにたんぱ く合成

模作の研究のため, 昭和 38年 7月9日より, アメリカ合衆国ウェスターン･.)ザ-ブ大

学,およびインディアナ大学に出張中の ところ,3月29日帰国し, アサガオを材料とし

て,アイソザイムの遺伝学的研究,および酵素の制御機構の研究を始めた.

つぎに第 3研究室では,カイコの幼虫皮膚細胞の機能に関与する色素頼粒の形態,構造,

その発達について,また池蚕突然変異体における敷粒の形態変異について,電子顕微鏡に

よる詳細な研究が行なわれた. また, これと平行して,幼虫皮膚細胞の RNA の研究,

14C-glycineを tracerとして,幼虫皮膚細胞の色素額粒とたんぱ く合成との関係を,ま

た額粒険たんばくの分子構造を明らかにするための実験が行なわれた.

なお,桜井研究員は,栽培および野生イネの種子のたんばく,およびアイソザイムの研
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究を行なった.

5月1日より,名古屋大学理学部生物学教室大学院学生小島邦弘が,特別研究生として,

この研究室での研究に参加した.

第 1研究室 (名和)

この研究室では,高等生物の形質転換を主体とする次の研究が行なわれた.

1) コナマダラメイガにおける形質転換の研究 (名和 ･山田): 劣性突然変異 α/α(蘇

色眼色)の卵,または幼虫を,正常系 (黒色眼色)の DNA で処理 したとき,それらの成

虫,および α/αとの交配の子孫に, 黒色眼色の個体が出現した. これ ら変異個体の遺伝

子組成には,次のようなものがあった. i)α/α型.α/αとの戻 し交配で α/αのみが得ら

れた.ii)α/+ 型.α/αとの戻し交配で,α/α:α/+ -1:1に分離.iii)不安定 α/十 型.

上記の比が 1:1にならない.iv)+/+ 型.Ⅴ)超 + 型.α/αとの戻 し交配での Flは,

黒色眼色のもののみゆえ,+/十 型と思われたが,この Flをさらに α/αと交配しても,

なお黒色限色個体のみが出現した.この黒色限色個体の大部分は,a/+であったが,一部

はなお,α/αとの交配においても α/+ のみを生じた.

ii)の例は,α遺伝子が,十α に入れ換ったと考えられるが,その他の例は,外部から

の DNAが,単純に α-locusの DNA に入れ換って,α-+αの変化をおこしたとは,

考えにくい場合もあることを示す.また,DNA処理の個体とα/αとの戻 し交配による子

孫において,黒色眼色の個体の出現が見られることは,この変異誘導の何らかの機構が,

何回もの細胞分裂の後にまでも,保有されていることを示唆する.これら黒色眼色個体が,

a-locusに関して,まったく野生系と同じ遺伝子組成を持っているかどうかは,不明であ

る.現在α-locusの支配する酵素tryptophanpyrrolaseの構造と照合して,追究中である.

他の種類の DNA,および熱変性した DNA でも,若干の作用が見られるが,超音波に

よって鎖を切った DNA では,今のところ無効であった.野生系 (+/+)の卵に,α/αか

らの DNA を作用させての +α-αの変化についても,現在 1例ではあるが,観察され

ている.

これらの実験に用いられた DNAの分子量が測定された.沈降係数 SOw.2｡ほ約 30,絶

体粘度 【ヮ]ほ 70-110 の範囲で,これらの値から,分子量は 15-30×106 と推定され

た .

2) ドロソプテリンの合成 (名和): 還元された 2-amino-4-hydroxypteridineと α-

keto-β-hydroxybutyricacidを pH8-9において反応させると,赤色色素が得られる.

ペ-パークロマ トでは,3種類の色素が分離され,その Rfのほかに,セルローズアセテ

ート膜,折紙および澱粉ゲルを用いての電気泳動の結果より,それら3種板の色素は,そ

れぞれ, ショウジョウバエの野生系の赤色眼色素 である Drosopterin,Isodrosopterin,

および Neodrosopterinとまったく同一のものであることが,確認された.

第 2研究室 (小川)

この研究室では次の研究が行なわれた.

1) ヒト血清たんぱ く質に関する遺伝生化学的研究 (小川): セルローズアセテー ト電
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気泳動法が,臨床検査の領域に普及されるにしたがい,その分離能の良さに助けられて,

本邦人ではじめて,paraalbuminemiaが4例 (静岡市,大津市各 1例,東京都 2例)相前

後して発見された.これらは,いずれも,-テロ (MSあるいは FM 型)でみいだされて

いる.

当研究室では,この家系調査を指導するとともに,各型の本邦人集団における出現頻度,

異常アルブミンの分子構造の特異性について研究している.

2) 臓器組織特異性たんぱく質の発生遺伝学的研究 (小川): 旺や再生組織にみられる

骨格筋たんぱく質の分化のしくみを,Ⅹ 線照射の影響からしらべた.

雁においても,再生組織においても, Ⅹ 線の照射によって,筋分化を抑制させる形で

みとめられる要因と,促進せしめる形でみとめられる要因の問には,まった く相関性がな

いことをみいだした.

3) セルp-ズアセテート電気泳動分析法に関する基礎的研究 (小川): ヒト血清を,

セルp-ズアセテー ト膜を支持体として電気泳動分析する場合,α2-グロブ1)ン分画に,

ボンソー 3Rで濃く染まる1分画が しばしば見出される. この分画の本体については,

永い間不明あった.i)SudanblackB染色法.ii)抗 α2-リボたんばくウサギ血清によ

る吸着実験,ならびに,iii)抗 α2-J)ポたんばくウサギ血清を用いた免疫電気泳動法によ

って,この分画が,α2-1)ポたんばくであることを証明した.

4) アサガオ ･アイソザイムの遺伝学的研究 (遠藤): 形態形成の機作を,酵素 レベル

から接近するため,アサガオ諸系統のいろいろな器官について,そのアイソザイムが分析

された.これまでのところ,エステラーゼ,酸性フォスファターゼ,カテコールオキシダ

-ゼ, リンゴ酸脱水素酵素などが調べられたが,その活性は一般に微弱である.これに反

し,メ-オキシダーゼのみは,緑葉,老化した茎,根などにおいていちじるしく強い活性

を示 し,とくに,姫や老化した葉では,約 10種のアイソザイムが検出されたほか,後者

では,突然変異系統も見出された.この突然変異は,ザイモグラム上で,等電点が,徴ア

ルカリ性と推定される特定のアイソザイムを欠いているが,その生物学的意義は明らかで

ない.

5) アサガオ器官の培養と酵素制御 (遠藤): ホルモン,その他の物質の酵素制御機構

における役割を検討するために始められた.芽生下腫軸のエステラーゼ,およびパーオキ

シダーゼの活性は微弱であるが,2･4-Dおよびカイネチンを含む培地 (Linsmaier-Skoog

1965)におくと,数週間以内に,これらの活性はいちじるしく増大する.このとき,4種

の-ステラ-ゼ ･アイソザイム群は,培養前のそれと対応するのに,パーオキシダ-ゼ ･

アイソザイム郡の多くは,培養前のそれと対応 しないので,単なる活性化ではなく,誘導

されたものと推定している.また,培養によって生ずるカルスを,継代培養すると,その

第 1代では,-ステラ-ゼおよびパーオキシダーゼ ･アイソザイム群の種類,および活性

は,継代前とほとんど同じであった.

第3研究室 (辻田)

この研究室では,カイコの幼虫皮膚細胞で,その機能に関与する色素敷粒を中心として,
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つぎの 1)～5)の研究と,イネの種子たんばくの研究 6)が行なわれた.

1) 色素敷粒の形態,構造と発達 (辻田 ･桜井): 色素額粒の形態,構造を電子顕微鏡

的に観察した.その結果,正常塑幼虫の色素職粒では,主として楕円形,卵円形 (大きさ

1.0×1.5jL),球形 (直径 1.0-1.5p)である.色素額粒は,小嚢睦 (頼粒膜)と,敷粒内

容物とをはっきり見分けられる.額粒の密度 (density)は,主として額粒内に蓄積され

た分泌物の赦密度によるものと推定された.

この色素額粒は,一定の生物学的システムを経て,形成されることが明らかにされた.

すなわち,はじめリボゾーム粒子の塊状物が現われ,その中央に小嚢がつ くられ,これが

成長するが,小嚢のまわりには,ほぼ均等的にリボゾーム粒子が付着している.小嚢の中

には,プチリソ･ポリペプチド複合体,尿酸 ･ポリペプチ ド複合体などが分泌され,正常

型の聴粒では,これが緊密に蓄積し,塀粒は成熟する.

色素歎粒は,熟蚕期に,すべてその内容物を逸出して崩壊する.この状態は,不透明な

正常幼虫に melamineを添食するとき,全取粒が崩壊する状態に, よく似ている. これ

までの実験結果では,この色素塀粒は完全には固定されにくい.

2) 幼虫皮層細胞の RNA の研究 (小島 ･辻田 ･桜井): 4眠,5令 3日目,5令5日

目,熟蚕,営繭中の各期の幼虫皮膚より,また既述の方法で,色素頼粒を精製し,これら

より,フェノール法で RNAを抽出し メチル化アルブミン･カラムクロマ トグラフィー

を行なった.その結果,4眠蚕,5令3日目の幼虫皮膚,および色素頼粒の RNA には,

4SRNA と,40S,60Sリボゾームに由来する RNA の溶出/くターンが明らかに認めら

れ,額粒膜に付着した粒子は, リボゾームであることが確認された.

3) 色素塀粒と蛋白合成 (桜井 ･辻四): 4眠蚕,5令 3日E],5令5日ETの幼虫,熟

蚕などを実験材料として,14C-glycineを体腔に注射し,皮膚細胞の色素顕粒-のとり込

みを調べた.この実験の結果より,色素額粒上に付着しているリボゾーム上で,ポ1)ペプ

チ ドが合成され,それが額粒内に分泌され,貯えられて,頼粒は成熟する.頼粒の崩壊に

際しては,貯留されていたポリペプチ ドは,急速に皮膚細胞内に放出され,ついで,体腔

に移行する,そして頼粒膜も崩壊するものと推定された.

4) 池蚕突然変異型における色素頼粒の形状 (辻田･桜井): 油蚕突然変異系統の幼

虫皮膚細胞の色素額粒では,その形,大きさなどの形状が異常で,その量が少なく,密度

は低くなる.これらの変異系統では,色素頼粒の形成過程において,粗面小胞体 (coarse

endoplasmicreticulum)の構造をもつ願粒膜が関与すると考えられる分泌物の生産,あ

るいはその貯蔵の戟能に,異常があることが推定された.

5) 色素額粒膜構成たんばくの解析 (桜井 ･辻LEL): 色素顎粒膜の構成分たるたんば く,

リピド,糖などのうち最重要なたんばくについて,解析する新 しい方法が案出された.す

なわも, 色素額粒膜を,pH8.0の 0.2M リン酸緩衝液で,90oC,3分間加熱すると,

ほとんど溶解することが分った. これを p-安息香酸水銀複合体として精製した結果, 蛋

気泳動,あるいは超遠心により,均一性の単位たんばくが得 られ,そのアミノ酸組成,分

子量,ペプチドパタ-ソなどについて検討中である.この方法によって,正常系と変異系
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の額粒膜の,構成たんばくの一次構造のちがいを見出すため,実験中である.

6) イネ種子たんばくの種特異性 (桜井): 栽培および野生イネの種子たんば く,およ

びアイソザイムを,不連続電気泳動により分析した結果,i)イネ種子たんば くほ13種類

に分かれ,種内ではほぼ瑛似した分離像を示すが,種間では異なっていて,特異な像を示

し,0.minutaにくらべ,0･eichingeriは分離帯数が多 く,その分離像は,0.perennis

と疑似していた.また 0.lat桝)liaは,他の分離像といちじるしく異なっている.ii)発

芽種子の酸ホスファターゼ,エステラーゼは,種特異性より,むしろゲノム特異性を示す

傾向があり,また,栽培された地域による差異も観察された.

E.応 用 遺 伝 部

応用遺伝都は,遺伝学の応用の場面を研究する部であって,いまは,農作物や家畜家禽

の品種改良の基礎になるような研究を行なっている.研究の方向を大きく分けると,3つ

になる.第 1は,作物や家禽が野生動物からどのようにしてできてきたかという問題を,

植物ではイネ,動物ではウズラを使って研究し,第2は,育種法の理論的研究で,目下は

林木を主としてとりあつかっている.第 3は,量的形質の遺伝であって,これは,イネ,

タバコ,オオムギ,ニワトリ,ウズラなどがその研究材料となっている.以上のほか,な

おそれぞれの研究室で,独自の課題について研究を行なっているものもあるが,それらは,

以下関係ある研究室のところで述べる.

本年における外部機関から受入れた研究生または研修生は,つぎのようである.

第 1の動物研究室では,研究脇力者として成瀬隆,国内留学生として岐阜大学助教授磯

貝岩弘,研修生として岐阜大学出身の井上輝男の各氏を,第2の理論研究室では,国内留

学生として鹿児島大学講師林重佐,アラブ連合政府奨学生･東京大学大学院学生 M.S.E1-

Balal,九州大学大学院学生和佐野喜久生および樋口誠一郎,特別研究生として成瀬澄子,

小池常雄,非常勤研究員冨田浩二の各氏がいる.第 3の植物研究室では,東京大学大学院

学生朱曜源氏がいる.なお,第 1研究室の河原孝忠教官は,10月より向う1年間の予定

をもって,米国アーバソ大学に留学中である.

第 1研究室 (酒井)

この研究室では,従来,ニワトリについて研究を行なってきたが,近年になって,日本

ウズラが実験用動物として国際的に注目をあびるようになるにおよんで,ニワトリに加え

るに日本ウズラの飼養羽数をふやし,2,3の実験的研究に着手し始めた.さらに,野生

ウズラの繁殖に努めた結果,最近ようや く曙光をみとめつつある.

1) 鶏における競争の研究 (藤島): 鶏の3品種,白色レグホン種 (WL),ロードアイ

ランドレッド種 (RIR),および横斑プリマスロック種 (BPR)を用いて, ダイアレルクロ

スを行なって得られた交雑種を用いて,競争の効果を調べた.その結果, (1) 競争力は

BPR系が最高で RIR系が最低であった.(2) 集団内に競争がおこると,品種間遺伝力

は雄では 0.28から0.05,雌では 0.14から0.42と変化した. (3) 品種内競争力×品種

間競争力交互作用が存在すること.(4) 体重と競争力とは関係のないこと,がわかった.



研 究 の 概 況 27

2) 鶏の交雑種における脚部の左右不対称性 (藤島 ･酒井): 鶏の3品種,白色レグホ

ン種 (WL),p-ドアイランドレッド種 (RIR), および横斑プt)マスロック種 (BPR)杏

用いてダイアレルクロスを行ない,その結果得られた初生雛について,艦部および各4虻

の左右の長さを測定し,脚部における左右不対称性の発現様式を調べた.脚部における左

右不対称性の程度は第 1虻が最高で,ついで腹部,第2虻,第 3虻,第4虻の順であった.

一般に,左右不対称性は,WLを親とした場合が最小となるようであって,各部位の長さ

と左右不対称性とは必ずしも関係がなかった.

3) 日本ウズラにおける体部間の遺伝的関係(磯貝 ･酒井):閉鎖群 ･成ウズラについて,

前肢骨長 (上腕骨+尺骨+中手骨),後肢骨長 (大腿骨+下腿骨+中足骨),胴骨長 (胸椎

骨+腰仙尾椎骨)および前肢骨内部位問,後肢骨内部位問の遺伝的関係をしらべた.その

結果,遺伝相関においては,前肢骨一後肢骨間が,前肢骨一胴骨問,後肢骨一胴骨問より高

く,それぞれ,0.87,0.48,0.58であった.なお,前肢骨内部位問および後肢骨内部位

間の遺伝相関はともにかなり高 く,両者とも相隣接する部位間の方が,相離れている部位

問より高い傾向がみられた.

4) 日本ウズラの体重選抜における交配方法の研究 (磯貝): 閉鎖群における成体重の

遺伝力推定値は約 0.60で,比較的大きな加算的遺伝変動が存在する.6方法の交配実験

(8大×早大,小×小,大×ランダム,小×ランダム, ランダム×大, およびランダム×

小)を設定し,個体選抜により,8週令時体重におけるその影響をしらべた.選抜 2世代

までの結果によれば,体重に関しては,交配方法によりかなり顕著な選抜効果がみられた.

なお,これにともない, 10週令時卵重,酵化時体重にも影響が うかがわれたが,さらに

各組における適応性の推移も検討中である.

5) ウズラの体重と艦長の選抜実験 (井上): この実験は,選抜によって鳥体のバラン

スがどのくらい変化し,またそれによって鳥の生活機能や発育がどうなるかるを知る目的

で始められた.共分散分析法ですでに,体重と艦長との問の遺伝相関がほぼ0.5であるこ

とがわかっている集団で,体重と艦長に閑し,大大,大小,中大,中小の4種の方向に選

抜を行なった.実験は目下継続中であるが,今までに得られた結果によると,体重に対す

る選抜の効果は明らかであるが,選抜結果は,艦長に関する選抜の圧力によって影響され

ることが観察された.

6) ウズラの近交系育成に関する研究 (酒井 ･三田): ウズラは実験動物としてその重

要性の大きいにかかわらず,近交にはなはだ弱く系統が作 りにくい.本研究は,近交障害

がどのように起るかを明らかにするために行なわれている.今までの結果によれば, 1回

の近交によってすでに無精卵率,棺卵前期死亡率がいちじるしく高まり,その結果として

醇化率は低下すること,弱雛率ならびに雛の死亡率も高 く,また,とくに雌の成長速度が

遅いことがわかった.近交ほ全姉妹交配 3回によってすでにその害がいちじるしく,系統

保存は困難となるのが一般である.

7) ショウジョウバエにおける産卵形質の-テロ-シス (磯貝 ･藤島 ･成瀬).･ 産卵形

質における-テローシス発現のメカニズムを追求する目的で,1963年以来, 集団交配に
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より飼育されてきた勝沼野生集団 (D.melanogaster)から,ランダムに 155組の対を選

び出し,全きょうだい交配 (19×16)を 10世代行なった.これら近交系について,産

卵能力をしらべ,高,中,低の3段階に区分して,ダイアレルクロスにより究明している.

8) ショウジョウバェの麺の長さの左右不対称性に関する研究 (成瀬): キイpショウ

ジョウバエの vestigial系統で麺の長さの左右不対性の高い方に選抜された5頭の雌と勝

沼の野生型雄 1頭を5日間交配,その後雌を1頭ずつ管瓶に分け,出てきた Flにおける

-エの麹の不対称性をしらべた. このような交配を 25組作ってしらべたところ,10組

合せで,Flに超で不対称性をしめすものが見出されたが,同一組合せでも不対称性を示す

ものと示さないものがある.このことは,遺伝子が左右の麹の正常な発育を乱すためと考

えられる.また,勝沼で採集 し,実験系統として集団で飼育していた野生型のキイロショ

ウジョウバェを使い,麺の長さの不対称性と近親交配との関係をみた.150の近交系を作

り,各世代で次代を残さなかった対の麺の不対称性を調べたところ,麺が不対称を示 した

対の数 (Yo)は9代まで増加し,その後減少した.以上の実験から自然集団では,麺の不

対称性を起させるような遺伝子が含まれていることを示 している.

9) ショウジョウバエの種間競争と遺伝子頻度の変化 (成瀬): キイロショウジョウバ

エの突然変異系統 ssと ssaを用い,12本の牛乳掛 ここの2系統の Flを入れ,10代後

に各瓶で両遺伝子を推定したのち,Simulansを毎代混ぜて,両種の相対頻度ならびに,

キイロショウジョウバエの両遺伝子の頻度を毎代しらべた.加えた simulansは,0,100,

200,400頭の4種顎である.simulansを加えないものでは SSaの相対頻度が 0.44の

ところで平衡に達するが,100,200,400ではそれぞれ 0.44,0.38,0.33の点で平衡点

に達した.なお,simulansは各代で見出すことはできなかった. これらのことより,種

内の遺伝子頻度は,その集団内における種問ならびに種内競争のみならず,他から移動し

て来る他種間,同種内遺伝子問の競争によって決定されるとともに,遺伝子の平衡点も移

動してくる他種間の競争により決定されると考えられる.

10) キイロショウジョウバエの移動における遺伝子型間の相互作用 (成瀬): キイロ

ショジョウバェの5つの野生系統 (鳥栖,新居浜,忍路,岐阜,MS-1)と,vestigialの遺

伝子だけが共通で,他の遺伝的背景が上記の5つの野生系統と同じものを作り,野生型と

vestigialとを混合して,移動実験を行なった.この結果は,一般に野生型では,vestigial

とまぜられると,移動力がまぜられない場合より減少するが,vestigialでは逆に増加する.

しかし,野生型および vestigialの岐阜系統では,まったく逆であった.

さらに,野生型と vestigialで遺伝的背景を同じにするものをまぜたときの移動は,逮

伝的背景を異にする場合より,野生型ならびに vesligialの移動力は小さい.以上のこと

より,混合集団での移動は,お互の遺伝子型の相互作用によって決るものと考えられるし,

遺伝的背景の似たものの方が,移動する割合が少ない.

ll) キイロショウジョウバェの移動力 と競争力の関係 (成瀬): キイロショウジョウ

バェ勝沼集団をつかい,移動力の高い方と,低い方向へ選抜を行なった.8代選抜を行な

ったのち,simulansを検定系統として,高い方と,低い方に選抜されたものの競争力を
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調べた.移動力の高い方に選抜したものは,選抜しないものより移動力は増加するが,読

争力は逆に減少した.低い方向への選抜は競争力も移動力も変化はなかった.これらのこ

とから,移動力の増加したもの,すなわち,集団より移動して行 くものは競争力の弱いも

のと結諭された.

第 2研究室 (井山)

この研究室では,イネ,タバコ,林木を材料としている.

1) イネの穂形成の遺伝的機作の研究 (井山): イネの1品種より作られた Ⅹ 線照射

の後代系統と,無処理系統群を用いて,穂と節問の各部分の問の遺伝的関係を遺伝相関に

よって明らかにした.その結果, (1) 茎の上郡節問長を支配する遺伝子群, (2) 穂長,

穂の第 1節問長および下部枝梗長を支配する遺伝子群, (3) 穂の第2,第 3節間長を支

配する遺伝子群の3群が認められた.

2) イネの量的形質に対する放射線の影響 (井山): イネの1品種に,種々な線量の Ⅹ

線を照射した後代系統について,種々な量的形質の変異の大きさを調べたところ,各形貿

とも Ⅹ 線処理により,遺伝変異が増加していることがわかった.詳細な分抑 ま日下続行

中である.

3) イネの枝梗欠如遺伝子に関する研究 (和佐野): この研究は枝梗欠如に関する主働

遺伝子と微動遺伝子の役割を明らかにするために行なわれている.本年は正常型と枝梗欠

如型の交配 F2集団から,この形質の表現度について選抜を行ない,その効果を調査した.

その結果,同じ主働遺伝子による形質も,その表現に変異があり,選抜に反応することか

ら,徴働遺伝子の関与があることが明らかになった.また,他の形質との関係から,主働

遺伝子も徴働遺伝子も,それぞれ特有の多面発現効果があることがわかった.

4) イネの植物体各部の遺伝的関係 (M.S.EトBalal): イネの放射線処理系統 で, ポ

リジーンによる器官形成の模作について研究した.穂,節問,葉の問の関係を遺伝相関お

よび環境相閑でしらべたところ,概して,近 くに所在する器官は遺伝相関が高 く,遠 く離

れるに従って低 くなること,ポリジーンの多面発現の起り方からみると,各器官は大体 3

群の発育中心より成ることが推定された.

5) タバコの葉の葉脈形成の遺伝学的研究 (和佐野 ･酒井): タバコの葉脈数は,Ⅹ線

照射によって,減少の方向に遺伝的変異を起し,Ⅹ3集団からの選抜効果も有効であった.

それで本年度は,さらに,Ⅹ4 の選抜系統群から,葉脈数の多, 少の二方向に個体選抜を

行なった.その結果は,前世代と同様な傾向を示 し,とくに葉脈数の少ない Ⅹ4系統から

の,少ない方向-の選抜は有効であったが,多い方向-の選抜は対照系統にくらべて有意

な差はみられなかった.以上のことから,Ⅹ 線照射による突然変異は,葉脈数を多 くす

る方向には生じ難いと推定される.また葉脈数と他の量的形質との遺伝相関は,薬長と正,

菓幅と負の相関がみられた.

6) タバコの器官形成の統計遺伝学的研究 (樋口･酒井): この研究は,タバコの器官

形成について, どのような遺伝的支配が行なわれているかを知るために行なった.10品

種のタバコを用いて,花および薬の各部分の長さを測定し,それらの問の遺伝,環境相関
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係数を求めたところ, 3つの群に分けられることがわかった.すなわち, (1) 花の各器

官 (雄 ･雌芯,花冠,花筒,琴)の問, (2)托薬問, (3)本葉問のそれぞれの群内の遺

伝相関は正で高いが,これら各群問の遺伝相関は低かった.各群問および群内を通じて,

環境相閑には一定の傾向がみられなかった.

7) タバコの器官形成の遺伝生化学的研究 (成瀬澄･酒井)･･ この研究は器官形成に

関する遺伝子支配様式を知る目的の一環として行なっているもので,タバコの栄養および

繁殖器官のたんぱ く質を,ポリアクリルアミド電気泳動法によって分離し,器官間の類似

性について検討した. (1) 薬は着位によって違ったパタ-ソを示すが,互いに類似して

いる. (2) 繁殖器官は栄養器官より,たんばくの種類が少ないが,相互間で類似性が高

い. (3) 栄養器官中,托葉は,花との類似性がもっとも高 く,繁殖器官中,琴は栄養器

官と類似性が高い. (4) 繁殖器官は,葉肉に対する類似性が高いが,葉脈との関係は少

ない.これらのたんば くパターンの生長にともなう変化について目下研究中である.

8) ヒノキとマツ類の遺伝パラメタ-の推定 (酒井 ･林): 本年度は,ヒノキ,アカマ

ツについて,胸高直径と樹高について,遺伝パラメタ～の推定を行なった.その結果によ

ると,概してヒノキほ遺伝力が高いが,アカマツは低かった.この研究は,林野庁の応用

研究費によって支援されているもので,昭和 42年度にも継続される.

9) スギの競争に関する研究 (酒井 ･林 ･冨田): スギのクロソ林分と実生林分とにつ

いて,隣接個体間の相関による競争の研究を行なった.基礎になる考えは,競争が働かな

いときは,その相関は正で,競争は,それを負の方に偏らせるということによる.この研

究の結果によって,相関係数と,別の統計遺伝学的方法によって推定した競争圧指数との

問に,一定の直線的関係の成立つことが結論された.

第 3研究室 (岡)

イネについて進化と育種に関する種々の問題をとりあげている.育種学に進化遺伝学の

考え方がどのように導入できるかということが,全体としての研究目標である.進化機構

については,野生イネ集団の構造について観察を続けているほかに,台湾の中興大学と協

力して,｢栽培圧｣が集団におよぼす影響について実験 している.野生イネ集団を2つに

分けて,一方を収穫播種し,他方は種子の自然脱落と自然発芽にまかせて,両者を比較す

ると,播種したものは, 1世代の間に,種々の形質がかなり栽培型に近づくことがわかっ

た.したがって,播種の発明は栽培型の起源に重要な働きをしただろうと思われる.

また系統の分化については,栽培イネとその近縁野生種の系統の問に見出される種々の

性的隔離機構の分析を行なっている.Salivaの品種の間には雑種不稔性が発達しているが,

その遺伝子分析を目標として,不稔性遺伝子を含む一定品種の isogenic系統の育種を

続けている.glaberrimaでは雑種不稔性はないが,Fl植物の弱勢がしばしば見出される

ので,これについて遺伝子分析と生理的機構の調査などを行なっている. さらに,gativa

と glaberrimaとの2倍体および4倍体雑種について種々の遺伝実験を行なった.

これらのほかに,昨年は,｢遺伝的草型｣(遺伝的に条件づけられる形質組合せの様式)

について述べたが,草型は ｢発育型｣によって決定されるという考え方から,今年は ｢発
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育型｣の分析を試みた.これには2つの方法,種々の器官のそれぞれの成長曲線の組合せ

を調査する方法と,体重の成長曲線が発育の各段階でどのように変化するかを,調査する

方法とが考えられる,この仕事はまだ始めたばかりであるが,第 1の方法では,イネの節

問伸長について,一定傾向の発育型の変異が見出され,第 2の方法では,発育型は生産力

や競争力に密接な関係をもつことがわかってきた.

これらの仕事は,森島啓子,朱濯源(東京大学大学院学生)および室長 ･岡の共同研究であ

るが,隔離機構は主として,朱が担当している.なお,朱は種々のイネ系統の peroxidase

isozymesの分析も行なっている. 同一集団の個体間にも,系統間にもはっきりした差異

が見出された.

F.変 異 遺 伝 部

動物,植物,および微生物の放射線遺伝学が主題目である.第 1研究室 (動物)では,

土川清がネズミを用いている.向井輝美は,昨年に引きつづき,ウィスコンシン大学で,

ショウジョウ/ミェを材料として,Dr.∫.F.Crow と,集団遺伝学的研究を共同で行なっ

ている.

第 2研究室 (植物)では,松村清二と藤井太朗が,禾穀類などの研究をつづげ,京大農

学部大学院学生天野悦夫が, 4月から手伝った.第3研究室 (放射線実験室)では,池永

蒲生が微生物,馬淵智生が禾穀類で研究をつづけ,4月から,レントゲン技術専修学校卒

の林勝が手伝った.馬淵は5月末に退職し,まもなく,カナダの-リ-ックスの大学(Dr.

Kamra の放射線生物学教室)に留学したので,その後任に林を発令し,池永が6月末で,

京大理学部物理学教室助手に転出したので,天野を研究員に発令し,放射線取扱主任者も,

天野に変更した.

現在,原子力予算により中性子実験室 133.31m之を, 放射線実験室の西側に増築中で

あり,来年度には,14MeV 中性子装置が設備されるはずである.また文部省機関研究費

による単色紫外線照射装置が,Bausch& Lomb社から輸入された.これらはともに,有

力な施設として,各方面からも期待されている.

第 1研究室 (土川)

1) マウスに対する中性子の RBEに関する研究 (土川): 特定研究 ｢速中性子および

原子炉放射線の生物効果比｣(代表者 松村清二)の分担研究として, マウスの優性致死

誘発に対する 14.1MeV速中性子の RBEを測定した. その結果,推定された突然変異

率から,Ⅹ 線に対する RBEは 1.8であった.

2) 免疫反応による突然変異率の推定 (土川): 特定の-モグロビン,および赤血球抗

原によってえられる抗体を用い,末梢血での体細胞突然変異を検出する目的で,昨年に引

きつづき,種々な実験を行なってきたが,なお充分な抗体をうるための検討を行なってい

る.

3) 感受性の系統差の問題 (土川): 放射線,および薬物に対するマウス系統間での感

受性の差異に関し,中性子照射後,エチルウレタンを与えて,誘発される肺陸湯について
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の実験と,昨年につづいて,妊娠中に与えられたエチルウレタンによる成形異常誘発の機

構と,系統差の問題を追究するために,ヒドロキシウレタンによる実験を行なった.エチ

ルウレタンによって生ずる胎児の特定異常誘発率には,明らかな系統差がみられるが,ヒ

ドロキシウレタンでは,いまのところ,その差が明らかでない.しかし, Boyland のい

うように,用いたマウスでェチルウレタン注射後,代謝産物としてヒドロキシウレタンが

生ずる確証をつかんでいない.

4) Optimum heterozygosity に関する研究 (向井): 昨年にひきつづき,集団中に

おける生存力に関する OVerdominanceの発現に,optimum levelのあることを追求し

た.この Optimum levelofheterozygosityは, 染色体内の遺伝子の問にのみ存在する

相互作用であって,ある染色体におけるoverdominanceの発現は,他の染色体の hetero-

zygosityに無関係であることを実証するデータをえた.

5) 生存力を支配するポ1)ジーン間の synergisticinteractionの研究 (向井):Kimura

andMaruyama(1966)の式と,われわれの過去にえたポ.)ジーンに関するデータに基づ

いて,自然集団における Detrimentalloadと Lethalload の比 (D:Lratio)を予測

した.もしも,優性の度合 (h)が 0.1-0.2であるとすれば,synergisticinteractionの

もとで予測される結果と,自然集団の結果 (D:Lratio)と, よく一致することがわかっ
)_
ト_.

6) 新生突然変異の D:Lratioの研究 (向井 ･Crow): 昨年にひきつづき,Madison

集団の材料を用い,平衡集団の D:Lratioと,新生突然変異の D:Lratioを比較して,

ポリジーンが(]然集団中で,平均して超優性を示すかどうかをテス トする実験を行なって

いる.現在までに突然変異を,20代蓄積した場合のテス トを終っているが,新生突然変

輿の D:Lratioは,1-2となり, 平衡集団のそれより (D:L-0.5-1.2)有意に高

いことがわかった.このことは自然集団では,超優性の発現はほとんどないばかりか,ポ

リジーソの優性の度合は,致死遺伝子のそれよりも,はるかに高いことを示す.さらに,

ポリジーン突然変異率がひじょうに高く,Mukai(1964)の結果とよく一致することがわ

かった.

第2研究室 (砲村),第3研究室 (松村)

1) 速中性子および原子炉放射線の生物効果比: 特定研究の課題で,松村が代表者で

ある.この分担研究にほっぎの a)～C)および,これに関連した一部として d)がある.

a) 中性子障害に対する環境条件の影響 (松村): 京大原子炉 KUR の E-1水平照

射孔を用いて,生物効果変更因子としての酸素の作用を検討した.6月にはイネ種子を,

10月には一粒コムギ種子を用いて,空気あるいは,窒素ガス中での照射実験を行なった.

その結果,lMW 出力時にイネ 180分, 一粒コムギ 90分の照射では, ともに E-1用

ボ- ト内で,炉心側から 20-25cm の部分で,芽生長を 50% に抑える線量がえられる

ことがわかった.混入 γ線が多いため,E-1孔の全放射線の RBEは 1.4以下で,酸素

効果がみられたが,熱中性子成分については,15(空気中照射)および 28(窒素ガス中照

射)がえられた.熱中性子成分には,酸素効果がみられなかったことから,この RBEの
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差は,標準放射線としての 187csγ線照射の際の,酸素効果によるものと考えられる (松

村 ･天野).

b) アラビドプシスによる高LET放射線のRBE(藤井): 熱中性子の効果は, アラ

ビドプシスを用いて調査した.気乾,浸水種子を,KUR の気送管によって照射した結果,

混入 γ線の影響を差引いても,なおひじょうに高い致死効果がみられた.さらに,浸水種

子の方が,感受性が高かったが,これは主として混入 γ線によるものと考えられる.また

Hilac装置により,吸収板の厚さをかえて,C-イオンを照射した結果,最高阻止能で照射

した場合,C-イオンの RBEは約 50であると推定された.

C) 大腸菌における中性子の致死効果の回復(池永): E.coliの重荷電粒子線に よる

致死的障害からの回復を検討することを目的とし,暗回復酵素をもつ H/r30株と,暗回

復酵素をもたない株の Bs11 とを,それぞれ H8B03の溶液中で,KUR･E-1孔の熱中

性子で照射して, 10B (n,α)7Li反応による α線の致死効果を, コロニー形成能で検定し

た.γ線照射の場合,生存曲線の傾斜でくらべると,Bs-1 株は H/r30よりも,約4倍

感受性が高い.このことから,γ線で誘発された致死障害のうち,3/4は回復されうると

考えられる.一方,α線照射の場合は,両株の生存率はほとんど差がなく,α線による障

害はγ線障害回復機構では,回復しえなかったと考えられる (池永 ･林).

d) 原子炉放射線による体細胞突然変異の誘発(天野):トウモロコシの葉色変異体で

ある yg2 と正常体との Fl種子を,KUR･E-1孔で照射し,播種箱で栽培して,その3,

4葉上に現われる黄緑斑を計数した.137csγ線 (定線量率照射)の線量効果曲線は,やや

2-hit型に近い指数的増加を示したが,E-1孔照射 (定時問照射)の場合は,熱中性子線

量でみた場合,増加量が次第に低下する異なった線量効果曲線をえた.これには線量率,

混入γ線の効果,とくに,照射位置による混入率の変化などについて,引きつづき検討を

要する問題がある.

2) 一粒コムギの放射線効果におよぼす貯蔵と酸素効果 (松村 ･馬淵): 種子の窒素中

照射は,緩急照射とも空気に比べて,放射線効果をいちぢるしく減少させるが,その効果

は,線量,および種子含水量によって異なる.貯蔵効果は窒素中照射に顕著にみられた.

緩照射の効果は,空気および窒素でも,同様にみられた.以上の結果は,水分含量の低下,

および線量の増加にともなって増加した遊離基が,空気下で酸素と結合し,効力を発揮す

るが,窒素下ではしえないことを暗示する.窒素区での貯蔵効果は,微量の酸素混入によ

るのかもしれない.

3) 生育植物に対するγ線連続弱照射の影響 (松村 ･藤井): γ線連続弱照射の影響に

ついては,コムギ,Aegilopsの数種,淡縁遺伝子 (yg2)-テロの トウモロコシ,キクを

用い,γ線照射温室を利用して,実験が行なわれた.コムギ,Aegilopsでは,染色体数,

核の大きさとは関係なく,種による感受性の差がみられ, トウモロコシ,キクでの体細胞

異常は,線量率,または線量とほぼ平行して,頻度が増加した.

4) 一粒コムギにおける EMSと γ線の効果の比較 (藤井 ･松村): 一粒系 コムギを

用いての γ線,EMS,中性子の効果比の調査からは,EMSは高濃度になるにしたがい,
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変異率が急激に増加すること,γ線に対 して浸水種子は,気乾種子に対 して,約 10倍感

受性が高いことが明らかになった.

5) 高等植物における遺伝子微細構造の研究 (天野): 105粒以上の数を扱うことが困

難でない トウモロコシの花粉を用いると, wx遺伝子座内での組換え頻度を測ることがで

きる.いままでにえられた核分裂中性子に よる3系統の wx変異体は,標準の wx系統

とは,ほとんど組換えを示さず,かなりの大きさの欠失を含む可能性がある.一方,EMS

による変異体は,そのほとんどに組換えがみられ,それらによれば,wx遺伝子座の大き

さは,0.17-0.23単位と推定されてきている.放射線による変異体が, まだ少数しかえ

られていないので,原子炉放射線,Ⅹ線,紫外線などによる変異体の誘発,分離を wx-y

転座系統を用いて行なっている.

6) 高等植物の紫外線障害の光回復: トウモロコシの su遺伝子座にみられた花粉の

紫外線照射時の光回復現象を,さらにくわしく検討するために,連鎖 している遺伝子座 C,

sh,bz,wa;について,光回復の実験を行なった.その結果,殺菌燈紫外線の 12,000erg/

mm2 までの照射による障害は,蛍光水銀ランプの可視光線 30分照射で, かなりの部分

が光回復する.全体変異粒よりも,部分変異粒に,光回復がいちぢるしかったが,この点

について,検討する必要がある.紫外線障害としては,いくつかの優性形質が,同時に失

なあれる場合や,染色体末端部から,段階的に,遺伝子が失なわれていくB-fLB サイク

ル性モザイク変異が大部分であり,これ ら染色体切断に起因すると考えられる変異で,光

回復がみられた (馬淵 ･天野).

また トウモロコシ花粉に,単色紫外線 (2,537mFL)を照射し,特定遺伝子座法によって,

突然変異率,光回復現象が調査された.催乳における Bz-bz形質においても,nJJTらかな

光回復現象が認められたが,本実験の主目的である Yg→yg変異によるセクターの大き

さについては,目下調査中である (藤井).

G.人 類 遺 伝 部

人類遺伝部は,2研究室からなり,第 1研究室では,人類の正常ならびに病的形質につ

いて,第 2研究室では,人類の染色体異常について,それぞれ遺伝学的研究がなされてい

る.そのほか,随時に外部からの遺伝相談に応じている.

人事の面では,第2研究室長外村 晶が,東京医科歯科大学遺伝病研究施設に新設され

た染色体異常部門の主任教授として,4月に転出した. これにともなって,大石 (英恒)

研究員は,第 1研究室より第2研究室に配置換えとなり,第 1研究室には,札幌医科大学

助手の松田 (理)が,研究員として着任 した.米国ノース･キャロライナ大学に留学中の

篠田 (友孝)は,9月よりインディアナ大学に転じ,ヒト血清蛋白の分子遺伝学的研究を

継続中である.松永部長は,チ/ミ財団の招待で,5月9日より11日まで, ロンドンで開

催された ｢モーコ症｣に関する専門会議に出席し,これまでの研究成果を報告し討議した.

この会議は,100年前に, イギリスの医師 J･LangdonDownが,精神薄弱の特殊型と

して,初めて ｢モーコ症｣を記載したのを記念するためのもので,その議事録は,近 くJ･
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今年行なわれた研究の概況は,下記の通 りであるが,これには,東洋 レーヨン科学技術

助成金,ならびに文部省科学研究費の援助によるところが大きい.

第 1研究室 (松永)

1) 最近の人口傾向とその遺伝的影響 (松永): 各種の人口動態統計と,標本調査の資

料を分析すると,わが国では,戦後わずか 10年間で,出生率と乳児死亡率が半減 し,同

時に高令の親の出産と,高順位の出産とが,めだって減少した.それにともなって,i)親

の年令および出産順位と,正相関を有する一連の先天異常の発生が,減少 したに違いなく,

近い将来には,チャンスによる近親婚もかなり減少し,それだけ児の死亡率や羅病率の低

下が見込まれる.その反面, ii)生存力を弱める有害遺伝子に働 く淘汰が緩み,子孫の遺

伝的素質を弱める恐れがある.生殖力に関しては,産児数の平均値よりも分散の方が速か

に減少しているが,これは遺伝的変異の消失とい うよりも,社会的な相似性の表われとみ

なされるので,どこまで子孫のIiL'代に影響するか,疑問である.iii)受胎調節は,マスコ

ミその他の影響で,社会の各層に急速に浸透しつつあり,普及率にみられた階層間の変異

が,かなり減少してきたが,この現象の遺伝的評価は明らかでない.この研究は,日本国

民の体質が,将来どのように変ってゆ くかに関するもので,なお継続しなければならない

が,その概要は,米国医学会雑誌 (JAMA,1966)に,特別寄稿として掲載された.

2) 皮膚紋理の発生遺伝学 (松田 ･松永): 指掌足虻にみられる皮膚紋理は,胎生 4-

5カ月頃に完成 し 以後一生を通 じて,ほとんど変 らないか ら,発生初期に働 く遺伝と環

境の両要因を分析するのには,好都合な形質である.最近,各種の染色体異常や,風疹症

候群の患児の皮膚紋理に,特有な変異紋が,高率に発生することが気付かれてきた.本研

究は,同一個体での指紋 ･掌紋 ･足紋 ･祉紋の変異の相互関係を,発生遺伝学 ･人種遺伝

学 ･臨床遺伝学の立場から,系統的に研究しょうとするもので,目下,正常者の集団資料,

家族資料ならびに染色体異常者の資料の収集に,努力している.

3) 耳垢型の変異と罷病性 (松永): 先に松永は, ミミアカの性状にみられる ドライと

ウェットの2型が,おそらく脂質代謝に関係したもので,両型の問で,動脈硬化症に対す

る罷患性に,差異があるかも知れないことを示唆 した (Ann.Eugen.25;273-286,1962).

そこで札幌医科大学内科の宮原光夫教授に依頼し,この点を調査 して茸った.同内科を訪

れた患者 2409人のうち, ウエット型は 16.9% で,1954年に, 松永が札幌の中学生で

調べた 19.0% にほぼ近い.ところが,この中の動脈硬化症 (高血圧を伴わぬもの)と診

断された 96人では, ウエット型が 30.270で, 有意に高くなっているが (X至 -12.6,

P<0.001),本態性高血圧症,糖尿病,心臓 ･肝臓 ･腎臓 ･消化器などの疾患では,とく

に相関はみられなかった.もし上の相関が確かであれば,動脈硬化症の発生が,日本人よ

りも,米国白人 (そのほとんど全員がウェット型)で高いことの原田の 1つに,耳垢型の

人種差が関係しているかも知れない.

4) 人類の遺伝生化学的研究 (篠田): 赤血球内酵素,および血清たんぱ くの個体差に
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ついて,つぎの研究を行なった.

a) 血球酸性フォスファタ-ゼ型の多型: ヒト赤血球の酸性 フォスファターゼは,

デソ粉ゲル電気泳動法によって6型にわかれ,それらは常染色体上の3複対立遺伝子 Pa,

Pb,P｡により,支配されることがわかっている.昨年までに検査 した日本人 488人のデ

ータを,分析した結果,Pa,Pb,Pcの遺伝子頻度は, それぞれ 0.39,0.59,0.02と推

定され,英国人での値 0.36,0.60,0.04と大差ない. また各型の頻度と性,ABO血液

型,-プトグロビン型との間にも,相関が認められない.酵素活性値を定量すると,A<

AB<B～AC<BC<Cの順に,型的差異が認められ,Pa,Pb,POの各遺伝子1この量で

産生される酵素活性値は,ほぼ 2:3:4の比になっていた.

b) イソムノ･グロブリンの精製と構造決定: この仕事は, 米国インディアナ大学で

行なったもので,精製されたベンス ･ジョ-ソズたんばく(抗原型 L;標品 Sh)のシスチ

ン含有べプチッドの一次構造,および分子中におけるジスルフィッド結合の位置関係を,

推定した.すなわち,アミノ末端より数えて,22番と 87番,136番と 195番目のシス

チンが,分子内結合をしていること, また 213番目のシスチンが,分子間結合をしてい

ることが判明した.これによって,ベンス ･ジョーンズたんばくShが,二量体として存

在していることが,化学的に証明された.現在 L 型に属する他の標晶 (Ha)の構造決定

を行なうとともに,インムノ･グロブリンにみられる進化を検討している.

5) キサンチン脱水素酵素とその相補因子の研究 (篠田): 前年度に引き続き,ノース ･

キャロライナ大学で, キイFZショウジョウ/:ェの眼色突然変異種 (主として ma-l,ry,

lxdおよび ma-l･.ry)を用いて,相補反応の作用横構, および本酵素にみられる多型現

象について,分析を行なった.まず野生型より,2種類のキサンチン脱水素酵素を分離し,

それについて,各種の性質を調べた.i)分子量 :Ⅰ型,265,000;Ⅱ型,250,000.ii)易

動度:Ⅰ型>Ⅱ型.iii)クロマ トグラフィ- :Ⅰ型は 0.15規定の食塩濃度で,Ⅱ型は 0.3

規定の食塩濃度で, それ ぞれ溶出される.iv)比活性 :Ⅰ型 3,500-4,000;Ⅱ型 9,000

-12,000.Ⅴ)Km(AHP):Ⅰ型 1.02×10~5; Ⅱ型 7.4×10~6.そのほか,本酵素に対す

るいろいろな補因子の影響を調べた.maJ+と ry+因子の相補反応によって生成される

キサンチン脱水素酵素は,主として Ⅰ型であることがわかった.

第2研究室 (松永)

1) ダウン症供群 (モ-コ症)の細胞遺伝学的研究 (菊池 ･大石 ･外村): 前年度に引

き続き,国立国府台病院,および2,3の国立大学附属病院の協力を得て,ダウン症候群

患者の染色体研究を行なった.本年度に追加された症例は160例で,総計すると,300例

近くになる.このうち昨年度までの127例に関する成績の詳細は,人頬遺伝学雑誌 11巻

1号,1966に報告した.本年度の症例で特記すべきことは, 転座型の患者が,数例みつ

かったことで,これまでの分を合計すると,14例 (D:G型8例,G:G塑6例,ただし

Dは nos.13-15,G は nos.21-22の常染色体を表わす)になる. これらは,親の配偶

子形成の際の,原発性転座によって発生したものと,両親のいずれか一方が保困していた

転座染色体が受け継がれて,続発性に生じたものとがある.これまでに検査できた D:G
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転座型 5例のうち3例では,両親の染色体は,いずれも正常であったが,2例では,父親

は正常であるが,母親が D:G転座型染色体の保因者であることが判明した.また,G:G

転座型4例の両親を検査した結果,3例は,両親ともに正常であるが,残 り1例では,母

親に G:G転座型染色体が発見された.続発性の G:G転座型の症例は,これまでたい

てい,父親の方から転座染色体を受けた報告が多く,本例のように,母親から受けたもの

は珍しい.これらの家族について,皮膚紋理や,その他の医学的検査を続行中である.

2) 染色体突然変異と近親婚 (松永): ダウン症候群の大多数は,G群の常染色体の ト

リソミーによるが,患児を うんだ母の年令分布を分析すると,母年令に無関係に発生する

1群 (A群)と,母年令の上昇にともなって,ほぼ指数的にふえる1群 (B群)とがあり,

後者は母側での卵子形成時の染色体不分離に起因すると考えられる.ところで実験動植物

では,特定の劣性ホモのメスで,染色体不分離が頻発することが知られているが,人類で,

この点を検討するには,ダウン症候群の患児が,近親婚からうまれた母に多発 しているか

どうかを見ればよい.そこで若年の母 (30才以下)から, うまれた患児104人と,高令の

母 (40才以上)から,うまれた患児139人について,戸籍にもとづいて祖父母の近親婚を

同定したが,どちらの群でも,父側と母側とで近親婚の頻度に差はなかった.これから,

G トl)ソミ～の発生には,おそらく劣性遺伝子は関係しないと思われる.この研究の 1部

紘,Actagenet.ned.etgemell.1966に発表した.

3) 先天異常者における染色体研究 (大石 ･菊池 ･柴田): 前年度に引き続いて,各種

の先天異常愚者の染色体分析を,行なってきた.本年度の調査のなかで,特記すべきこと

は,E トリソミ-症候群の1例が,みつかったことである.これは生後 2カ月の女児で,

主要な臨床症状は,発育不全,白内障,耳介の低位,および耳珠の異常,小顎,楯状胸廓,

心障害,手および指の屈曲異常,舟底形足底などであるが,末稽血液培養により,no.18

の常染色体が,過剰になっていることが認められた.また性染色体の異常としては,3例

のタ-ナー症候群患者のうち,1例は Ⅹ0(2170)と ⅩⅩⅩ (7970)の性染色体構成をもっ

たモザイック個体であることが判明した.さらに真性半陰陽患者2例のうち,1例は ⅩⅩ

(7670)と ⅩⅩY (2070)の性染色体構成からなるモザイック個体であった. この2種類の

モザイックは,文献的に比較的珍しいものであるが,それぞれの臨床像に,特異な点は認

められなかった.

4) G トリソミ-個体における染色体の複製 (菊池 ･大石): 3H-チ ミジンを用いたオ

- トラジオグラフィーと,白血球培養法を併用 して,Gトリソミー型のダウン症候群の患

者 6例において,i)過剰染色体が,どのような複製のパターンを示すか,ii)正常個体の

G群の常染色体の複製と,どのような相違があるか, iii)過剰染色体の存在が, 染色体

全体の複製に,どのような影響をおよばすかを調べた.i)と ii)については,目下検討中

であるが,iii)に関してはつぎのことがわかった.すなわち,女性の患者の細胞では, 1

個の Ⅹ 染色体が強くラベルされており,正常女性と同じく,後期複製 Ⅹ 染色体が存在

する.一方男性の患者の Y 染色体のラベルの/<ターンも,正常男性個体のそれと変 りな

いことが確認された.また常染色体の複製のパターンにも,特別な変化は認められなかっ
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た.今後,さらに転座型ダウン症候群についても,研究を進める計画である.

H. 微 生 物 遺 伝 部

微生物遺伝部では,細菌およびバクテリオファージを用いて,遺伝子の微細構造および

遺伝子作用の調節枚溝の問題を中心に研究を行なっている.特定研究 ｢分子レベルにおけ

る遺伝機構の研究｣(代表者 :飯野徹雄)の分担研究 ｢べん毛形成における遺伝機構の研

究｣は,本年度文部省科学研究費の補助をうけて行なわれた.また,広島大学原爆放射能

医学研究所助手大鷹英子が,文部省流動研究員として参加し,｢微生物細胞におけるリボ

ゾーム合成の遺伝生化学的研究｣について,協同研究を行なった.研究協力者三谷充子は,

4月に米国 SouthwestCenterforAdvancedStudies,Dallasの研究助手として赴任

した.

今年行なわれた研究の概況は,つぎのとおりである.

第 1研究室 (飯野)

1) べん毛抗原決定遺伝子の微細構造 (山口･飯野): 昨年度に引き続いて,抗原因子

構成の異なる g･･･複合べん毛抗原決定遺伝子を導入した3株の Salmonellaaborlus-equi

安定1相菌を用いて,1相抗原決定遺伝子 (Hl)の遺伝子内組換え実験を行なった.まず

上記3株から,多数の無べん毛 (fla~)突然変異体を分離し,fla座位とHlとの同時導

入頻度の高いもの数珠について,標準 fla~突然変異体との相互導入実験によって,それ

らのfla-とHlとの相対的位置関係を調べた.つぎに,Hlに対して互に反対側に fla一

座位を持ち,起源を異にするfla~突然変異体問で,P22 7ァ-ジによる相互導入を行

ない,半流動培地を選択培地として fla+組換え体を選択した.それらについて,抗因子

血清を用いてべん毛抗原の因子構成をしらべたところ,調べられた 1366クローンのうち

267クロ-ソが組換え型の抗原因子構成をもつことがわかった.これら組換え型の抗原田

子構成の分析結果から,べん毛たんばく分子上の各抗原決定群に対応する特異性決定域が

Hl上に,互に組換えによって分離し得る小単位として存在しており,それらは全体とし

て, Hl上に線状に配列していることが明らかになった.これまでの分析によって判明し

た抗原特異性決定域の配列はつぎのとおりである.

一g2-g1-g4-ト(g3,g5,m)-

なお ( )内の順序は未定であり, また fは g4の右側に位置していることが示されて

いる.

2) べん毛の形態形成 (飯野 ･三谷): サルモネラ菌のべん毛は,フラジェリンと呼ば

れる単一種粒状たんぱく質の重合体織経で,形態的には規則的ならせん形によって特徴づ

けられる.われわれは,各種のべん毛形態突然変異を用いて,単位たんぱく質の重合によ

る規則的ならせんの形成が,どのような遺伝的機構によって支配されているかを追求して

いるが,本年度は,ニトロソグアニジン処理によって,ネズミチフス菌 TM2株から,固

有の波型をまったく失った直線型べん毛を生ずる突然変異株を得,その遺伝的解析を進め

た.同株の突然変異形質は,2相においてのみ現われ,1相では正常の波型をもったべん
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毛を生ずる.突然変異による波型の消失にともなって,2相では細胞の運動性も失われる

が,motility･phagechiに対する感受性は保持している.P227ァ-ジを用いた導入実

験により,同株の突然変異は2相べん毛たんぱく質の構造遺伝子内に起っていることがわ

かった.野生型べん毛と,直線型べん毛との,それぞれに対する抗血清を用いて,相互吸

収試験を行なったが,両べん毛の問に抗原性の差は見出されなかった.

invitro再構成系によって,フラジェリンよりべん毛織経を形成させる研究は,引きつ

づき名古屋大学朝倉呂,江口吾郎両氏と協力して行なった.本年度のおもな成果としては,

べん毛成長における極性の実験的証明があげられる.再構成に用いるフラジェリンと,重

合核としてのべん毛断片とに,抗原性の異なるべん毛より調製した試料を用い,再構成後

に,用いたフラジェ1)ンに対する特異抗体を結合させて電子威徴鏡で観察すると,成長し

たべん毛の一端のみが抗体と結合している.このことから,フラジェリンの重合は,べん

毛織経の一方の端でのみ行なわれることが明らかとなった.

3) chi-ファージの宿主域 (飯野): chi-ファージは細菌のべん毛に吸着し,運動性細

胞に感染するという宿主特異性により,注目されている.これまで同ファ-ジの宿主とし

ては,サルモネラ菌属と大腸菌の特定のべん毛抗原をもつ群とが知られていたが,腸内細

菌群について広く検索 した結果,上の菌属とはまったく異なったべん毛抗原をもつセラシ

ャ菌属の運 動性細胞も chトファージに感受性をもつことが見 出された.平板効率は,

サルモネラ菌と, セラシャ菌を宿主として増殖 したファ-ジの問には, 有意な差がない

が,大 腸菌を宿主として増殖 したファージは, サルモネラ菌およびセラシャ菌に対する

平板効率がいちぢるしく低 くなる.平板効率の低下は,ふたたびサルモネラ菌,またはセ

ラシャ菌で増殖させることにより直ちに回復する.この事実は,平板効率の変化が宿主依

存変異によることを示 している.プロテウス菌属では,検索した範囲内では chト感受性

株は見出されなかった.また大腸菌属では E.freundiiが,野生型 chiに対 しては抵抗

性を示すが,その宿主域突然変異ファージ M8には感受性であることを見出した.

4) 細菌の運動性に関する遺伝学的研究 (榎本): サルモネラ菌の運動性を支配 してい

る遺伝子群の研究は,導入実験による遺伝子の微細構造の分析,および接合実験による遺

伝的連鎖地図の作製の2点から行なわれてきたが,本年度これらの成果がまとめられ,発

表された (Genetics54:715,1069).

また運動性支配遺伝子 (not)の生化学的作用を明らかにするた桝 こ,運動性で特異抗

原をもつべん毛のみに吸着する chトファージより核酸を抽出分離し, これを宿主菌に感

染させる系を確立した.この系を用いると,宿主をプロトプラス ト化することによって,

chi-ファ-ジに抵抗性をもつ突然変異菌株へも chi-ファージを感染させることができる.

日下この系を用いて,chi-ファージ核酸の菌体内へ の侵入と,増殖性の研究を進めてい

る.

5) 普遍導入ファージに関する研究 (榎本): 普遍的導入を行なうバクテリオファージ

が宿主細菌内での増殖過程で,宿主染色体とどのような相互作用を行なうのか,また完全

導入と,不稔性導入を行なうファージ粒子間には,どのような遺伝学的および物理化学的
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差異があるのかを明らかにするために,上記の研究課題が本年度より新たにとりあげられ

た.本年度は,不稔性導入に関与するサルモネラ菌ファージ P22がになう宿主菌染色体

断片の遺伝的構成について研究を行なった. その結果,not-Hl-fla 域の導入に際して

運ばれる染色体断片は,大部分 Hlとflaの間で切断されていることが明らかにされた.

6) 細菌 1)ボブ-ムたんぱ く質の分画 (大鷹): リボゾームは,50S亜粒子と,30S

亜粒子との二つの基本単位からなっている. リボゾ-ムにふ くまれるたんばくは極めて複

雑で,全体としてほ塩基性のヒス トン類似たんばくが主体をなしている.これまで DISC

電気泳動による分析から,50Sには 21種,30Sには 13種のたんば くが含まれていると

報告されているが,技術的にまだ疑問の点が多い.われわれは,同一種細菌の各種変異株

間および異種細菌間での, I)ボゾ-ムのたんばく組成と, l)ボブーム活性の遺伝的差異の

関係を明らかにするため, 1)ボブームたんばく分画の新 しい方法を開発した.用いた方法

は CM-セルローズカラムによる分画であるが, この方法によって, リボゾームの全たん

ば くを,ほぼ完全にわけることができる.その結果から,これまでにつぎの知見を得るこ

とができた.a)大腸菌はじめ多 くの細菌において,50Sと 30Sのたんば く組成は明ら

かに異なる.b)大腸菌の K12株と,B 棟とのT)ボゾ-ムを比較すると, 両者の 50S

はほとんど適わないが,30S亜粒子のたんばく組成は,2,3種に相違がみられる.C)鍾

類のかけ離れた菌株 (例えば大腸菌と耐熱性 Bacillus)では,50S,30Sともにたんばく

組成は非常に異なり,共通成分はほとんどみとめられない.

第2研究室 (飯野)

1) フラジェリン合成系に関する研究 (鈴木秀･飯野): 昨年度確立した,標識プラジェ

リンをべん毛に再構成することによって精製し,同定する方法を用いて,スフェロプラス

トにおけるフラジェリン合成について研究した.S.typhymurium または S.abortus-

equiを, リゾチームーEDTA 処理によってスフェロプラス トにする.通常,顕微鏡下で

98% 以上スフェロプラス ト化している菌体を用いて,14C-アラニンまたは 3H-pイシソ

を含む塩類-アミノ酸培地で,30分～1時間の間に,フラジェリン,および全細胞たんば

くに取り込まれる放射性アミノ酸量を測定した.その結果,スフェロプラス トにおいても,

かなり強いプラジェリン合成能があることが判明した.この場合のスフェロプラス トは,

べん毛染色による観察から,かなりのべん毛を保持している.

スフェロプラス トにアクチノマイシソ Dを作用させると,全 RNA 合成の約 9070と,

全たんぱ く合成の約 8070が阻害された.予備的な実験では,そのように約 2070のたん

ぱ く合成が残存するのに,フラジェリン合成は阻害されるという結果を得た.これは,フ

ラジェリン合成に関するメッセンジャーRNAが代謝回転の速いものであることを示唆す

る.

2) 栄養素感受性突然変異体の研究 (石津): ネズミチフス菌のアルギニン感受性突然

変異体について,アルギニンによる生育阻害の機構を知るた桝 こ,酵素化学的な面での研

究を続けた. その結果, この突然変異体では,OTCaseの産生はアルギニンによりほぼ

10070の抑制を受けるが, ウラシルによってはほとんど影響されない こと,ATCaseの
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産生はウラシルによって 9070以上の抑制を受け,本来無関係なはずのアルギニンによっ

ても,50% 程度の抑制を受けること, またカルバ ミルリン酸合成酵素の産生は, アルギ

ニンによっても,ウラシルによっても,またその両者がともに存在しても,せいぜい20%

程度の抑制しか受けないことなどを兄いだした.

3)･Bacieluscereus のバクテ1)オファ-ジ (鈴木安･鈴木秀).･ B.cereusNCTC

569から分離 した無芽胞突然変異株 (AD-1604)から/ミクテT)オファージを見出した.こ

のファージの増殖が,菌体の芽胞形成と何らかの関係を持つように思われたので,2,3

の性質をしらべた.指示菌として野生株を用いると,ピンホール溶菌斑となるが,無芽胞

突然変異株 (Sp-)を用いると,大きな溶菌斑を生ずる.また溶菌斑の大きさは,培地に

よっても大きな差があり,一般に芽胞形成に不利なものの方が溶菌斑が大きくなる.指示

菌として AS-1064を使 うと,透明溶菌斑とそれに覆輪をともなった溶菌斑の二種を生 じ,

透明溶菌斑から出発することを くり返しても変らない. しかし, B.cereus1656から得

た Sp-では透明溶菌斑だけが得られた.

Ⅰ. 集 団 遺 伝 部

集団遺伝部においては生物集団の遺伝的構成を支配する法則の探究,すなわち,集団遺

伝学の研究を行なっている.本研究部は一昨年 7月に第 1研究室 1つだけの構成で出発し,

昨年度も引続きこの不完全な形を維持せざるを得なかった.しかし,今年度にいたって第

2研究室の増設が認められたのは喜ばしい.これにより,第 1研究室では従来通 り進化機

構に関する研究を行なうが,第 2研究室では人類を含めた生物集団の数理統計に関する研

究を行なうことになった.

研究要員の面では,-ワイ大学留学中の安田徳一が 10月 1目付で第 2研究室員として,

またウィスコンシン大学留学中の丸山毅夫が 11月1日付で第 1研究室員として,それぞ

れ赴任し集団遺伝部の研究体制が大いに強化された.また,第 1研究室の平泉研究員は昨

年に引続き-ワイ大学遺伝学教室に出張中で,本年も同大学で ｢ABO 血液型における淘

汰およびキイpショウジョウバエにおける過剰分離比の遺伝的研究｣を継続した.部長木

村は5月25日より6月25日までウィスコンシン大学遺伝学教室において共同研究および

講義を行な う目的で渡米し,同時にブラウン大学で行なわれた量的遺伝の夏期講習会に招

かれ講義を行なった.

山田行雄 (後藤階卵場)および根井正利 (放射線医学総合研究所)の両名が非常勤職員

としてそれぞれ ｢集団遺伝学的方法の動物育種学に対する応用｣および ｢人類集団の統計

遺伝学的研究｣の題目のもとに研究に参加したのは昨年と同様である.

第 1研究室 (木村)

1) -ビスタシスの下における突然変異の荷重に関する研究 (木村 ･丸山): 突然変異

によって生 じた遺伝子の問に適応度に関してエビスタシス (非相加的交互作用)がある場

合に遺伝的荷重がどのようになるかを昨年来解析的な扱いおよび電子計算機による数値的

な扱いの両面から追究して釆たが,結果がまとまったのでこれを Genetics(1966)に発表
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した.

2) 変更遺伝子の淘汰による優性化の理論の検討 (木村): 大部分の突然変異遺伝子が

野性型の対立遺伝子に対 して劣性であることを説明するため,Fisherは進化の過程で突

然変異-テロ個体の適応度を正常にする変更遺伝子が淘汰によって集団中に確立されるこ

とを仮定した.しかし,最近になって,彼の計算が誤りであるとの批判もあらわれたので,

これを検討するため電子計算機の助けを借 り,種々の場合について最高120,000世代まで

遺伝子頻度の変化過程を追跡中である.これと同時に従来より精密な解析的な扱いの可能

なことも見出した.

3) 有限集団中に保有される対立遺伝子の数に関する研究 (木村 ･丸山): 昨年に引続

き,有限集団中に毎代一定の率で新 らしい突然変異遺伝子が出現したとき平衡状態で何個

の対立遺伝子が集団中に保有されるかという問題をモンテカルロ法で研究中であるが,中

立な突然変異については新らしい解析的な扱いも明らかになったので結果を近 く発表する

予定である.

4) 有限集団における進化の荷重 (丸山): 進化の過程で有利な遺伝子が自然淘汰の作

用により低い頻度から高い頻度に変化する場合に生ずる荷重 (進化の荷重または置換の荷

重)は,無限大の集団についてはすでに Haldaneによって可成 り明らかにされているが,

有限集団でどのようになるかはまったく分っていない.本研究は有限集団における進化の

荷重を拡散方程式の木村の解 (Kimura1955)を用いて計算しようとするもので,これと

同時に電子計算横を使い数値的に荷重を求める仕事も並行して行なっている.

5) 有限な生棲域の上の遺伝子頻度の勾配 (木村 ･丸山): Haldaneや Fisherによる

遺伝子頻度勾配に関する理論は生棲域の長さが無限の場合についてであるが,有限の長さ

の時や対立遺伝子間の優劣関係が変化したときに勾配がどのように変るかは分っていない.

このような場合にもあてはまる微分方程式を導いたので,この方程式の数値解を求めるよ

う試みている.また飛石状模型を用い,分布の一端では対立遺伝子の一方が,他端では他

方の対立遺伝子が有利となるようにして,数値的に勾配を求めるプログラムも作成し,こ

の問題を研究中である.

6) 2遺伝子座にわたる固定確率 (木村 ･丸山): 有限な集団中に出現した2つの突然

変異遺伝子が異なった産をしめるとして,この2つが究極においてともに集団中に固定す

る確率を解析的な扱いと同時にモンテカルロ法およびコルモゴロフ下向方程式を数値的に

解 く方法を用い追究中である.

第2研究室 (木村)

1) 人の移住距離と近親婚に関する研究 (安田):

a) 人類集団において観察される平均近交係数および各種近親婚の頻度を予測するに

あたり夫婦間距離および親子距離の分布を明らかにする必要がある.これについてイタリ

ー,ブラジル,日本 (大館)において調べた結果L型の分布をし,それらはベータまたは

対数正規分布にあうことが電子計算機による計算から明らかになった.詳細は近 く発表の

予定である.
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b) 移住距離の分布が見掛け上し型になることはよく知られている.これが近距離の

ものをプールすることによるいわゆるサンプリングによる誤差によって生 じたものかどう

かを明らかにすることが理論上重要であり,現在戸籍を用い,三島市およびその近郊の住

民について調査中である.

2) 遺伝子頻度推定についての研究 (安田 ･木村): 最近の isozymeの研究か らも明

らかなように-遺伝子座に多数の対立遺伝子が存在することが知 られている.これに関連

して,遺伝子頻度を推定する方法を研究中であるが,安田は一般的な IBM 7090用のプ

ロクラム G･TYPEを完成 した.
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10.20

10. 8

4. 6

2.18

3.29

New YorkAca-
demy Sciences,
U.S.A.

名 古 屋 大 学

北 海 道 大 学

国立遺伝学研究所

北 海 道 大 学

北 海 道 大 学

国立遺伝学研究所

国立遺伝学研究所

北 海 道 大 学

福 岡 市 民 会 館

東 京 都 立 大 学

名 古 臣 大 学

鳥 取 大 学

東 京 農 工 大 学

国立遺伝学研究所

京 都 大 学

SecondConferenceonMul-
tipleMolecularFormsof
Enzymes

日本育種学会第 30回講演会

日本遺伝学会第 38回大会

第 16回電気泳動学会春季大
会

日本遺伝学会第 38回大会

日本遺伝学会第 38回大会

第 148回三島遺伝談話会

第 141回三島遺伝談話会

日本遺伝学会第 38回大会

日本組織培養学会第 21回研
究会

東京遺伝談話会

日本育種学会第 30回講演会

日本作物学会第 142回講演会

日本畜産学会第 52回大会

第 142回三島遺伝談話会

京都大学カラコルム･ヒソス
-クシ学術探検委員会解散お
よび報告書完成懇談会
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木原 均

木原 均

木原 均

木原 均

木原 均

木原 均

木原 均

木原 均

歪鮎 一読)

菊池 康基

菊池 康基

菊池 康基

木村 資生

木村 資生

木村 資生

薫吉野芳討

カラコルム

箱根の植物

箱根の木

遺伝

Cytoplasmicmalesterilityinrelationtohybrid
wheatbreeding

コーカサス地方植物探検一小麦の祖先を探ねて

コ-カサスの旅

コ-カサスの小麦

雑種小麦の基礎的諸問題

Y染色体の複製のパターン

染色体における DNA合成

ヒトのY染色休における DNA 合成

集団の遺伝的荷重について

Somerecentprogressesinthetheoryofpopulation
genetics.

エビスタシスの下における突然変異の荷重

鶏腫皮膚組織の再合成とその分化

カイコの皮膚および皮膚色素聴粒体のリボゾームにつ
いて

鶏腫肝細胞の組織再合成物質について

Differentiation ofthe cell･free materialswith
aggregate･formlngactivityfromembryonicchick
livercells

細胞分化と組織形成

京 都 大 学

婦 人科学者会館

西 武 百 貨 店

農 業 研 修 所

Academyof
Agricultural
Science,Moscow,
U.S.S.R.

第一生 命 ホ -ル

国立遺伝学研究所

中 央 公 論 ビ ル

国立遺伝学研究所

広 島商工会議所

長野 県野 沢温泉

北 海 道 大 学

国立遺伝学研究所

BrownUniversi-
ty,U.S.A.

北 海 道 大 学

福岡市民会館ホー
ノレ

国立遺伝学研究所

同 志 社 大 学

琵 琶 湖 ホ テ ル

国立遺伝学研究所

京大カラコルム記念講演

婦人科学者の会

沼津サ ッポロ会

農業技術研修会

国立遺伝学研究所公開講演会

文部省所轄機関所長会議

国民学術協会

第 6回小麦遺伝学シソポジウ 望
ム

日本人類遺伝学会第 11回総 冷
会

第 6回生化学夏の学校

日本遺伝学会第 38回大会

第 141回三島遺伝談話会

SummerInstituteinQuan･
titativeGenetics

日本遺伝学会第 38回大会

日本組織培養学会第 21回研
究会

日本蚕糸学会東海 支部第 18
回大会

実験形態学会第 2回大会

2nd InternationalSympo-
siumforCellularChemistry

第 149回三島遺伝談話会
Vl
∽



慧宕登突撃〉
淵
村

村
井

村
井

村
淵

村
淵

永

馬
松

松
藤

松
藤

松
馬

松
馬

松

芸当

ド )

I:.:-･主

著壷)

∴

英

松永 英

松永 英

松永 英

松永 英

松永 英

松永 英

松永 英

松永 英

松永 英

松永 英

体外培養による鶏肺細胞の分化に関する発生遺伝学的
研究.Ⅶ.組織再合成物質の化学的本性

コムギのγ線誘発突然変異率におよぼす貯臓と酸素効
果

コムギ近縁分析種における低線量率 γ線の感受性の差
輿

γ線連続照射におけるムギ煩の障害とその回復

一粒コムギの放射線効果に及ぼす貯蔵と酸素効果

禾穀叛の放射線障害に及ぼす窒素と低温の影響

人間の遺伝

ヒトの自然突然変異率に影響する要因の疫学的研究

ダウン症候群の遺伝疫学

ヒトの遺伝的変異-特に多型現象とその意義-

parentalage,live-birthorderandpregnancy-free
intervalinDown'ssyndrome

GenetischeEpidemiologiedesDown'sSyndroms

双生児の生物学

ダウン症候群の発生要田に関する疫学的研究

産婦人科領域における染色体異常の問題

遺伝と教育

精神薄弱と遺伝

8.10

4. 7

10.21

10.21

5.18

9.16

2.15

2.23

2.26

4. 8

5.10

5.17

6. 4

6. 5

6,17

7.29

8.13

北 海 道 大 学

東 京 大 学

名 古 屋 大 学

名 古 屋 大 学

日本都市センタ-

新 潟県 医師会館

小 田 原 保 健 所

放射線医学総合研
究所

東 京 大 学

国立遺伝学研究所

CibaFoundation,
London,England

lnstitutftir
Humangenetik,
Universitat
MtlnSter,Germany

広島商工 会議所

広島商工会議所

東 医 健 保 会 館

静岡県教育研修所

小 樽 市 民 会 館

日本遺伝学会第 38回大会

日本育種学会第 29回講演会

日本育種学会第 30回講演会

日本育種学会グル-プ研究集
会

第 7回日本アイソトープ会議

日本放射線影響学会第 8回大
会

育児教室

放医研研究会

東大産婦人科同窓研究会

第 16回電気泳動学会春季大
会特別講演

StudyGrouponMongolism

lnstituts-Kolloqulum

日本人類遺伝学会第 11回総
.△.
I,.'I

日本人類遺伝学会第 11回総
会

日本産婦人科学会東京地方
会

中学校女子教諭研修会

北海道精神薄弱者福祉大会
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克
寛
啓彦
啓彦

永

永

村
井

島

島

松

松

森
酒

森
岡

森
岡

莱

莱

当

≡)

≡)

森脇 和郎

森脇 和郎

向井 輝美

向井 輝美

向井 輝美

向井 輝美

村上 昭雄

村上 昭雄

宝克書聖琶〉

遺伝性疾患と染色体

子の取 り違いとその鑑定

イネの叢粒性についての研究

Oryzaperennisの地理的変異の考察

Oryzaperennis種内の系統分化について

SomeaspectsofRNA-inducedproteinsynthesis
inmammaliancell

マウス ･プラズマ細胞の特異蛋白合成

Furtherstudieson theoptimum heterozygosity
hypothesisinDrosophilamelanogaster

Effectofsynergisticinteractiononthegenetic
loadinDrosophilamelanogasler

Significance of coupling-repulsion effect and
optimum heterozygosityinpopulationsofDro80-
philamelanogaSter

Probablefactorssuppressing the manifestation
of overdominance ln natural populations of
Drosophilanelanogaster

カイコの精子の卵内における γ一線誘発突然変異反応

力イコの発生初期における放射線感受性の周期的変化

蚕卵の発生初期における核分裂サイクルについて

カイコ卵に対する He4ion粒子線の作用について

ll.12

ll.25

4. 6

10,21

10.21

2. 4

9.30

9. 1

9.26

9.27

10.17

8.10

ll. 5

4. 4

9.16

順 天 堂 大 学

国立遺伝学研究所

東 京 大 学

名 古 屋 大 学

名 古 屋 大 学

Universityof
Michigan,U.S.A.

国立遺伝学研究所

Pick-Congress
Hotel,Chicago,
U.S.A.

North Carolina
StateUniversity,
Raleigh,U.S.A.

North Carolina
StateUniversity,
Raleigb,U.S.A.

PennsylvaniaStateUniversity,StateCollege,Pennsyl-
vania,U.S.A.

北 海 道 大 学

国立遺伝学研究所

東京 農 工大 学

新潟県医師会館

第 11回順天堂医学会総会特
別講演

第 149回三島遺伝談話会

日本育種学会第 29回講演会

日本育種学会第 30回講演会

日本育種学会第 30回講演会

MammalianGeneticsSemi-
nar

第 148回三島遺伝談話会

35th Ann.Meetingofthe
GeneticsSocietyofAmerica

日本遺伝学会第 38回大会

日本蚕糸学会東海支部第 18
回大会

日本蚕糸学会第 36回学術講
演会

日本放射線影響学会第8回大
会
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㍗ .う.:.J･lr)
成瀬 隆

名和 三郎

詳 ;I ∴ ..
小川 恕人

小川 恕人
小川 恕人

小川 恕人

小川 恕人

小川 恕人

小川 恕人

小川 恕人

小川 恕人

小川 恕人

小川 恕人

アメリカパンコムギにおけるネクローシス遺伝子の分
布

キイロショウジョウバエの麺における左右非対称性

高等生物での形質転換

コナマダラメイガにおける形質転換

セルローズアセテー ト電気泳動標準操作法について

セルローズアセテー ト膜電気泳動法

Itルローズアセテ- ト電気泳動標準操作法

セルロ-ズアセテ- トについて

セルローズアセテー ト電気泳動法

セルローズアセテー ト電気泳動法

セルローズアセテー ト電気泳動法

血清蛋白分画

セルロ-ズ7セテ- ト膜を用いたヒト血清の電気泳動
像において α2-グロプロリン分画にしばしばみとめら
れるボンソー 3R で線状に濃 く染まる成分について

北 海 道 大 学

北 海 道 大 学

国立がんセンタ-

北 海 道 大 学

九 州 大 学

京 都 大 学

新 潟 大 学

日本大学駿河台病
醍

東 京 大 学

徳島県衛生研究所

高知市医師会館

福井市赤十字病院

京 都 大 学

新 しい米国の celluloseacetate模,SepraphoreIIIlll. 11京 都 大 学

血清蛋白分析法

小川 恕人⊆血清蛋白質の分析

新 しい染色体異常を伴 うモザイックの一例

ll.20 岡山市血液
セ ン′ク ー

1

5.71東京医科歯科大学

j6･5j

広島商工会議所

日本遺伝学会第 38回大会日本遺伝学会第 38回大会

東京遺伝談話会4月例会

日本遺伝学会第 38回大会

福岡衛生検査技師会

近畿衛生検査技師会

新潟県衛生検査技師会

第 150回病理細菌研修会

第4回電気泳動学会夏季セミ
ナー

徳島県衛生技師会

高知県衛生技師会

福井県衛生技師会,福井県臨
床検査協会合同セ ミナー

第 17回電気泳動学会総会第 17回電気泳動学会総会

岡山衛生検査技師会

第 12回山陰臨床化学会談話

会

日本臨床病理学会関東支部第
6回例会

日本人叛遺伝学会第 11回総

会

VIOb
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岡 彦-

雷詑 葉菜)

大沼 昭夫

大島 長造

大島 長造

大島 長造

至周英壷)

警菖 琵三〉

阪本 寧男

本

井
田

井
田
島

井目島

阪

桜
辻

桜
辻
小

桜辻小

寧男

光劉

了 ;I

パ

作物品種の地域適応性と季節反応性

蚕の精子細胞と完成精子の放射線に対する突然変異反
応の違い

炭酸ガス処理によるポ リプロイ ドの誘発

Persistence ofsome recessive lethalgenesin
naturalpopulationsofDrosophilamelanogaster

キイロショウジョウバェの自然集団における有害遺伝
子の研究.i.劣性可視突然変異

生物集団の適応

近交糸-ツカネズ ミにみられる骨格の変異について

スギにおける競争の研究

不斉林における遺伝パラメタの推定 (予報)

移植性線色睦の染色体に関する研究

トランスコ-カサスの旅

コーカサス地方の植物調査

力イコの色素頼粒休膜構造について

家蚕における色素頼粒膜の酵素的分解と膜構成蛋白に
ついて

カイコの皮膚細胞における色素敷粒とタンパク合成と
の関連性

10.20

ll. 5

ll. 5

7.27

8.10

ll. 4

7. 9

10.20

4. 6

4. 5

ll.26

12.16

ll.26

8.10

名 古 屋 大 学

国立遺伝学研究所

国立遺伝学研究所

Institutode
Geneticaat
Piracicaba,
Brasil

北 海 道 大 学

浜 松 南 高 校

三重県文 化会館

名 古 屋 大 学

日本育種学会第 8回シンポジ
ウム

日本蚕糸学会東海支部第 18
回大会

日本蚕糸学会東海 支部第 18
回大会

InternationalSymposium
onGenetics

日本遺伝学会第 38回大会

静岡県高等学校理科教育研究
会

第 6回日本先天異常学会総会 習

日本育種学会第 30回講演会 冷

- __ -∴ 斡

養賢堂 向上 会館
日本育種学会 ･遺伝学会東京
談話会

国立遺伝学研究所 t第 150回三島遺伝談話会

同 志 社 学大

北 海 道 大 学

11･ 5座 立遺伝学研究所

第 39回生化学会大会

日本遺伝学会第 38回大会

日本蚕糸学会東海 支部第 18
会大回

Ul
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烏葉書竺)

篠目 友孝

篠田 友孝

賢;"IEA･i;･i

平 俊文

芸田 矧

毘莞警室賀)

畿 警套劉

冥畠弥姦実)

芙莞弥姦聖)

毘最弥志望t

毘最弥志望)

外村 晶
大石 英恒
栗田 威彦

タバコ植物の発育不安定性の遺伝

characterizationofxanthinedehydrogenasefrom
Drosophila

Multiple formsofxanthine dehydrogenase in
Drosophila

AuxindestructionandgrowthinJapanesemorning
glorystems

ショウジョウバエ脂肪体細胞の機能分化

昆虫のヌクレオチドプールについて.Ⅱ.ショウジョ
ウバェの幼虫と成虫

代謝阻害剤後処理と放射線誘発突然変異率との関係

蚕の突然変異発生におけるマイ トマイシンの作用機構

炭酸ガス処理による蚕卵の発生異常

Exper.imentalinduction ofandrogenesis･gyn0-
genesIS and polyploidy in Bombyx mori by
treatmentwithCO皇gas

Post-irradiation modification and a possible
mechanism ofthedose･rateeffecton mutation
inductionobservedinsilkworm gonia

突然変異誘発における放射線の線量率効果逆転の機構
について

モザイック型ダウン症候群に関する細胞遺伝学的考察

東 京 大 学

Universityof
NorthCarolina,
ChapelHill,U.
S.A.

Universityof
North Carolina,
ChapelHill,U.
S.A.

The Waldorf-
Astoria, New
York,U.S,A.

1

8.10月ヒ海 道 大 学

4.4F東 京 農 工 大 学

京 大 学

CortinaD'Ampez-
zo,Italy

新潟県医師会館

広島商工会議所

日本育種学会第 29回講演会 提

GeneticsClub

EnzymeClub

conferenceonPlantGrowth
Regulators,N.Y.Acad.
Sciences

第 142回三島遺伝談話会

日本遺伝学会第 38回大会

日本蚕糸学会第 36回学術講
演 会

日本遺伝学会第 38回大会

日本蚕糸学会第 36回学術講
演会

llth PaciacScienceCon-
gress

3rdInternationalCongress
ofRadiationResearch

日本放射線影響学会第8回大会

日本人類遺伝学会第 11回総会
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村
石
永

外
大
松

葉
岡

辻田 光雄

誤 光慧)

苦労垣妄封

土川 清l
原田 和 昌J

志望 賃萱)

不買野 管 掌)

1°':l2--1L'l.l'::.

渡辺 隆夫

鎧 徹淫)

安田 徳一

吉田 俊秀

吉田 俊秀

吉田 俊秀

吉田 俊秀

モザイック型ダウン症候群と母年令

稲における早生遺伝子の作用

カイコの幼虫皮膚の白色不透明性を決定する実体につ
いて

家蚕幼虫皮膚細胞の色素頼粒の発達過程

オース トラリア, ロシアおよびチベ ット小麦における
ネクローシス遺伝子の分布

マウス近交系 PW について

マウスの貴毛突然変異に関する研究.(1)fs,hrとの
関係

イネの枝梗欠如に関する統計遺伝学的研究

イネの発育不安定性の遺伝 (予報)

キイロショウジョウバェの自然集団における有害遺伝
子の研究.Ⅱ.分離比ひずみ因子

サルモネラ菌べん毛抗原構造遺伝子 (Hl)の微細構造

人類集団の構造一研究方法とその問題点

癌細胞の発生および増殖と染色体の関係

染色体の変異と腫癌の発生および増殖

クマネズ ミの自然集団における染色体多型

Relatiohshipbetweenchromosomalalterationand
thedevelopmentoftumorsinvivoandin vitro

8.10

4.7

ll.5

8.10

8.10

7.20

7.20

4.6

10.20

8.10

8.10

12.16

3.24

8.ll

8.12

10.22

北 海 道 大 学

東 京 大 学

国立遺伝学研究所

北 海 道 大 学

北 海 道 大 学

科 学 技 術 館

科 学 技 術 館

東 京 大 学

名 古 屋 大 学

北 海 道 大 学

北 海 道 大 学

国立遺伝学研究所

国立遺伝学研究所

北 海 道 大 学

北 海 道 大 学

国 立 教 育 会 館

日本遺伝学会第 38回大会

日本育種学会第 29回講演会

日本蚕糸学会東海支部第18
回大会

日本遺伝学会第 38回大会

日本遺伝学会第 38回大会

日本実験動物研究会

日本実験動物研究会

日本育種学会第 29回講演会

日本育種学会第 30回講演会

日本遺伝学会第 38回大会

日本遺伝学会第 38回大会

第 150回三島遺伝談話会

第 143回三島遺伝談話会

日本遺伝学会第 38回大会,
受賞講演

染色体学会年会

InternationalCongressof
TissueCultureinCancer
Research

響

冷

湘

淋

Ul
く○



吉日 俊秀
PoTTER,M.
今井 弘民

マウスプラズマ細胞の癌化と染色体および特異蛋白産
生能の関係

Relationbetween karyotypesandproteinspeci･
fiCityofplasmacellneoplasmsinmice

北 海 道 大 学

ホテル ニ ューオー

日本動物学会第 37回大会

日本遺伝学会第 38回大会

i9jh International Cancer

Econgress

e)1=〉

同姓砧蹄亜望冷頚骨避難)7巾
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C.その他の研究活動

海外における活動

遠藤 徹:放射線により処理された植物芽生における核酸ならびにたんぱ く合成機作の

研究のため,アメリカ合衆国ウエスクーソ･リザーブ大学およびイソディア

ナ大学に出張 (38.7.9-41.3.29)

森脇 和郎:高等動物細胞における遺伝子発現機構の研究のため,アメリカ合衆国 ミシガ

ソ大学に出張 (39.6.5-41.7.31)

米田 芳秋:植物の癌の組織培養による研究のため,アメリカ合衆国マン-ツタソ大学に

出張 (40.1.ll-41.12.30)

平泉雄一郎:ABO血液型における淘汰およびキイロショウジョウバエに おける過剰分離

比の遺伝的研究のため,アメリカ合衆国-ワイ大学に出張中 (40.2.3-)

向井 輝美:放射線遺伝学および集団遺伝学研究のため,アメリカ合衆国ウィスコンシン

大学に出張中 (40.5.30-)

篠田 友孝:たんぱ く質および酵素産生の遺伝生化学研究のため,アメリカ合衆国ノース

カロライナ大学およびインディアナ大学に出張中 (40.9.24-)

坂口 文吾:昆虫の感染遺伝に関するシンポジウム出席および共同研究のため,アメリカ

合衆国エール大学に出張 (41.1.17-41.4.30)

木原 均:第 64次 Ⅰ.0.C総会出席および遺伝学研究連絡のため,イタリアに出張

(41.4.20-41.5.1)

松永 英:チバ財団主催 ｢モーコ症｣に関する研究者会議出席ならびに研究協議のため,

イギリスおよび西 ドイツに出張 (4･5;7-41･5･27)

木村 資生:集団遺伝学研究および講義のため,アメリカ合衆国ウィスコンシン大学に出

張 (41.5.25-41.6.25)

田島弥太郎:国連科学委員会出席 (政府代表代理として)あわせて国際放射線研究会議出

席のため,アメリカ合衆国,イタリア,インドに出張

(41.6.4-41.7.ll)

木原 均:コーカサス地方の植物探険調査のため,ソビエ ト連邦に出張

(41.7.9-41.7.20)

阪本 寧男:コーカサス地方の植物探険調査のため,ソビエ ト連邦に出張

(41.7.9-41.8.24)

大島 長造二国際遺伝学シンポジウムおよび研究連絡のため,ブラジル,アメリカ合衆国,

メキシコに出張 (41.7.20-41.8.8)

木原 均:国立試験研究校閲農業事情調査と視察および大学との植物病理 ･生理学につ

いての研究打合せのため,アメリカ合衆国,ブラジル,アルゼソチソ,チリ

ーに出張 (41.7.25-41.8.12)
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佐渡 敏彦:抗体産生機構の遺伝学的研究のため,アメリカ合衆国オークリッジ国立研究

所に出張中 (41.9.20-)

河原 孝忠:家禽煩の量的形質の遺伝学的研究のため,アメリカ合衆国ア-バソ大学に出

張中 (41.10.18-)

岡 彦-:稲の研究のため,フィリピン,中華民国に出張 (41.10.23-41.12.10)

ほかの機関における講義

飯野 徹雄

飯野 徹雄

松永 英

石津 純一

木村 資生

酒井 寛一

飯野 徹雄

北海道大学理学部非常勤講師 く41.1.17-41.3.31)

名古屋大学理学部非常勤講師 (41.3.10-41.3.31)

京都大学医学部非常勤講師 (41.6.1-41.7.10)

高知大学文理学部講師 (41.9.1-)

京都大学理学部,農学部非常勤講師 (41.10.16-)

名古屋大学農学部非常勤講師 (41.10.16-)

山梨大学教育学部講師 (41.ll.6-)

担当科目

微生物遺伝学

遺 伝 学

人 類遺 伝学

微生物遺伝学

集 団遺 伝 学

農 学 特 別

遺 伝 学



図書および出版

ⅤⅠ.図書 お よ び 出版

図 書 主 任 (41年度)

図 書 委 員 (41年度)

司 書

造

也

敏

義

長

審

雅

信

鳥

山

本

川

大

井

榎

越

阪 本 寧 男

購入図書および逐次刊行物

洋 書: Fincham &Day: Fungalgeneticsほか 140冊

逐次刊行物(洋): 前年度より継続 71種

新規購入 1)ProceedingsofRoyalSocietyof

London,Ser.B

2)JournalofMedicalGenetics 2種

和 書: 酵素-ソドブック ほか 38冊

逐次刊行物(和): 前年度より継続 17種

寄贈図書および逐次刊行物

国 内

図 書:

逐 次 刊 行 物: ｢人類学雑誌｣ほか

なし

216種

63

国 外

図 書:B.P.Tokin: ObshchayaEmbriologiya l冊

逐 次 刊 行 物: `̀Geneticalberica"ほか 30種

出 版

書 名 ページ数 発 行 数 配布先

国立遺伝学研究所年報 第 16号 104 1,000 国内研究機関,大学,試験場ほか

Nat.Inst.ofGenet.Annual 139 1,500 内外研究機関,大学,試験場ほか
Report,No.16
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ⅤⅠⅠ.行 事

A.文部省所轄研究所長会議の開催について

文部省所轄研究所長会議は下記のとおり開催された｡

月 日 昭和 41年 10月 27日 (木) 28日 (金)

会 場 三島市谷田,国立遺伝学研究所

当番機関 国立遺伝学研究所

会議内容 (1) 在外研究員について.

(2) 大学院博士課程中退者の給与について.

(3) 所轄研究所における運営上の問題点とそれを解決するための構想に

ついて.

(4) その他の問題.

出 席 者

文 部 省

文化財保護委員会事務局長

大 学 学 術 局 学 術 課 長

文 化 局 国 語 課 長

研究機関

国 立 教 育 研 究 所 長

同 庶 務 部 長

緯 度 観 測 所 長

同 庶 務 部 長

統 計 数 理 研 究 所 長

同 庶 務 部 長

国 立 国 語 研 究 所 長

同 庶 務 部 長

東京国立文化財研究所長

同 庶 務 課 長

奈良国立文化財研究所庶務課長

国立 遺 伝 学 研 究 所 長

同 庶 務 部 長

雄

郎

成

徳

夫

三

司

一
郎

郎

司

克

郎

弘

均

弘

松

八

智

益

幸

皇

族

恕

太

大

武

三

忠

徳

末

悦

野

弥

原

山

田

田

塚

野

田

高

綱

田

淵

沢

島

山

永

村

須

金

平

書

奥

山

末

増

岩

官

関

野

新

木

森

ち.公 開 講 演 会

日 時 昭和 41年 11月 11日 (金) 13.30-16.00

場 所 東京都千代田区大手町 第一生命ホール



行 事

主 催 国立遺伝学研究所

読売新聞社

財団法人 遺伝学普及会

(1) 開会のことば

(2) 講 演

(1) 文明社会と遺伝 国立遺伝学研究所形質遺伝部長

農学博士 田 島 弥 太 郎

65

(要 旨)

文明の発達はそれを作り出した人間の生活環境をいちじるしく変化させるにいたっ

た.本講では,このような変化がわれわれ人間の遺伝の上にどのような影響を与える

かという点について,関連科学の発達との関係において考察を加え,必要な対策につ

いて述べた.

(2) コーカサス地方の植物探検

- 小麦の祖先を探ねて- 国立遺伝学研究所長

理学博士 木 原 均

(要 旨)

小麦の探検隊が日本から海外に出たのは,今度のコーカサス地方を入れて3回であ

る.第 1回は,カラコルム･ヒソヅクシ学術探検隊 (1955年),第 2回は近東地方探

検隊 (1959年),第3回は今年のコ-カサス地方探検隊である.どれも京都大学の主

催である.

前2回の探検によって小麦属の野生種と,近縁の植物は多数採集され,研究室で10

年の問顕微鏡を使ったり,交雑試験をして重要な成果をあげた.しかしコーカサス地

方には,他地方にない小麦が多 く,われわれにはまだ不明の点が多い.

これらを現地で採集し,過去に得た知識を基にして雑種による分析をしたり,ある

いは合成法によって疑問を解きたいと思った.

コーカサス地方の風景を幻灯に写しながら,われわれの採集した植物に対する期待

を話した.

(3) 科 学 映 画

近東地方の植物探検

(4) 閉会のことば

解説 木 原 均
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ⅤⅠⅠⅠ.研究材料の収集と保存

ネ (Oruza)

種 名

0.abromeitianaPROD.

0.altaSwALI.EN

0.australiensisDo班IN

0.barthiiA.CHEV.

0･brachyanthaA.CI柑V.etRoEHR.

0.breviligulataA.CEEV.etRoEHR.

0.coarctataRoxB.

0･eiehingeriPETER

0.glaberrim a STEUD.

0.grandiglu仇isPROD.

0.latifoliaDESV.

0.longiglumisJANSEN

O･malampuzhaensisKRISF.etCtlAND.

0.meyerianaBAILL.

0.minutaPRESL

0.oblcinalisWALI..

0.paraguaiensisWEDD.

0.perennisMoENCE

O･perrieriA.CAAlUS

0.punctataKoTSCHY

0.ridleyiHoox.

0.salivaL.

0.salivaf.SPOntaneaRoscEEV.

0.8ubulataNEES

0.tisserantiA.CEEV.

計 25種 統系

数統

4

5

2

75

12

45

3
16
00
5

25

15

3
29
42

76

1

98

1

10

6

似

67

1

1

46

系

4

3
･
4

1

4
･
4



研究材料の収集と保存

B. j Lh # (Triticum)

1. 種のコレクション

種 名

T.aegilopoidesBAL.

T.monocoeoum L.

T.dicoecoidesHORN.

T.araraficum JAKUBZ.

T.dicoccum ScE臼玉L.

T.durum DESF.

T.orientalePERC.

T.persicum VAV.

T.polonicu仇 L.

T.isphanieum HESI･OT

T.pyramidalePERC.

T.turgidum L.

T.palaeocolchicum MEN.

T.timopheeviZHUK･

T.aeslivum L.

T.compaclum HosT

T.macha DE仁.etMEN.

T.speuaL.

T.sphaerocoecum PERC.

T.vaviloviJAKUBZ.

T.zhukovskyiMEN.etER.

合成 6倍 コムギ

計 21種

2. 栽培パンコムギ

日本在来 品種

中国品種

チベ ッ ト品種

イ ン ド品種

KUSE (中近兼)品種

アメ リカ品種

オース トラ リア品種

スペイ ン ･ポ/レトガル品種

ロシア品種

数釈系はた

3

3

3

1

3

5

1

ま秩品

3

1

1

1

2

2

14

7

2

統系

14

鮎

2

1

1

6

7｡

11

23

19

75

弧

300

糾

231

9

1

2

2

67
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ギ リシャ品種

ユ-ゴスラビヤ品種

北欧品種

イタ リア品種

南米品種

C. コムギの近縁種

1. Aegltops

種 名

Ae.aueheriBoISS.

Ae.bicornisJAUIL etSp.

Ae.biuncialiSVIS.

Ae.caudataL.

Ae.colu仇 nariSZIIUK.

Ae.comosaSIBTH.etSM.

Ae.oraSSaBoISS.

Ae.cylindricaHosT

Ae.heldreichiiHoLZ肌

Ae.kotschyiBoISS.

Ae.longiSSima ScEW.etMUscH.

Ae.muticaBoISS.

Ae.ovataL.

Ae.sharonensiSRIG

Ae.speltoidesTAtJSCII

Ae.squarroSaL.

Ae.triaristafaWILLD.

Ae.triuneialisL.

Ae.turcomanieaRosE.

Ae.umbellulataZEUK.

Ae.uniaristataVIS.

Ae.variabiliSEIG

Ae.ventrieosaTAUSCE

計 23種

2. ĝropuron

Ag.campestreG.G.

Ag.caninu仇 (L.)P.B.

20

17

62

78

46

計 1,700系統

統

数

系

統

1

2

1

1

2

2

2

3

1

4

1

1

6

2

2

6

7

6

1

3

3

3

5

8

系

6



研究材料の収集と保存

Ag.ciliare(TRIN.)FRANCII.

Ag.oristatum (L)GAERTN.

Ag･dasystaehyum (HooK,)ScRIBN.

Ag.deserlorum (FISCE.)ScEULT.

Ag.elongatu仇 (HosT)P.B.

Ag･humidorum ORwletSAKAh40TO

Ag.intermedium (HosT)P.B.

Ag.3'uneeum (L.)P.B.

Ag.liuorale(HosT)DtJm

Ag.peetiniformeRoEh(.etScHULT.

Ag.repens(L.)P･B･

Ag.nparmLm ScRIBN.etSMITH

Ag.se肌ieoStatu仇 NEES

Ag.sibiricum (WILLD.)P.B.

Ag.S仇ithiiRYDB.

Ag.SPicatum (PURS耳)ScRIB N･etS班ITH

Ag.trachycaulu仇 (LINK)MALTS

Ag.trichophorum (LINK)RICIIT.

Ag.tsukushiense(HoNDA)0EwI

Ag.yezoenseHoNDA

計 22種

3. ASPerella

As.longe-aristala (HACK.)OHWI

4. Etumus

El.canadensisL.

El.dahuricusTuRCZ.

El.glauousBucKI..

El,mollieTRIN.

El.sibirieusL.

5. Sitanion

St.hystrix(NUTT.)J.G.SAM E

6. Eremopurum

Er.buonapartis(SpERNG.)NEVSKI

Er.orientate(L.)JAUB.etSpACE.

Er.triticeu仇 (GAERTN.)NEVSKI

7. HenraT･dia

Hn.perSicaHuBBARD

t,'e系

1

6

1

4

1

8

8

7

3

2

3

1

1

5

3

1

2

5

9

4

1

2

2

2

1

1

6

1

9

1

2

1

1

1

1

11

69
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8. Heteranthetlutn

Ht.piliferun HocIIST.

9. Taeniatherzlm

Tn.asperum (SIMR.)NEVSKI 1

Tn.crinitum (ScHREB.)NEVBKI 1

D.花井,その他

1. サクラ

大 島 桜 系 (PrunusLannesiana uar.speciosa): 大島桜,大提灯,普賢象,一業,栄

桜,八重紫,牡丹桜,八重曙,渦桜,関山,戯麟,江戸桜,松月, 白妙,欝金

(右近),御衣黄,楊貴妃,天の川,狩衣,雪月花,名島桜,菊桜 (兼六園),菊

桜(六高系),旭山,嵐山,五所桜,汐登,白雪,福録寿,千原桜,車定,福桜,

珠数掛桜,翁桜,南天(南殿,奈天),太白,気多白菊桜,見返桜 (御車返,鎌

倉桜,桐谷),雨宿,法輪寺,小汐山,苔清水,手礎,大手雀,胡蝶,千里香,

御室有明,関東有明,伊豆桜,衣笠,菊咲枝垂れ,火打谷菊桜,類嵐,本誓寺

菊桜,来迎寺菊桜,手弱女,毛大島桜,芝山,新錦桜,帆立,便殿,水晶,妹

背,金剛山,撫子桜,高松稚子桜,山越桜,西方寺桜,塩釜桜,貴船雲珠,衣

通姫,倭大島,大島八重 (大島差木地産).

山 桜 系 (P.JamaSakura): 山桜,薄墨,墨染, 上旬, 滝匂, 駿河台匂, 佐野桜,

御座間匂,荒川匂,奈良八重桜,左近の桜,木の花桜,若樹の桜,山桜枝垂れ,

稲葉心田,八重虎の尾,琴平八重,車止,寒桜,砕月院 (野田)大桜,静匂,

駿府桜,遅咲寒桜,修善寺紅寒桜.

染井吉野系 (P.yedoensis): 染井吉野,船原吉野,三島桜,駿河桜,昭和桜,伊豆吉野,

早生吉野,天城吉野,咲耶姫,染井匂,御帝吉野,投馬桜,水玉桜,紅鶴桜,

早生大島,紅染井,吉祥寺,吉野枝垂れ,Akebono.

彼 岸 桜 系 (P.subhirtella):荏垂れ桜 (糸桜)八重 と一重,江戸彼岸 (東彼岸, 姥彼

岸)紅 と白,彼岸桜,熊谷,十月&',正福寺枝垂れ (湯村枝垂れ),八重 (小)

彼岸,冬桜 (三波川),四季桜 (兼六園),泰山府君,若桜,清澄枝垂れ,彼岸

台桜,修善寺桜,染井彼岸.

蝦夷山桜系 (P.Sargentii):蝦夷山桜(紅山桜,大山桜),宝珠桜,八房,雲ケ畑南殿,

中禅寺桜,暁桜,兼六園熊谷,奥州里桜,野中大山桜,仙台屋桜.

箱 根 桜 系 (P.incisa): 箱根桜 (富士桜,豆桜),緑等桜,八重箱根桜, 満願桜,二尊

院,金剛山 (異種),ボ ンポ リ桜,飴玉桜,朝霧桜, 二子, 錘櫨桜, 大箱根桜

(大島桜×箱根桜).

丁 字 桜 系 (P.apetala): 丁字桜,奥丁字桜,菊咲奥丁字,秩父梯,高砂 (茶碗桜,宿

殿,曙八重).

そ の 他 寒緋桜 (緋寒桜),千島桜,霞桜,筑紫桜,支那実桜,モニワ桜, ヒマラヤ桜,
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東海桜 (支部実桜×彼岸桜).

2. アサガオ (Pharbitisnil)

花型遺伝子型: fe(獅子咲),fee(乱れ獅子),cpr(台咲き),cd(捻梅咲),py(乱菊咲),

cs(石畳咲),wr(縮咲),S(桔梗咲),ct(渦咲),m(立田咲),ac(南天咲),pt

(八重咲),dp(牡丹咲),p(孔雀咲).

葉型遺伝子型: co(丸薬),Gb(芋菜),dl(笹菓),m(立田葉),ac(南天咲),fe(獅子菓),

ct(渦葉),B.b(林風葉,(優性,劣性)),py(乱菊菜),sr(鼻薬),dg(鯖蛤葉),

cp(縮緬葉),mw(柳菓),cog (-デラセア薬),p(孔雀葉),bv(はだぬぎ),

γβ(洲浜菓).

花模様遺伝子型: Sa(刷毛目絞),sp(吹掛絞),Mr(頚輪),Bz(吹雪),Ry(車絞),su-

Mr(覆輪抑圧),lw(花筒色抑圧),fd(餐),at(雀斑),Ln(立縞),st(粂斑).

その他の遺伝子型: dw(木立),I(石化),V(斑入),ca･cb(白種子),br(褐色種子),cat

(象芽種子),y仇(松島),cu(夫婦咲き),we(枝垂れ),Cy(クリーム ･イエロ

ー),su-Cy(クリーム ･イエロー抑圧),C仇(打込み),fol(袋咲き),lp(小人),

Rt(毛茸制限),re+dg(大輪 (蝉菓)),re+dg+Gb(大輪 (恵比須菓)).

3. ツバキ

ツバキ (Camellia3'aponicavar,hortensis)83品種

ユキ ツバキ (C.rusticana)5品種

4. ウ メ (Prunusmume)19品種

5. カニデ (Acerspy.)34品種

E. シ ョウジ ョウバ エ (総計 990系統,10集団)

1. 年イロショウジョウバエ (Drosophilamelanogaster)945系統

野 生 型- 123系統

本 邦 産 : 50系統

外 国 産: 70系統

isogenic: 3系統

突然変異種- 122系統

第 1染色体: 20系統

第 2染色体: 30系統

第 3葺染色体: 20系統

第 4染色体: 2系統

混合染色体: 50系統

致 死 遺 伝 子 型- 400系統

半 致 死 遺 伝 子 型- 100系統

生存力正常遺伝子型一一｢200系統

2. ク口ショウジョウバエ (Dro80Phitaviruls)11系統
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野 生 型- 4系統

突然変異種- 7系統

3. ウスケロショウジョウバエ (Lhro80PhitapBeudoobBCura)34系統

ST 型- 10系統

AR型- 10系統

CⅡ 型- 7系統

PP 型- 7系統

4. 集 団

キイ ロシ ョウジ ョウバェ : 10(甲府,勝沼,須山,その他)

F.カ イ コ

突然変異系統

第 1連関群 (od;oi′;ode;ose;eodVg)

第 2連関群 (p;p+;pM;pS;pSa;pSa-2Y;Gr;Grool; Y;oα)

第 3連関群 (Ze;le仇 ; le仇 l;d･lem;d･leml;a-lem2)

第 4連関群 (L;Spe;Llemqoc)

第 5連関群 (pe;re;ok;oc;bw)

第 6連関群 (E;EOa;ED;EEl;EG'd;EH;EKp;Ewe;Ewe;EM;ENo;Eup;

ENS;EG'dENo;EKpED;EKpEu;EWeE;EWoEH;EupED;ETo;

b2), (他に EKp変異型 6系統,EDl変異型 5系統)

第 7連関群 (q)

第 8連関群 (ae;be;+ae;+be;St)

第 9連関群 (∫･α)

第 10連関群 (wl;W2;W3;WOE;jl;b3;OeW;WO∬;W･a;W･b;W･C)

第 11連関群 (K;Bu;Np;bp)

第 12連関群 (Ng)

第 13連関群 (ch)

第 14連関群 (oak;Nl;Nll; Nl2;U;oa;Di)

第 15連関群 (Se)

第 16連関群 (Cね)

第 17連関群 (Bm)

第 19連関群 (elp)

そ の 他 (al;Gl;m･gr;nb;Nd;rb;80;SP),(青白;褐色斑点蚕;大造;徳;

金色;アスコリ;青熱;赤熟;漸江;漠川;緋紅;p22;遺伝的モザイク

2系統;食性異常蚕 3系統)

染色体異常系統
/~■･＼( 一ー.､

ZW II (+od･W.+p･pSay/od)
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ZIOl (+od.W.+p･pSa/Z+/Zod)(雌致死,2系統)
( ′ー･ヽ

H IO8 (W･+py･pSay)
′-､ヽ

W-P108 (W･+pyoα)
こ;illiヨ

改 7 (W･+py欠)(3系統)
Ei-

M 3 (W･pM)(4%#)
/-･･･＼

限性虎蚕 (W･Ze)
6iil丘

T-20 (W･+W2)(4系統)
/--＼

0-t (W･十re),一-■
Dup (+py･pSaY/py)(2系統)

′~■･ヽ
Q121 (+py･pSay/pYoα/pyoα)(2系統)

C32 (pSa･+pYoα)(+p-Y 間交叉価の高い系統)(2系統)

GH l (U･EKJ')
,~~▲･.･一ヽ

GH3 (U･EN)
,-.-＼

GH4 (U･EE)

GH 13 (U･Nc)

Trisomic2 (pS/pM/+p)

Trisomic6 (EHEKp/+/+);(Euc/EH/+);(END/ED/+)

Trisomic14 (+Oa/oa/Di)

Trisomic112 (pSay/pY/py)

黒色マダラ蚕 (2系統)

以上合計 157系統

G. ネ ズ ミ

1. 系統維持をしている純系マウス (MzISmZLSCutuS)

A/HeMs(Inbreeding129代),AKR(76代),AKR/JMs(76代),BALB/cJMs(92代),

BL/De(90代),CFW/MS(31代),C57BL/6HeMs(40代),C57BR/aJMs(36代),

C57L/HeMs(35代),CBA/StMs(40代),C3H/HeMs(36代),C3HeB/De(34代),

C58/LwMs(?+12代), DM/Ms(54代), DD/Ms(36代), D103/Ms(54代),

DBA/2(?+20代),DBAf/Lw(44代),RF/Ms(?+20代),SL/Ms(35代),SM/∫

(?+8代),SWM/Ms(33代),SWR/Ms(81代).

2. 系統維持をしている突然変異系マウス (MuamuSCulus)

第 Ⅰ 連 関 群 Chinchilla(ech),extremedilution(ce),pink-eyeddilution(p).

第 Ⅱ 連 関 群 short-ear(se),dilute(a),dilutilethal(dl).

第 Ⅲ 連 関 群 piebald(S),hairless(hr),rhino(hrrh),Viabledominant

spotting(Wv),luxate(lx).

第 Ⅴ 連 関 群 non-agouti(a),black-and-tan(aり,Lethalyellow (Ay).

第 Ⅵ 連 関 群 Caracul(Cα).
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第 Ⅶ 連 関 群 Rex (Re),tipsy (ti).

第 Ⅷ 連 関 群 brown (a).

第 Ⅸ 連 関 群 Brachyury(T),Fused(Fu).

第 ⅩⅠ 連 関 群 obese(ob).

第 Ⅶ 連 関 群 jerker(Jβ).

第 ⅩⅢ 連 関 群 1eaden (ln).

第 ⅩⅨ 連 関 群 dystrophiamuscularis(dy).
連関群不明のもの furless(fs),alopetiaperiodica(ap),falter(fa),Polydactyly

(Po),dwarf(dw),waved(wa).

3. 系統維持をLている純系ラット(RattuSnOrZJegicuS)

ACI/N(Inbreedillg83代)

Albany(33代)

Buffalo(52代)

Castle'sBlack(27代)

CW-1(22代)

Fischer(92代)

Long-Evans(27代)

Nagoya(22代)

NIG･ⅠⅠⅠ(17代)

NIG･ⅠⅤ(17代)

YOS(32代)

Tailless-W (29代)

Toma(25代)

Wayne'spink-eyedyellow hooded(67代)

Wistar(52代)

Wistar-King-A(184代)

I.その他飼育繁殖中のネズミ類

チ ャイニ-ズ ･ノ､ムス タ- (Cricetulusgriseus)

ゴ-ルデ ン ･ハ ムス ター (Mesooricetusaurattus)

日本野生ノ､ツカネズ ミ (MusnusculuSmOloSSinus)

クマネズ ミ (RauuSrau uS)

マス トミス (Mastomysnatalensis)

5. 維持 しているネズミの腫療系統

吉田肉腫,Ehrlichascitestumor(ELD),マウスプラズマ細胞腰痛(7系統),DML-

マウス白血病.
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班.細菌とそのファージ

1. 細 菌

Salmonellatyphimurium (ネズ ミチフス菌)

野生株 :

栄養素要求性突然変異株

栄養素感受性突然変異株:

糖発酵能に関する突然変異株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異株:

無べん毛性突然変異株 :

非運動性突然変異株:

べん毛抗原 に関す る突然変異株:

Salmonellaabortus-equi

野生株 :

薬剤抵抗性突然変異株 :

ファージ抵抗性突然変異株:

無べん毛性突然変異株:

非運動性突然変異株:

べん毛抗原に関す る突然変異株:

Salmonellaabony

野生株 :

Hfr株:

F一株:

ア ミノ酸要求性突然変異株:

薬剤抗抵性突然変異株:

ファージ抗抵性突然変異株:

TM･2,LT･2,LT-7な ど

75

350株 ア ミノ酸要求性, プ リン要求性, ピリミ

株

株

株

株

株

株

株

1

20

50

20

50

00

10

1

1

株

株

株

株

株

0

0

0

0

0

3

3

0

1

3

1

1

株

株

株

株

株

0

0

0

0

0

1

1

2

2

2

ジン要求性, ビタ ミン要求性 など

アルギニン感受性

SW-803

その他の Salmonella 属の細菌

GroupA: S.paratyphiA

GroupB: S･paratyphiB,S･heidelberg,S･halo,S.budapest,S.banana,

S･essen, S,kingston, S･derby, S･California, S.reading,

GroupCl: S.oranienburg,S.montevideo

GroupD: S.Sendai,S.moscow,S.rostock,S.pensacola,S.enteritidis,

S.dublin,S.berta,S.wangata,S.blegda仇,S.miami,S.ndolo,

S.claibornei,S.panama,S.canastel



76 国立遺伝学研究所年報 第 17号

GroupE4: S.8enftenberg

GroupG之: S.wichita

Salmonellaの種間雑種 200株

Escherichiacoli(大腸菌) 60株

野生株: K,ち,S,C,Row など

栄養素要求性突然変異株: アミノ酸要求性, プリン要求性, ピリミ

ジン要求性, ビタミン要求性など

薬剤抵抗性突然変異株, ファ-ジ抵抗性突然変異株,Hfr株,F一 株など

Serratia (霊菌)属の細菌 70株

Ser.indioa,Ser.plynuthicu肌,Ser.maroescens

野生株のほかに,色素に関する突然変異株,薬剤抵抗性突然変異株, ファージ抵抗

性突然変異株などを含む

Shigella (赤痢菌)属の細菌 20株

Sh.boyd,Sh.sonnei,Sh.dysenteria,Sh.jlemeri

野生株のほかに薬剤抵抗性突然変異株などを含む

その他の細菌 若干

2. バクテ リオ77-ジ

Salmonella のファージ

Escherichia のファ-ジ

Serratia のファ-ジ

P22(Hl,H4,H57エビ), Chiなど

Tl,T2,T3,T4,T5,T6,T7,

Lambdaなど

Sigmaなど
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1Ⅹ.庶 務

A.歴 史 と 使 命

歴史 昭和 15年 8月京城で催された日本遺伝学会第 13回大会が,国立遺伝学研究所

設立決議案を満場一致で可決 した.これに翌 16年 4月, 日本学術振興会内に設けられた

第 4(遺伝)特別委員会が協力して,国立研究所実現の努力を続けた. 昭和 22年 8月,

日本遺伝学会は財団法人遺伝学研究所を設立し,側面的に国立機関設置の促進に努めた.

これ らの努力が実を結び,昭和 24年 5月,吉田内閣の第 5国会において設置法案が可決

され,同年 5月 31日文部省設置法の改正公布をみ, ここに待望 10年の国立遺伝学研究

所が6月 1日に誕生 した.

最初は,庶務部のほか,第 1(形質遺伝),第 2(細胞遺伝),第 3(生理遺伝)の3研究

部をもって発足 し,事務所を文部省内に置いた.昭和 24年 9月,敷地 として静岡県三島

市富士産業株式会社所有の土地 77,771.8平方メ- トルを買収するとともに,同社の建物

4,445.1平方メー トルを借 り受け,12月 1日研究所を現在の地に移 した.のち,文部省,

大蔵省,科学技術庁,静岡県,三島市, 日本専売公社, ロックフェラー財団などの援助に

より,逐年研究施設は拡充され,昭和 35,37,38年度にわた り,本部 (鉄筋 コンクリー

ト造 り,3階建て)第 1期計画が完工 し,研究所はようや く面 目を一新するにいたった.

また研究部門の構成 も,昭和 28年に生化学遺伝部,29年に応用遺伝部,30年に変異遺

伝部,35年に人類遺伝部,37年には微生物遺伝部が増設 され, さらに 39年度には集団

遺伝部の新設をみ,現在 9部門を数えている.

使命 遺伝学は,近代科学の中でも新 しい領域に属 し,開拓されてからいまだ 60年余

にすぎないが,生物に対するわれわれの認識に大きな変革 を与えた.生物のあらゆる形態

も機能も, さらに行動す らも,遺伝子の作用に支配されていることを示 したからである.

また遺伝学は生物の進化の問題,農作物や家畜の品種改良,人間の内因性疾患などに関

する知識の開拓に重要な学問である.

当研究所は日本の遺伝学の研究を推進させるとともに,次代をになう若い研究者の育成

と国民の科学知識の向上に貢献することを使命 としている.

既設の9研究部門のほか,将来,分子遺伝,生物物理ならびに微細構造などを取 り扱 う

部を設け,また家畜の遺伝 と改良を広 く研究する部門が拡充 され,これ らが相互に密接な

協力態勢を整えたならば,遺伝を中心 とする諸問題に総合的な成果が得 られることが期待

できよう.
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B･ 組織 (機構と職鼻)

文部省設置法 (昭和 24年 5月 31日 法律第 146号)(抄)

第 2章 本 省

第 2節 国立の学校その他の機関

(国立の学校等)

第 14条 第 25条の 3,第 26粂及び第 27条に規定するもののほか,文部大臣の所轄

の下に,国立学校及び次の機関を置 く.

日本ユネスコ国内委員会

国立教育研究所

国立科学博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

国立社会教育研修所

緯度観測所

統計数理研究所

国立遺伝学研究所

国立国語研究所

日本芸術院

日本学士院

(評議員会)

第 15条 前条の機関のうち,国立教育研究所,国立科学博物館,国立近代美術館,国立

西洋美術館,国立社会教育研修所,統計数理研究所及び国立遺伝学研究所にそれぞれ評

議員会を置 く.

2 評議員会は,それぞれの機関の事業計画,経費の見積,人事その他の運営管理に関す

る重要事項について,それぞれの機関の長に助言する.

3 それぞれの機関の長は,評議員会の推薦により,文部大臣が任命する.

4 評議員会は 20人以内の評議員で組織する.

5 評議員は,学識経験のある者のうちから,文部大臣が任命する.

6 評議員の推薦,任期その他評議員会の組織及び運営の細 目につ い ては, 政令で定め

る.

(国立遺伝学研究所)

第 23粂 国立遺伝学研究所は,遺伝に関する学理の総合研究及びその応用の基礎的研究

をつかさどり,あわせて遺伝学研究の指導,連絡及び促進をはかる機関とする.

2 遺伝学研究所の内部組織は,文部省令で定める.
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文部省所轄機関評議旦金令 (昭和 40年 6月 22日政令第 216号全部改正)(抄)

(組 織)

第 1条 文部省設置法第 15粂第 1項の機関 (以下 ｢機関｣ とい う.) に置かれる評議員

会は,国立近代美術館及び国立西洋美術館にあっては評議員 20人以内で,その他の機

関にあっては評議員 16人以内で組織する.

第 2条 評議員の任期は,2年 とし,その欠員が生 じた場合の補欠評議員の任期は,前任

者の残任期間 とす る.

2 評議員は,非常勤 とす る.

第 3条 評議員会に会長及び副会長 1人を置き,それぞれ評議員が互選す る.

2 会長は評議員会の会務を総理す る.

3 副会長は,会長を補佐 し,会長に事故があるときはその職務 を代理 し,会長が欠けた

ときはその職務を行なう.

4 会長及び副会長の任期は,国立近代美術館,国立西洋美術館及び国立社会教育研修所

の評議員会にあっては2年 とし,その他の機関の評議員会にあっては 1年 とする.

5 会長及び副会長が欠けた場合における後任の会長及び副会長の任期は,それぞれ前任

者の残任期間 とする.

(議 事)

第 4条 評議員会は,評議員の過半数が出席 しなければ,議事 を開き,議決 をすることが

できない.

2 評議員会の議事は,出席 した評議員の過半数 をもって決 し,可否同数の ときは,会長

の決するところによる.

(説明の要求等)

第 5条 評議員会は,その属する機関の職員に対 し,説明,意見の開陳又は資料の提出を

求めることができる.

2 機関の長は,その機関の評議員会に出席 して意見 を述べ,又は所属の職員 をして意見

を述べさせることができる.

(庶 務)

第 6条 評議員会の庶務は,その属する機関において処理する.

(雑 則)

第 7条 この政令に定めるもののほか,評議員会の議事の手続その他その運営に関 し必要

な事項は,評議員会が定める.

付 則

この政令は,昭和 40年 7月 1日から施行する.

文部省設置法施行溝則 (昭和 28年 1月 13日 文部省令第 2号)(抄)

第 3章 所轄機関

第 7節 国立遺伝学研究所

(所 長)
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第 62粂 国立遺伝学研究所 に所長 を置 く.

2 所長は,所務 を掌理す る.

(内部組織)

第 63粂 国立遺伝学研究所に次の 10部を置 く.

- 庶 務 部

二形質遺伝部

三 細胞遺伝部

四 生理遺伝部

五 生化学遺伝部

六 応用遺伝部

七 変異遺伝部

八 人類遺伝部

九 微生物遺伝部

十 集団遺伝部

(庶務部の分課及び事務)

第 64粂 庶務部に次の2課 を置 く.

- 庶務課

二 会計課

2 庶務課においては,次の事務 をつかさどる.

一 職員の人事に関する事務を処理すること.

二 公文書類を接受 し,発送 し,編集 し,および保存すること.

三 公印を管守すること.

四 国立遺伝学研究所の所掌事務に関し,連絡調整すること.

五 国立遺伝学研究所評議員会に関すること.

六 前各号に掲げるもののほか,他の所掌に属 しない事務 を処理すること.

3 会計課においては,次の事務 をつかさどる.

- 予算に関する事務 を処理すること.

二経費及び収入の決算その他会計に関する事務 を処理すること.

三 行政財産及び物品の管理に関する事務 を処理すること.

四 職員の衛生,医療及び福利厚生に関す る事務 を処理すること.

五 庁舎及び設備の維持,管理に関する事務 を処理すること.

六 庁内の取締に関すること.

(形質遺伝部)

第 65条 形質遺伝部においては,生物における各種の遺伝形質の分析及びその遺伝様式

に関する研究を行なう.

2 形質遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関す る研究及び植物に関する研究を行なう.
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(細胞遺伝部)

第 66条 細胞遺伝部においては,生物細胞の核及び細胞質 と遺伝 との関係に関す る研究

を行なう.

2 細胞遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研坂 につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関す る研究を行なう.

(生理遺伝部)

第 67粂 生理遺伝部においては,生物における遺伝形質の表現に関す る生理学的研究 を

行なう.

2 生理遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行なう.

(生化学遺伝部)

第 68条 生化学遺伝部においては,生物の遺伝 に関す る生化学的研究を行なう.

2 生化学遺伝部に第 1研究室,第 2研究室及び第 3研究室を置 き,各室においては,節

項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物 に関する研究及び微生物に関す る

研究を行なう.

(応用遺伝部)

第 69粂 応用遺伝部においては,動物及び植物の改良に関する遺伝学的研究 を行なう.

2 応用遺伝部に第 1研究室,第 2研究室及び第 3研究室を置き,各室においては,前項

の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び育種技術の理論 に

関する研究 を行なう.

(変異遺伝部)

第 70条 変異遺伝部においては,生物に対する物理的及び化学的刺激による突然変異に

関する研究を行なう.

2 変異遺伝部に第 1研究室,第 2研究室及び第 3研究室を置き,各室においては,前項

の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関す る研究及び放射性同位元素 に

よる突然変異に関する研究を行7まう.

(人類遺伝部)

第 71条 入寮遺伝部においては,人類遺伝に関する研究を行な う.

2 人類遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置 き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ形質遺伝に関する研究及び統計遺伝に関す る研究を行なう.

(微生物遺伝部)

第 72 条 微生物遺伝部においては微生物の遺伝 に関する研究 を行なラ.

2 微生物遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ遺伝子の構造 と変化に関する研究及び遺伝子の作用に関す る研究 を行な

う.

(集団遺伝部)

第 73条 集団遺伝部においては,生物集団の遺伝に関する研究 を行な う.
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2 集団遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室 を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ進化遺伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行なう.

(各研究部の共通事務)

第 74粂 形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部,生化学遺伝部,応用遺伝部,変異遺伝

部,人類遺伝部,微生物遺伝部及び集団遺伝部においては,前 9条に定めるもののほか,

各部の所掌事務に関し,次の事務をつかさどる.

一 国の機関の求めに応 じ,人口,優生,農業等に関する政府の施策について科学的基

礎資料 を提供すること.

二 国及び地方公共団体の機関,大学,民間団体等の求めに応 t:,協力 し,及び指導す

ること.

三内外の諸機関と連絡協力すること.

四 研究成果の刊行及び研究会,講習会等の開催その他研究の促進に関すること.

付 則 (昭和41年 4月 1日 文部省令第 20号)

この省令は,公布の日から施行する.



庶 務

機 構 図 (昭和 41年 12月末現在)

一庶 務 部-

一形 質 遺 伝 部-

-細 胞 遺 伝 部一

一生 理 遺 伝 部-

一 庶 務 課一巨 書 芸 ≡

-会 計 課-
一第 1研究室

一第 2研究室

一第 1研究室

-第 2研究室

一第 1研究室

一第 2研究室

一経 理 係一用 度 係

83

評議員会

一生化学遺可 ≡≡…≡≡≡

- 可 ;… …≡≡≡

- 遺 伝 部王 ……≡≡≡

一第 1研究室

一第 2研究室

一第 1研究室

一第 2研究室

一第 1研究室

一第 2研究室

一人 類 遺 伝 部一

一微生物遺伝部一

一集 団 遺 伝 部-

-農 場



84 国立遺伝学研究所年報 第 17号

職 鼻 定 数 (昭和 41年 12月末現在)

所 長

文部教官 理学博士 木原 均

評 議 旦

官 職 名

東

来

県

元

麻

東

大

静

京 大 学 名 誉 教

京 都 立 大 学 数

授

授

業 技 術 研 究 所 長

国 立 遺 伝 学 研 究 所 長

布 獣 医 科 大 学 長

京 大 学 名 誉 教 授

阪 大 学 教 授

岡 県 知 事

坂 田 種 苗 株 式 会 社 社 長

人 口 問 題 研 究 所 長

放 射 線 医 学 総 合 研 究 所 長

東京大学応用微生物研究所長

科 学 警 察 研 究 所 長

北 海 道 大 学 教 授

学 教 授

学 名 誉 教 授

研 究 職 旦

部 別

所 長

形 質 遺 伝 部

要

郎

蔵

揮

1司
男

夫

雄

稔

甫

介

基

郎

嶺
吾

五

富

勇

秀

寿

武

憲

恭

種

二

孝

文

田

大

熊

誠

佐

脇

井

智

川

藤

田

本

田

畑

野

尾

田

岡

森

今

小

越

茅
書

斎

坂

館

塚

津

古

牧

松

和

日本 遺 伝 学 会 長

日本人類遺伝学会長

日本 育 種 学 会 長

官 職 名 】 学 位

文 部 教 官, 所 長

文 部 教 官, 部 長

文 部 教 官, 室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

研 究 補 助 員

理 学 博 士

農 学 博 士

理 学 博 士

農 学 博 士

農 学 博 士

郎

昭

彦

雄

治

治

夫

大

行

敏

昭

美

惣

昭

弥

喜

与

島

田

渡

上

九

蘭

沼

田

黒

佐

村

鬼

深

大
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千悦原須

秀

郎

秋

美
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雄

順

俊

和

芳

正

勝
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田
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大
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徹

進

明

子

道

光

恕

三

正

愛

正
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井

田

川

和

田

木

木

辻

小

名

遠

桜

山

鈴

鈴

1

1
也

忠

通

子

彦

子

巳

夫

寛

審

孝

啓

妥

治

正

典

彦

島

井

山

原

野

田

田

田

本

酒

岡

井

河

藤

沖

三

増

増

杉

二

清

美

朗

夫

昌

子

清

輝

大

悦

和

-
ノ

村

井

井

野

田

松

土

向

藤

天

原

原

士

士

士

博

博

博

学

学

学

理

理

理

庶

長

員

員

員

員

員

員

部

和

昭

助

助

助

助

官

官

官

補

補

補

補

教

教

教

部

部

部

究

究

究

究

文

文

文

研

研

研

研
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士

士
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部
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官
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醐
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文
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研

士
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士

士

博
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博

博

学

学

学

学

農

医

理

農

理 学 修 士

士

士

士

士

士

士

博

博

博

博

博

博

学

学

学

学

学

学

農

農

農

農

農

農

農 学 博 士

長

長

長

員

員

員

員

員

部

室

室

弼

弼

弼

助

助

官

官

官

教

教

教

部

部

部

文

文

文

官

官

官

補

教

教

教

郡

部

部

文

文

文

研

研 究 補

文 部 教 官, 部 長

文 部 教 官, 室 長

文 部 教 官, 室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

部 技 官

員

員

員

助

助

補

補

能

究

究

部 教 官, 部 長

文 部 教 官,研究員文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

研 究 補 助 員

細 胞 遺 伝 郡

生 理 遺 伝 部

生 化学遺 伝 部

応 用 遺 伝 部

変 異 遺 伝 部
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人 煩 遺 伝 部

微 生物遺伝部

集 団 遺 伝 部

農 場
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研 究 補 助 員

研 究 補 助 員

研 究 補 助 員

文 部 教 官, 部 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

研 究 補 助 員

研 究 補 助 員

文 部 教 官, 部 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

研 究 補 助 員

文 部 教 官, 部 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員
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文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

技 能 員

技 能 貝

非常勤研究鼻,流動研究員,奨励研究生
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明

一
夫

寓

勉

其

毅

之

仁

和

壱

祐

孝

沢

田

井

村
藤

村

川
枝

官

田

近

吉

玉

木

芦

三
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客 員

事務鞍鼻 (庶務部)

官 名 【 職 名

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

部 長

庶 務 課 長

会 計 課 長
庶務課課長補佐
(莱)庶 務 係 長

森 永 徳 弘

金 森 茂

田 中 六 男

竹 田 辰 次
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雄

茂

吉

子

司

子

紀

義

子

子

一
実

子

義

雄

章

雄

治

枝

み

明

朝

隆

静

由

信

梅

昌

英

末

政

秀

元

茂

干

す

見

谷

原

板

野

藤

田

杉

川

沢

本

城

藤

上

岡

川

田

内

閲

鶴

莫

大

佐

野

高

越

黒

杉

岩

糠

後

井

丸

栗

西

内

官

長

長

長

員

員

員

員

係

係

係

係

係

係

係

事

理

度

務

務

務

事

人

経

用

庶

庶

庶

人

書

員

手

係香

換交話

員

員

員

員

手

.I

.

.
t

｢
‥
･
.

理

度

度

皮

膚

負工

司

図

電

…

｣

｣

｣

動

経

用

用

用

白

木

守 衛

作 業 員

雑 役 婦

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

事 務 員

事 務 員

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

文 部 技 官

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

文 部 事 務 官

事 務 員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 事 務 官

文 部 技 官

用 務 員
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退職者および転出者
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特別研究生,研修生,内地研究旦

受 入 部 局 L氏 名

細胞 遺伝 部

生化学遺伝部

応 用 遺 伝部

微生物遺伝部

今 井 弘 民

酒 井 孝 夫

白 石 幸 司

増 地 贋

小 島 邦 弘

宇 田 文 昭

小 池 常 雄

井 上 輝 男

成 瀬 澄 子

津 崎 和 夫

磯 貝 岩 弘

林 重 佐

中 山 貞 夫

MoIIOL(ED S.
E工.-BALAL

土 肥 義 胤

職 名 ･ 学 歴 等

東京教育大学大学院理学研究科修士課程修了

昭 和 大 学 医 学 部 第 二 内 科 副 手

東京農業大学大学院農学研究科修士課程修了

岡 山 大 学 医 学 部 癌 源 研 究 施 設 助 手
名古屋大学大学院理学研究科修士課程修了

名古屋大学大学院理学研究科修士課程修了

誠 心 高 等 学 校 教 諭

岐 阜 大 学 農 学 部 卒

北 海 道 大 学 理 学 部 卒

日本専売公社宇都宮たば こ試験場研究員

岐 阜 大 学 農 学 部 助 教 授

鹿 児 島 大 学 農 学 部 講 師

北 海 道 立 北 見 農 業 試 験 場 研 究 員

カ イ ロ 大 学 大 学 院 農 学 部

古屋 大学 医学 部小 児 科 学 教 室 副 手

児 島 大 学 医 学 部 卒

.=.

･

･:
･L

･

./

I

.1

･･'
巨

･
=

...

.

I

89

:
考

E
ts

研

研

研

F
ES
研

F
ES
研

研

研

地

地

修

修

特 研

特 研

C.土地および建物

土 地 総 面 積 90,687m2

内訳 研究所敷地 81,074m2

宿 舎 敷 地 9,613m2

建 物 内 訳

区 分

本 館

旧 館

実験室お よび図書室

警 至 宝 宗 妄 茎)

堆肥舎お よび農夫舎

変 電 室

建物総面積 (建 面 積) 7,558m2

(延べ面積) ll,082m2

構 造

鉄筋コンクリート造り3階建

木 造 か わ らぶ き2階 建

鉄筋コンクリート造 り2階建

雫萱かわらぶき平屋建一部地)

木 造 平 屋 建 一 部 中2階

木 造 大 壁 平 屋 建

面 積

1,025

663

431

257

132

28

2,980

1,326

862

270

165

28
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育飼ヽヽヽズネ1罪

プンポ圧増

宣

下
ノ乍ヽ∫::∃

室

自 動 車 車 庫

作 業 室

解 卵 育 離 合

検 定 舎 (2むね)

コロニー舎 (3むね)

公 務 員 宿 舎(23むね)

放 射 線 実 験 室

第 2ネ ズ ミ飼 育 舎

隔 離 温 室

水 田 温 室

自転車置場および物置

特 別 蚕 室

ワ

ィ

線

ク

ボ

γ

操

調

温

研 修 室 ･膳 菓 庫

渡 り 廊 下

調 査 室

木

木

木

木

屋

階

星

置

平

2

平

平

道

道

道

道

逮

逮

逮

逮

木 造 か わ らぶ き平 畳 建

木 造 平 屋 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

鉄 筋 平 屋 建 一 部 地 下 室

違ロック造りおよび木造平屋)

妄評 基違ロック造 ｡およびi

完欝 差違ロック造りおよびi

木 造 平 屋 建

ブ ロ ック造 り一 部 地 下

木 造 一 部 鉄 骨 平 屋

鉄 骨 造 り 平 屋

鉄 骨 造 り 平 尾

建

建

建

鉄筋コンクリート造り平屋建

木 造 平 屋 建

一部鉄骨造り木造平尾建

笠質蒜表芸リ-ト造り2階建)
鉄骨造り屋根防水モルタル塗

木造平屋建屋根フランス瓦葺

D. 予 算

国立遺伝学研究所

∴ ~

国立機関原子力試験研究費

7

6

1

3

2

5

9

9

9

1

7

2

1

8

1

4

7

7

5

4

4

0

3

8

9

8

3

9

5

0

8

1

2

5

5

7

4

7

4

9

9

9

7

1

0

5

3

9

2

1

1

1

9

2

2

3

1

1

1

1

2

1

(144,478)千円
145,483

(78,882)
78,960

(65,596)
66,523

(14,054)
14,324

87

乃

91

3

52

05

89

19

29

51

94

乃

41

乃

4l

l8

97

97

75

14

04

50

65

8

9

2

1

1

1

9

3

2

3

1

2

1

1

4

日リ



庶 務

科学研究費

特定研究費
総合研究費
機関研究費
試験研究費
各個研究費

( )内は補正後の予算

15,690千円

9,000
1,800
3,940
850
100

91

E. 諸 会 と諸 規 程

話 合

研究活動を促進するため次の会合を行なう.

抄 読 会

外国で発表された新しい研究論文の抄読会で,盛夏の時期を除き毎週水曜日に開かれ

る.

BiologicalSynpoSi&ofMiSima

外国の関係学者来訪の際,随時開催,講演討論のいっさいを英語で行なう.

日本遺伝学会三島談話会

研究所ならびに付近在住の会員で組織され,原則として月1回,研究成果発表とそれに

関する討論を行なう.

諸 規 程 (内規)

部長会諸規程

第 1条 国立遺伝学研究所に部長会議 (以下会議という)を置 く.

第 2条 会議は所長および部長をもって構成する.

第 3条 会議は所長の諮問に応じ次の事項を審議する.

- 重要な規程および内規の制定および改廃に関する事項.

二職員定員の配置に関する事項.

三 重要人事に関する事項.

四 予算要求に関する事項.

五 研究費予算配分に関する事項.

六 研究および業績報告に関する重要な事項.

七 研究に関する施設の設置および廃止に関する事項.

八 渉外に関する重要事項.

九 その他研究および運営に閑し,所長の必要と認めた事項.

第 4条 所長は会議を召集し,その議長となる.ただし,所長事故あるときは,あらか

じめ,所長の委任した部長がその職務を代理する.

第 5粂 会議は構成員の過半数が出席しなければ,議事を開き,議決することができな

い.

第 6条 議事は出席者の過半数で決し,可否同数のときは議長の決するところによる.
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第 7 条 所長は必要があると認めたときは,構成員以外の者を会議に列席させ意見をき

くことができる.

2 前条により会議に列席 した者は議決に加わることができない.

第 8条 会議は定例会議および臨時会議とする.

2 定例会議は原則として,毎月第 1,第 3火曜日に開き,臨時会議は所長が必要と認め

たとき,または構成員の過半数から請求があったとき開く.

第 9粂 会議に幹事を置き,庶務部の課長をこれに充てる.

第 10条 幹事は会議に出席 し,議事録を作成する.

客 旦 内 規

第 1 粂 この研究所に客員を置くことができる.

第 2粂 客員は遺伝学研究に造詣深い著で,この研究所において研究を希望するものの

内から所長がこれを決める.

第 3条 客員は所長の指示にしたがわなければならない.

第 4 条 客員は遺伝学研究をなすため,この研究所の諸設備を使用することができる.

第 5 条 客員はこの研究所の諸設備を使用 してなした研究業績を,所長の承認を得て発

表することができる.但しその場合はその旨を記載しなければならない.

第 6粂 客員が研究発表をするには,この研究所の業績報告書を用いることができる.

付 則

この内規は昭和 25年 4月 1日から施行する.

特別研究生規程

第 1条 この研究所に特別研究生を置 くことができる.

第 2条 特別研究生は,大学又は専門学校において関係学科を修め又はこれと同等以上

の学力ある者にして所長が特別研究生として適当であると認めたものに限る.

第 3粂 特別研究生として指導を受けようとするものは,所長あてに左の書類を提出し

て許可を得なければならない.

- 願 書 別紙様式による

二 履 歴 書

三 推せん状

(イ) 大学又は大学院に在学中のものは所属学長又は学部長の推せん状

(ロ) 大学及び専門学校卒業生にして末就職のものは,最終学校の学長,学部

長又は学校長の推せん状

(-) 官庁,公私団体の委任によるものは,その所属する長の推せん状

第 4 条 特別研究生は所長の命にしたがわなければならない.

第 5条 特別研究生の研究期間は1カ年以内とする.但し,1年以上研究を継続しよう

とするものは,所長の許可を得て期間を延長することができる.

第 6 条 特別研究生の研究に要する諸経費は原則として自己負担とする.

第 7 粂 官庁,公私団体か ら委任を受けて特別研究生となったものについては,前条に
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よらないことができる.

第 8粂 特別研究生はあらかじめ,指導教官の許可を得てこの研究所の諸設備を使用す

ることができる.

第 9条 特別研究生は所長の許可を得て指導を受けた研究業績を発表することができる.

但しその場合は,その旨を付記 しなければならない.

第 10条 特別研究生が研究業績を発表するときは,この研究所の業績報告書を用いるこ

とができる.

第 11条 この内規の施行に要する細則は別に定める.

研修生規程

第 1条 この研究所に研修生を置 くことができる.

第 2条 研修生は新制高等学校又は旧制専門学校を卒業 した老及び新制大学在学中の者,

若 しくはこれと同等以上の学力ありと認めたもので所長が研修生として適当と認めたも

のに限る.

第 3条 研修生を希望するものは,所長に下記の書類を提出して許可を得なければなら

ない.

- 願 書 別紙様式のもの

二 履 歴 書

三 卒業証明書 (但し新制大学在学中のものは,所属学長又は学部長の依板状又は在学

証明書)

第 4 条 研修生は所長の指示に従い指導教官の下で遺伝学に関する学理と技術とを研修

する.

第 5条 研修生には,原則として給与を支給 しない.

第 6条 研修生の研修期間は 1カ年以内とする.但し,必要ある場合は許可を得て延期

することができる.

第 7 条 研修生が所定の研修を終了したときは終了証明書を交付することができる.

第 8条 研修生に成業の見込がないとき又は所長がその退所を必要と認めたときは,こ

れに退所を命ずる.

F. 日 %

会 合

昭和 41年 1月 4 日 御用始め (新年礼会)

11日 第 199回部長会議

19日 抄読会

21日 第 141回三島遺伝談話会

25日 第 69回バイオロジカル ･シンポジウム

26日 第 200回部長会議

26日 第 70回バイオロジカル ･シンポジウム
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26日 抄読会

2 月 2 日 抄読会

9 日 抄読会

11日 第 201回部長会議

14日-16日 会計検査院会計検査

16日 抄読会

18日 第 142回三島遺伝談話会

22日 第 202回部長会議

23日 抄読会

3 月 1 日 第 71回バイオ ロジカル ･シソポジウム

2 日 抄読会

9 日 抄読会

14日 第 203回部長会議

16日 抄読会

23日 第 204回部長会議

23日 抄読会

24日 第 143回三島遺伝談話会

4 月 8 日 電気泳動学会

13日 第 205回部長会議

20日 抄読会

20日 第 72回バイオ ロジカル ･シンポジウム

22日 第 144回三島遺伝談話会

27日 抄読会

5 月 4 日 抄読会

10日 第 206回部長会議

11日 抄読会

18日 抄読会

20日 第 145回三島遺伝談話会

24日 第 207回部長会議

25日 抄読会

6 月 1 日 抄読会

4 日 国立遺伝学研究所第 26回評議員会

8 日 抄読会

15日 抄読会

21日 第 208回部長会議

22日 抄読会

24日 第 146回三島遺伝談話会
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29日 抄読会

7 月 5 日 第 209回部長会議

6 日 抄読会

13日 抄読会

18日 第 73回バイオ ロジカル ･シンポジウム

20日 抄読会

22日 第 210回部長会議

27日 抄読会

29日 第 147回三島遺伝談話会

9 月 3 日 第 211回部長会議

12日 第 12回国際遺伝学会議組織委員会第 4回実行委員会

14日 抄読会

21日 抄読会

22日 第 212回部長会議

28日 抄読会

30日 第 148回三島遺伝談話会

10月 4 日 第 213回部長会議

5 日 抄読会

12日 抄読会

18日 第 214回部長会議

19日 抄読会

26日 抄読会

27日,28日 文部省所轄研究所長会議

11月 2 日 第 74回バイオ ロジカル ･シンポジウム

2 日 抄読会

4 日,5 日 日本蚕糸学会東海支部会

8 日 第 215回部長会議

9 日 抄読会

10日 第 75回バイオ ロジカル ･シンポジウム

11日 公開講演会 (東京第一生命ホール)

16日 抄読会

24日 第 216回部長会議

25日 第 149回三島遺伝談話会

30日 抄読会

12月 6 日 第 217回部長会議

7 日 抄読会

14日 抄読会

95
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22日 第 218回部長議会

おもな来訪者 (敬称略)

昭和 41年

1 月 2 日 STROMBERGER,H･G･

PasadenaHighSchool& Jr.College,Pasadena,

California,U.S.A.

24日 ToEIN,B.P. DepartmentofZoology,UniversityofLeningrad,

Leningrad,U.S.S.R.

2 月 21日 勝 木 保 次 東京医科歯科大学医学部教授

28日 NEWCOM3E,H.B.Biology Branch,Atomic Energy of Canada

Limited,ChalkRiver,Ontario,Canada

3月 2 日 赤 松 秀 雄 東京大学理学部教授

森 野 米 三 東京大学理学部教授

30日 高 杉 隼 雄 北海道大学医学部教授

4 月 2 日 KANG,YIH.(康柴憲)

DepartmentofBotany,YonseiUniversity,Seoul,
Korea

16-21日 ScHMIDT,J.W. DepartmentofAgronomy,UniversityofNe-

braska,Lincoln,Nebraska,U.S.A.

19日 WAYLAND,H･ DepartmentofEngineeringScience,California

lnstituteofTechnology,Pasadena,California,
U.S.A.

5 月 4 日 JoRDAN,H.0. EconomicsDevelopmentInstitute,University

ofNigeria,Enugu,EastNigeria

6 月 30日 TAXAEASHI,T. DepartmentofGeology,UniversityofRochester,

Rochester,NewYork,U.S.A.

7 月 18日 DEGENHARDT,K･H.

InstitutfurHumangenetikundVergleichende

ErbpathologiederUniversitatFrankfurtam

Main,Germany

19日 DAGG,C.P.

29日 GAFFNEY,L.

8 月 9 日 CARTER,0.

TheJacksonLaboratory,BarHarbor,Maine,
U.S.A.

C/0A.A.TegelPty.Ltd.,Leppington,New

SouthWales,Australia

DepartmentofAgronomy,UniversityofSydney,

NewSouthWales,Australia

高 橋 英 一 京都大学農学部教授



庶 務 97

山 田 康 之 京都大学農学部教授

15日 CHO,W.K. DepartmentofZoology,SeoulNationalUniversi-

ty,Korea

25日 CIIAKRAVARTTI,M.R.

IndianStatisticalInstitute,Calcutta,Ⅰndia

MAVAI.WALA,J. Department of Anthropology, University of

California,U.S.A.

SwAMNATEAN,M.S.

DivisionofBotany,IndianAgriculturalResearch

lnstitute,New Delhi,India

28日 KI叫 Y.C. CollegeofAgriculture,KoreaUniversity,Seoul,

Korea

SIIAEⅠ,B.B. SeedTestingLaboratory,DepartmentofAgri-

culture,TJ M.G.,Kathmandu,Nepal

Y古,C.J. Departmentof Botany, College of Science,

NationalTaiwanUniversity,Taipei,Taiwan,

China

HoUsE,LR. TheRockefellerFoundation,New Delhi,Ⅰndia

CHAKRABANDIIU,M.C.

DepartmentofAgriculture,Bangkok,Thailand

CARANGAI一,A.R.Jr.

DepartmentofResearch& Development,Sam

MiguelCorporation,Manila,PhilipplneS

KtT,Y･ College of Agriculture, National Taiwan

University,Taipei,Taiwan,China

CREECI王,∫.L NewCropsResearchBrancl一リBeltsville,Mary･

land,U.S.A.

CALI)ECOTT,R.S.DepartmentofAgronomyandPlantGenetics,

UniversityofMinnesota,Minnesota,U.S.A.

NATARAJAN,A.T.

InstituteofRadiobiology,StockholmUniversity,

Stockholm,Sweden

SIGURBJORNSSON,B.

PlantBreedingandGeneticsSection,I.A.E.A.,

ViennaI,Austria

29 日 CLAUSEN,J. DepartmentofPlantBiology,Carnegielnstitu-

tionofWashington,Stanford,California,U.S.A.
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30日 LIDICKER,W.Z.,Jr.

Museum ofVertebrateZoology,Universityof

California,Barkeley,U.S.A.

31日 KANG,Y.S.(妻永善)

DepartmentofZoology,SeoulNationalUni-

Versity,Seoul,Korea

9 B311日石 BROCK･R10･ Division of Plant Industry, Commonwealth

ScientiacandIndustrialResearchOrganization,

CanberraCity,Australia

FRYXELL,P.A. SoilCropSciencesDepartment,TexasA.&M.

University(U.S･DepartmentofAgriculture),

Texas,U.S.A.

LEWIS,班. University ofCalifornia,LosAngeles,Cali･

fornia,U.S.A.

GRANT,W.F. DepartmentofGenetics,MtGill University,

Montreal,Canada

AsTAUROV,B.L DepartmentofExperimentalEmbryology,A.N.

Severtzon Institute of Animal Morphology,

Moscow,U.S.S.R.

9 月 1 日 CARSON,班.L. DepartmentofZoology,WashingtonUniversity,

St.Louis,Missouri,U.S.A.

LOvE,A.& LOvE,D.

DepartmentofBiology,UniversityofColorado,

Boulder,Colorado,U.S.A.

2-3 日 HUNZIKER,J.H. DepartmentofBiologicalSciences,University

ofBuenosAires,BuenosAires,Argentina

6 日 MEYER,G.F. Max-Planck･Ⅰnstitut fur Biologle,Ttibingen,

Germany

9 日 PAIK,Y.K.(白龍均)

Department of Biology,Schoolof Science,

YonseiUniversity,Seoul,Korea

GIESBRECHT,P. Moleculer Biology Division, Robert Koch

lnstitute,Berlin,WestGermany

20-21日 BI壬ATIA,C.

10月 27日 LEJEUNE,J.

Indian AgriculturalResearch Institute,New

Delhi,India

InstitutdeProgen主se,Facult6 de M6decine,

Universit6deParis,Paris France
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28-29日 LAW,L,W. CarcinogenesisSection,National Cancer ln-

stitute,N.Ⅰ.H.,Bethesda,Maryland,U.S.A.

RoosA,R.A. WistarInstitute,Philadelphia,Pennsylvania,

U.S.A.

STUDZINSRI,G. JeffersonMedicalCollege,Philadelphia,Pennsyl-

vania,U.S.A.

PI.EIBEL,N. WistarlrlStitute,Philadelphia,Pennsylvania,U.

S.A.

29-31日 BoRGIIESE,E. Istituto diAnatomiaTopogra点ca,Dell'Uni-

versitadiNapoli,Napoli,Italy

l1月 2 日 KoI.Ⅰ.ER,P.C. DepartmentofCytogenetics,Chester Beatty

ResearchInstitute,InstituteofCancerResearch,

RoyalCancerHospital,London,England

PoGGENDORFF,W.H.G.

Department of Agriculture, Faner Place,

Sydney,NewSouthWales,Australia

10日 BAPAT,C.V.&BEISEY,A.N.

Biology Division, Indian Cancer Reserach

Centre,Parel,Bombay,India

ll 日 GERHARTZ,H. Medizinische Klinik derFreien Universitat,

Berlin,Germany

G.学 位

本研究所職員で学位を授与されたものは,次のとおりである.
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H. 受賞および表彰

本研究所で賞を受けたものは,次のとおりである.

受賞年月日

41. 8.ll

賞 名

日本遺伝学会賞

学 会 名

日本遺伝学会

官 職

文 部 教 官
細胞遺伝部長

文部大臣から永年勤続者として次のとおり表彰された.

表 彰 年 月 日

昭和 41. ll. 23

官 職

文部事務官 庶務部長

氏 名

吉 田 俊 秀

氏 名

森 永 徳 弘

付

1. 財団法人遺伝学普及会

歴 史

昭和 22年 5月財団法人遺伝学研究所の設立をみたが,国立遺伝学研究所が設立される

におよび,その寄付行為をあらため遺伝学普及会とし,もっぱら遺伝学普及事業を行なう

ことになった .

役 員

理 事 長 木原 均

常務理事 松村清二,田島弥太郎

理 事 篠遠吾人,和田文吾,松永 英

事業概況

雑誌 ｢遺伝｣編集のため毎月1回東京または三島で編集会議を開く.遺伝学に関する学

習用プレパラー ト配付,遺伝学実験用小器具の改良,新考案の製作,配付,幻燈用スライ

ドの製作,配付,遺伝学実習用小動物および植物の繁殖および配付.

2. 全国種鶏遺伝研究会

全国の有志種鶏家によって組織された任意団体で,ニワトリの育種に関する最新知識の

普及と交換を図り,それらを実際育種に応用して,育種をより効果的に進めようとの目的

から,年 1回程度の研究討論会を開催する.

41年度においては第7回総会ならびに講演会を下記のとおり開催した.

1. 日 時 昭和 41年 7月 9日

2. 会 場 国立遺伝学研究所 会議室

3. 総 会



4. 講演会 (講演題 目ならびに講師)

(イ) 岐阜県における種鶏改良の現状 と問題点

岐 阜 県 種 鳥

(ロ) 欧州における鶏育種 と養鶏事情

吉原金長堤

後藤解卵場中央研究所長

塩谷農園 育種研究所長

男

夫

悦

栗

藤

谷

後

塩
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